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例

1。 本報告書は,市街地再開発関連街路 館【市計画道路高松駅南線)建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書の第 1冊であり,高松市西の九町・寿町一丁目に所在する高松城跡 (無量壽院跡)

の調査報告を1え録した。本遺跡は中世から近世に至る 3面の遺構面を検出したが,本報告書

では最下層の第 3遺構面のみを報告する。

2。 発掘調査期間は,平成14年 11月 28日 ～平成15年 3月 14日 である。

3.発掘調査および本報告書作成は,高松市教育委員会が実施した。

4.調査か ら報告書作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々のご指導とご協力を得た。

記して謝意を表したい。 (敬称略,五十音順)

香川県教育委員会  香川県埋蔵文化財センター  紫山随願寺無量壽院

片桐節子  片桐孝治  蔵本晋司  乗松真也  松本和彦  森下友子

5.調査は,文化振興課文化財専門員 大嶋和則 と讃岐文化遺産研究会 中西克也が担当し,大朝

利和が補佐 した。

6。 本報告書の執筆は,第 1章第 1節 を大嶋,第 2章を文化振興課文化財専門員 サキ1畑聰,その他

は中西が行った。編集は中西が行った。

7。 本報告書の第 4章第 1節樹種同定は,(株)吉田生物研究所に委託した。

8。 本報告書の遺物写真撮影は,杉本和樹 (西大寺フォト)に委託した。

9.発掘調査で得られた全ての資料は,高松市教育委員会で保管している。

10。 本報告書における表記および記述に関する凡例は,以下のとおりである。

(1)使用 した遺構略号は次のとおりである。

SD tt  SE 井戸  SK 土坑  SP 柱穴  SX 性格不明遺構

(2)遺物観察表中の表記方法は次のとおりである。

a.法量の中で ( )を付けているのは残存値である。

b.色調が内外面とも同じ場合にはタト面のみ表記する。

c.土器胎上の粒土表記の基準

微砂 :非常に細かい 細砂 :0.511m以下 粗砂 :0.5～ l llun 細礫 :l mm以上

(0 方位の北は,国土座標第Ⅳ座標系 (世界測地系)の北であり,標高は東京湾平均海面か

らのプラス値である。

141 土壌及び土器観察の色調表現は,F新版 標準土色帖』(農林水産省技術会議事務局監修・

財団法人日本色彩研究所色表監修)に よる。

⑤ 挿図の一部に国土地理院地形図「高松北部」と高松市都市計画図 2千 5百分の 1「高松

市街北部」を一部改変して使用 した。

⑥ 写真図版の出土遺物には,第 3面以外の遺物は番号をつけていない。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

高松市では,サ ンポート高松整備事業においてJR高松駅周辺の再開発事業を進めており,こ

れに伴い都市計画道路高松駅南線の整備が計画された。道路新設部分は幅員20m,延長約90m,

事業面積約1,800だである。

平成13年度に事業主体である高松市都市開発部都市再開発課から,高松市教育委員会に対し

て道路建設予定地における埋蔵文化財について照会があった。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵

地としては認識されていなかったが,東側には国史跡高松城跡が所在し,西側隣接地では (財 )

香川県埋蔵文化財調査センターによって調査が行われた高松城跡 (西の丸町地区)が所在した。

また,事業予定地は周辺の発掘調査成果や地割と絵図との比較によって,江戸時代には高松城

内であり,東半が西ノ丸,西半が中堀に位置することが推定された。しかし,事業予定地内に

は鉄筋コンクリート造の建物が建てられており,撹乱を受け遺跡が消滅してしまっている可能

性もあったため,事前に道路建設予定地内について試掘調査を実施し,埋蔵文化財の包蔵状況

を確認することで合意した。

これを受け,高松市教育委員会では平成13年 10月 9,10日 に道路建設予定地内の用地取得地

について試掘調査を実施した。事業予定地東半の西ノ丸推定地のみが試掘可能であり,道路幅

員の両端に沿って東西方向のトレンチを設定した。南側のトレンチでは,中世と江戸時代の 3

面の遺構面を確認し,それぞれから土坑を検出した。北側の トレンチでは,西半は溝や柱穴を

検出したが,東半はコンクリー ト基礎による撹乱が遺構面以下まで及んでいた。このため事業

予定地の北東部分については撹乱が著しく,遺跡は消滅してしまっているが,その他の部分に

ついてはほぼ全面に遣跡が所在することが判明した。なお,事業予定地西半は試掘調査できな

かったが,堀が推定されていることから遺構の深さが深く,ま た既存建築物が 2階建であるこ

とから地下遺構に対する撹乱の影響が少ないと考えられた。さらに,西側隣接地において (財 )

香川県埋蔵文化財調査センターによって調査が行われた高松城跡 (西の九町地区)が所在する

ことからも,埋蔵文化財が包蔵することは確実視された。試掘調査結果については都市再開発

課と香川県教育委員会に報告した。

平成14年 9月 11日 に都市再開発課より埋蔵文化財発掘の通知が提出され,こ れに対し,9月 26

日に香川県教育委員会から事前に発掘調査を行うよう指導があった。これを受け,都市再開発

課と協議を行った結果,道路建設前の平成14・ 15年度の 2カ 年で発掘調査を実施し,記録保存

を行うことで合意した。平成14年度においては事業予定地の東半と西端部分が用地取得済みで

あったことから,こ の範囲を調査対象とした。東半のうち北東部については試掘調査によって

撹乱が著しいことが判明しており発掘対象範囲から除外した。このため,東半部分の発掘面積

は360だ となった。西端は堀の検出が予想され,掘削深度が深くなることから,十分な法面を設

け,南北13m,東西10mの 130だ程度を調査することとした。また,平成15年度については,事

業予定地の中央部分を発掘対象地とした。西端同様堀が予想されることから,安全措置を講じ

ながら,200だ程度の調査を行うこととした。なお,平成15年度調査地は現在も用地取得が完了

しておらず,調査は延期されている。

-1-



第 2節 調査 の経過

1.発掘調査の経過

発掘調査は,平成14年 11月 28日 に着手し,15年 3月 14日 に終了した。この年度に調査を実施

した東側の調査区はI区,西側の調査区はⅡ区と称する。

本調査については,事前協議の中で廃土搬出費用の削減という観点から,遺構の調査に伴う

廃土は調査区内に仮置きすることとなり, I区は三分して調査を実施した。 I区の東側をI―

1区,西側をI-2区と仮称した。最初にI-1区 ,2区の第 1遺構面を調査し,航空写真測

量の終了後に, I-1区 の第 2遺構面 。第 3遺構面を調査し,航空写真測量を実施した。最後

にI-2区の第 2遺構面 。第 3遺構面を調査し,航空写真測量を実施した。この部分の廃土は

I-1区に置いた。Ⅱ区の調査は調査期間の最終に実施した。

以下,調査日誌を掲げて調査の詳細について報告する。なお,本報告書の内容は第 3遺構面

のみの報告であるが,調査の経過に関しては着手から終了までの全過程を記載する。

調 査 日 誌 (抄 )

平成14年

11月

28日 にI-1区の重機による第 1遺構面までの機械掘削作業を開始し,29日 に終了する。

12月

2～ 5日 にI-1区の第 1遺構面の遺構検出作業を行う。 6日 に遺構配置図を作成し,東端

より遺構の調査を開始する。 9・ 10日 に柱穴などの小規模の遺構を完掘し,同時にI-2区の

重機による第 1遺構面までの機械掘削作業を行う。

11～ 16日 にS D 1001・ S K 1010'S E 1001の 掘 り下げを行い,土層図を作成する。 S E 1001

は土器製井戸枠を4段重ねており,最下位に木枠をもつ明治時代以降の井戸である。

17・ 18日 にS E 1002の掘り下げ, I-2区の遺構検出作業を行う。24日 にI-2区の遺構配

置図を作成し,遺構の調査を開始する。27日 まで S D 1001・ S E 1001・ 1002・ S X 1003等 の大

きな遺構を完掘する。 S D 1001で は集石を検出する。

平成15年

1月

6・ 7日 にI-2区の溝・柱穴・土坑を完掘し,調査区の北壁 。西壁の土層図を作成する。

8・ 9日 に調査区南壁の土層図を作成する。

10日 に I区 における第 1遺構面の航空写真測量を行う。高所作業車を使用して全体の完掘写

真を撮 り,次に個々の遺構の写真を撮る。

14～ 16日 にI-1区の重機による第 2遺構面までの機械掘削作業を行い,遺構配置図を作成

した後にS X 1201や柱穴などの遺構の調査を行う。 S D 1001を 掘り下げ,底面直上に石垣の礎

石と考えられる列石が検出する。列石は南に面をもち,集石は石垣の裏込めと思われる。

17日 に柱穴や土坑等の全ての遺構を完掘し,20。 21日 に遺構の平面図を作成し,全体の完掘

写真を撮 り,次に個々の遺構の写真を撮る。

22～ 24日 にS P 1203～ 1208に 切られるS K 1209を 掘り下げて完掘する。調査区東端より第 3

遺構面までの機械掘削作業を行い,随時,遺構検出作業を行う。
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28～ 31日 にS D 1301～ 1303。 S E 1301・ S X 1301・ 土坑・柱穴の調査を行う。 S D 1301か ら

は瓦器椀が出上し,東西方向に延びる溝であるS D 1302か らは,「野原濱村元量寿院」と刻まれ

た丸瓦や梵字瓦,五輪塔,香炉などが出上した。 S E 1301で は底面で石組を検出した。

2月

3・ 4日 にS D 1301～ 1304・ S E 1301・ S X 1301を 完掘する。 S D 1301は集石が検出され,

平面図を作成する。 S D 1304は 多量の上師質土器小皿や瓦器椀が出土し,出土状況の写真撮影

を行う。 S E 1301の 石組と曲物の平面図・立面図を作成する。

5日 にI-1区の第 3遺構面の航空写真測量を行う。高所作業車を使用して全体の完掘写真

を撮り,次に個々の遺構の写真を撮る。

6日 にS D 1301。 1304の 遺物出土状況の平面図を作成し,遺物を取り上げる。 S D 1302の 集

石の平面図を作成し,五輪塔 2点 を取り上げる。

7日 にS D 1302の 集石を取り除き,完掘写真を撮る。 S X 1302を 掘り下げる。

10～ 14日 にI-1区 S D 1302の 平面図とS D 1001の 列石立面図を作成し, S X 1301の 完掘後

に確認された S D 1303・ 1304を 完掘し,平面図を作成する。 S X 1302を 完掘し,平面図を作成

する。 I-2区において第 2遺構面までの機械掘削作業を行い,遺構検出作業を行う。

17日 にI-2区の第 2遺構面の遺構配置図を作成した後に柱穴・土坑の調査を行う。

18～ 24日 にI-2区第 2遺構面の柱穴 。滞・土坑を完掘し, S B 1201'S E 1201は 半裁し土

層図を作成した後に完掘する。全ての遺構を完掘した後に平面図を作成する。 S B 1201は 単独

に平面図を作成する。 I-2区第 2遺構面の完掘写真を撮 り,個々の遺構の写真を撮影する。

25・ 26日 にI-1区の S D 1001の 列石を取り除き,地山まで掘り下げる。調査区南壁の上層

図の下層を付け加える。 I-2区の第 3遺構面までの機械掘削作業と遺構検出作業を行う。

27・ 28日 にI-2区の第 3遺構面の柱穴・土坑・溝の調査を行う。 S D 1305は埋土に多量の

焼土・災や瓦を含む。 S D 1301を 完掘し,土層図と集石平面図を作成する。調査区北西側に検

出された第 3遺構面上層のピット群・土坑群を完掘し,平面図 。写真撮影を終える。

3月

4日 にI-2区の S D 1302の 掘り下げを行う。土層観察用の畦を2本設定し,西側の畦の土

層図を作成する。調査区北西側を掘り下げ,第 3遺構面下層の遺構を検出し,遺構配置図を作

成する。 5日 にS D 1302の 東側畦の上層図を作成し,青磁香炉の出土平面図と写真を終える。

10日 にⅡ区の調査を行う。地表から約2.50mの深さまで重機により掘り下げる。埋土は海砂

であり,湧水が激しく,調査は不可能となる。

11・ 12日 にI-2区第 3遺構面の全ての遺構を完掘する。

13日 にⅡ区の一部に鉄板を打ち込み,地表から約3.00mの深さまで掘り下げる。下層に中堀

の埋上の黒褐色シルト質極細砂が検出される。 I-2区第 3遺構面とⅡ区の航空写真測量を行

う。高所作業車を使用して全外の完掘写真を撮 り,次に個々の遺構の写真を撮る。

14日 に重複した遺構を完掘し,平面図を作成する。

2.整理作業の経過

整理作業は 2年次に分けて実施した。平成14年度末～15年度前半は出土遺物の水洗いと図面

修正と遺物の復元・選定作業を行う。平成15年度後半～16年度前半に遺物の実測を行う。平成

16年度後半に挿図を作成し,12月 中旬までに原稿の執筆を完了した。
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第 2章 地理的環境・歴史的環境

第 1節 地理的環境

瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は

西側が南から五色台へと続 く山地,東側が立石山山地によって取 り囲まれた東西20km,南北16

kmの範囲に及んでいる。また,こ の平野は,讃岐山脈から流下し,北へ流れて瀬戸内海へ注 ぐ

香東川をはじめ本津川・春日川・新川などによって形成された扇状地でもある。

さて,高松城の城下町として発展 した高松市街地は,香束川の東流路が瀬戸内海に注 ぐ河口

の中洲や砂堆上に立地している。このため,城下町は高松城築城と同時にこの中洲や砂堆を大

規模に埋め立てて形成されたと考えられている。香東川は,現在,石清尾山塊の西を直線に北

流する西流路のみだが,17世紀初頭,高松藩に招かれた西嶋八兵衛の河川改修によって一本化

されたものである。なお,17世紀の廃川直前の流路は御坊川としてその名残をとどめている。

第 2節 歴史的環境

高松市街地の下に埋没している中洲や砂堆上に初めて人の活動が認められるのは,弥生時代

後期である。高松城内南の武家屋敷跡で行われた発掘調査 (新 ヨンデンビル別館)では,ベー

スとなる砂層上面より柱穴とともに弥生土器が多 く出土し,付近に集落が存在 していた可能性

が指摘できる。この発掘調査では,平安時代前期の溝もわずかながら確認している。

この地域の土地が安定し,人が恒常的に居住できるようになるのは平安時代後期と考えられ

る。当時,こ の地域は箆原郷と呼ばれ,安楽寿院領である野原庄が高松城跡の南方に所在して

いた。野原庄は,白河院の勅使田が応徳年間頃 (11世紀末葉)に立券荘号されたものである。康

治 2年 (1143)8月 19日 の大政官符によれば野原庄の四至が条里によって表記されていること

から,土地が安定し条里地割または条里呼称がこの地まで普及していたと考えられる。

さらに時代が下ると,荘園としての機能以外にも,文安 2年 (1445)の 「兵庫北関入船納帳」

には船籍地として名前が記載されていることから,中世においては港町としての機能を有して

いたと考えられる。時代は遡るが,高松城跡西の丸地区の発掘調査では,11世紀後半～13世紀

前半の護岸施設とともに県外から搬入された土器が高い比率で出土している。さらに,西の九

地区に隣接する浜ノ町遺跡では,白磁四耳壷を埋納していた13世紀末から15世紀末の集落跡が

確認されている。

一方,高松城跡束の丸地区に目を転じると,16世紀後半以前の漁民の墓群が検出されている。

城跡より南東方向にある片原町遺跡においては,15～ 16世紀に属するL字形の大溝を検出して

おり,こ れは居館のタト側にめぐらしていた堀の一部と考えられている。

このように,高松市街地下において,古代末から中世の集落等が確認され,文献からもうか

がえるように,かつて港町が栄えていたと考えられる。この砂堆や中洲上に中世都市が立地す

る状況は,博多や草戸千軒町遺跡にも見られるように全国的な傾向であり,こ れらの都市をつ

なぐ交易が行われていたのであろう。このような時代背景のもとに,高松城がこの地に築かれ,

城下町が整備されたと考えられる。
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さて,こ の高松城および城下町を造ったのが,豊臣秀吉の家臣であった生駒親正である。豊

臣秀吉の四国征伐により,天正13年 (1585)長宗我部元親が降伏 し,讃岐国は仙石秀久・十河

存保に与えられ,その後尾藤知宣の領国となったが,天正15年 (1587)生駒親正が入封 し,讃
岐17万 6千石を領した。高松城は,生駒親正の居城として,翌天正16年から築城され,数 力年

を要 して完成された水城である。水城と呼ばれる由縁は,北の守 りを瀬戸内海にゆだねるだけ

でなく,堀 には海水が導かれているからである。また,南方には大手 (旧 太鼓門)を構え,城
の南偵1に城下町が展開する「後堅固」の城でもある。城の構造は,内堀 。中堀・タト堀 といった

三童の堀をめぐらし,内堀より内側には本丸 。ニノ丸 。三ノ丸などの曲輪を配している。本丸

は,さ らに堀によって他の曲輪と独立 してお り,本丸とニノ丸をつなぐ鞘橋 を落とすことに

よって敵の侵入を防ぐ構造となっている。本丸には,天守閣と地久櫓が設けられている。

寛永17年 (1640)御家騒動により生駒氏は出羽国矢島に転封となり,寛永19年 に代わって松

平頼重が高松城主となり,東讃岐12万石を領した。松平頼重は,城の改4分 を度々行っているが ,

寛文11年 (1671)頃の大規模な改4象では,東ノ丸を造成するとともに,月 見櫓・続櫓 。渡櫓な

どを造 り,北に設けた水手御門より直接海へ出入 りができるようにしている。その後,松平氏

は高松城主として明治維新を迎える。高松城は昭和29年 (1954)に 松平氏より高松市に譲渡さ

れ,翌年玉藻公園として市民に開放されるとともに,史跡として国指定され文化財の保護が図

られている。しかしながら,明治17年 (1884)に天守閣が取 り壊されるとともに,都市化の波

によりしだいに堀は埋め立てられ,本丸近 くまで市街化が進んでいる。
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査の概要

本遺跡の調査は,道路建設に伴う発掘調査であるため東西方向に長い調査区に設定された。

第 1章第 2節で前述したように,平成14年度の調査は国道30号線 (通称中央通)に接する東端

の部分と高松駅に面する西端の部分において実施し,東側の調査区をI区 ,西側をⅡ区と呼称

する。

I区は,高松城の中堀の内狽1,内堀の外狽1に位置しており,調査前は駐輪場であった。この

地点は寛永15～ 16年 に描かれた F生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』には「生駒隼人下屋敷」と

記載されている。1650年代前半の F高松城下図屏風』では 1頭の馬と二人の人物が描かれてい

る。享保年間の『高松城下図』と文化年間の F高松市街古図』,弘化年間の F東讃高松絵図 (弘

化年間高松城下絵図)』 では何も書かれておらず空白である。

試掘調査の結果により北東部分にコンクリート基礎が確認され調査対象外となったため, I

区の平面形は横向きの逆「L」 字形を呈する。東西方向の長さは29.50m,南北は18.00mで ある。

調査では中世から明治時代に至る3面の遣構面が検出された。第 1面では江戸～明治時代の遺

構が検出され,標高は1,20m前後である。主な遺構としては,井戸・滞・土坑・柱穴がある。遺

構は調査区全域において検出しているが,北壁の中央から東側にかけては撹乱を受けていた。

第 2面では江戸時代の掘立柱建物・井戸・溝・土坑・柱穴等の遺構を検出し,その標高は1.10

m前後である。調査区の西側ではほぼ全域に遺構を検出したが,東狽1の 北壁付近は第 1面 と同

一の撹乱を受け,南壁付近に石列を有する第 1面のS D 1001があり,遺構の検出は中央部の狭

い範囲のみである。今回報告する第 3面 は,中世から江戸時代初頭の遺構が調査区全域に分布

しており,その標高は0.80～ 1,00mである。主な遺構は井戸・溝・土坑・柱穴であり,調査区北

西部では第 3面が北方向に緩やかに低くなっており,第 3面の上位に遺構面が確認され第 3面

上層と呼称する。特筆すべき遺構としては,調査区中央を東西方向に延びるS D 1302が 挙げら

れる。この滞から「野原濱村元量壽院」と刻まれた丸瓦や梵字瓦・五輪塔などが出土し,調査

地が寺院跡であると判明した。 S D 1304で は12世紀頃の上師質土器小皿・瓦器椀等が多量に出

土した。中世段階において集落が営まれていたことがうかがえる。

Ⅱ区は,中堀の西端と推定される位置であり,中堀西側の石垣の確認を目的に調査を実施し

た。調査区の平面形は長方形を呈し,上端の東西方向の長さは10,00m,南 北13.00mである。地

表面から約0.60mま でコンクリート基礎があり,その下に明治時代に埋め立てられた海砂が約

1.50mあ る。その下は中堀の埋土であり,地表面から約2.70mま で掘 り下げた。調査において

西側の石垣は検出されなかった。

第 2節 基本土層 (第 6図 )

調査区の北壁の一部と西壁・南壁の土層図を作成したが,西壁の南端と南壁の西端は第 1面

の S X 1003,南 壁の中央から東端は第 1面のS D 1001が深 く掘 り込まれており,良好な堆積状

態を示すのは北壁 と西壁 。南壁の一部である。
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SP1383

第 8図 第 3面上層遺構配置図 (S:1/100)

N

306

S83
SP13“

◎

SP1345
鯉 型

③

SP1385 sP1372

熙帥翻

地表面から約0.60mの深さまで花筒土 (第 1層)で埋め立てられ,その直下に昭和20年 7月

4日 の高松空襲による焼土・炭を多量に含む黒褐色シルト質細砂 (第 2層)が最大0,40m堆積

している。

第 3～ 6層 は明治時代から第 2次世界大戦までの埋め立てである。

第 7'8層の灰白色シルト質細砂の上面は第 1面の確認面である。第 8層は最大0.20mの厚

さでほぼ水平な堆積をなしている。第 7層は薄く,部分的に確認した。

第13層 の褐灰色シルト質極細砂～細砂の上面は第 2面の確認面である。厚さは0.20mで あり,

北西方向に若千低くなっている。西壁の上層図では撹乱により第14層以上が削平されているが,

調査区内では撹乱が浅く,第 1・ 2面の遺構が検出されている。

第16層 の浅黄色細砂の上面は第 3面上層の確認面であり,調査区の北西隅のみに堆積し,北

西方向に若千低くなっている。第17層 の淡黄色細砂の上面は第 3層の確認面である。上層と同

様に北西方向に低くなっている。

第18～ 25層 は,遺構の埋土である。 S D 1001と S X 1003の 土層は第 2冊において報告する。

-13-



第 3節 遺構 。遺物

1.溝
S D1301(第 9～ 11図 )

調査区南側において検出したほぼ直線的に延びる滞であり,東側は S E 1002に ,西側はSE
1201に切 られている。検出面のレベルは標高0.80～ 1.00mで ある。検出した溝の全長は15。80m,

幅は0.65～1.40m,深 さは0.34～0.50mを 測る。溝の方位はN-90° ―Eである。溝西端付近の

断面は傾斜の強いU字形をなすが,中央から東側は緩やかな傾斜の船底形を呈し,底面のレベ

ルは西から東方向に若干低 くなっている。埋土は,炭を僅かに含む黒褐色シル ト質極細砂が厚

く堆積 し,底面近 くに灰黄色細砂と灰白色細砂が薄 く堆積 していた。埋土は自然堆積である。

溝の中央から西端部にかけては拳大～人頭大の礫が多量に充填されていた。

遺物は,土師質土器小皿 (1～25),同杯 (26～ 32),同椀 (33～ 36・ 55・ 56),須恵器小皿

(37),瓦器小皿 (38・ 39),同椀 (40～ 54・ 57～ 59),白磁碗 (60。 61),備前焼橋鉢 (62～ 67),

土師質土器甕 (68),須恵器壺 (69),瓦 質土器捏ね鉢 (70),土師質土器甕 (71),陶 器奏 (72・

73),土師質土器足釜 (74),平瓦 (75),鉄斧 (76)である。

1～ 10は器高の低い小皿で,1。 2・ 4・ 5'8～ 10は平底から急激に立ち上がり,3・ 6・

7はやや緩やかな立ち上が りである。体部の調整は回転ナデである。底部は,1・ 4・ 6・ 8・

9が回転ヘラ切 り後にナデであり,3は回転ヘラ切 り後に板目・回転ヘラナデが施される。 5・

10は 回転ヘラケズリ,7は板 目後に回転ヘラケズリ,21よ ナデである。

11～ 20は 口径 8～ 10cm,底径 4～10cm,器高1.4～ 2 cmの小皿であり,やや緩やかに立ち上が

る。15の 口縁端部は面取 りされる。11・ 12・ 15・ 16の底部はナデ,13は 回転ヘラ切 り,14・ 18

は回転ヘラ切 り後に中央を板 目,周縁を回転ヘラナデが施される。17・ 19は 回転ヘラ切 り後に

ヘラナデ,20は回転ヘラ切 り後にナデが施される。

21～25は底部であり,21の底部は回転ヘラ切 り後に中央を板目,周縁を回転ヘラナデが施さ

れ,22は回転糸切 り,23・ 25は 回転ヘラ切 り後にナデが施される。24はハケである。

26～ 32は直線的な外部の杯であり,30の底部は回転ヘラ切 り後に中央を板目,周縁を回転へ

ラナデが施される。33～ 36の 口縁部は若干外反する。

37は 内面にヘラミガキ,底部外面に指頭圧痕が施される。38はヘラミガキ,底部外面に指頭

圧痕後にナデが施され,内面にヘラによる線刻がある。39は 内面にヘラミガキ,底部外面に指

頭圧痕が施される。

40・ 47は内面にヘラミガキが施され,42～ 46・ 48～ 54はタト面に指頭圧痕とヘラミガキ,内面

にていねいなヘラミガキが施される。57～ 59は低い高台を有し,体部外面に指頭圧痕,内面に

ヘラミガキが施される。

60は玉縁状口縁部の白磁碗である。

62～ 67は備前焼の悟鉢である。62～65の 口縁部は上下に若干拡張し,64・ 65は片口を有する。

内タト面は回転ナデが施される。66の外面はナデ・ヘラケズリ,67は ヘラナデが施される。

69は直立する口縁部の壼で,口縁端部はわずかに玉縁状を呈する。

70は 直線的に口縁部に至 り,外面は指頭圧痕・ナデが施される。

72・ 73は平底で,外面にハケとヘラケズリ,内面にヘラナデ・ナデが施される。

75は 凹面端部を面取 りし,ヘ ラナデが施される。

-14-
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2.灰黄色綱砂
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S D1302 (第 12～ 20図 )

調査区中央において検出した溝であり,中央より東狽Iで は近代の撹乱により上部が削平され

ている。検出面のレベルは標高0,90m前 後である。溝は直線的で東西方向に延びてお り,その

方向はN-90° 一Eである。検出した溝の全長は約28.80m,幅 は1.60～ 2.25mを 測る。検出面か

ら最深部までの深さは約0.60mで あり,底面のレベルは比高差約0.20mで東方向に低 くなって

いる。掘 り込みは緩やかな傾斜であり,断面は船底形を呈する。溝の中央付近に隅丸方形を呈

する落ち込みを 3ケ 所検出した。その長軸は1.40～ 2.00m,短軸は1.40mを 測 り,溝底面からの

深さは約0.40mで ある。落ち込みの埋土は灰白色粗砂である。溝の東側には拳大～人頭大の石

を集中して検出した。その中に火を受けた状態の石が数個含まれ,集石の東端に五輪塔 (第 20

図207・ 208)が出土した。さらに,集石直下の溝底面に全長10.20mを 測る小規模な落ち込みを

検出した。幅は0,30～0.40m,深さは0。 10～ 0。25mを測る。埋土は 6層 に分層でき,自 然堆積を

なす。埋上の第 2層褐灰色シル ト質細砂には焼土と炭が若干含まれていた。

遺物の出土は多量であり,特に注目すべき遺物として「野原濱村元量壽院」と刻まれた丸瓦

と梵字瓦,ほ ぼ完形の青磁香炉が挙げられる。その結果,調査地が寺院跡であることが判明し

た。無量壽院の寺記によれば,天文年間に今の高松城の地に寺を移転したが,天正年間に高松

城を築城の際に西へ移転したとされていた。

遺物は,土師質土器小皿 (77～ 88),同杯 (89～ 109),同 鉢 (110～ 116),同椀 (117～ 121),

瓦器椀 (122～ 125),青磁碗 (126・ 127),同香炉 (128),白 磁碗 (129～ 133・ 135),同皿 (134),

磁器碗 (136・ 137),同皿 (138),土師質土器橋鉢 (139),備前焼悟鉢 (140。 141),土師質土

器鍋 (142～ 147),同足釜 (148～155),備 前焼壷 (156),瓦質土器壺 (157),土 師質土器奏

(158～ 162・ 168),備前焼奏 (163・ 164),須恵器甕 (165～ 167・ 169),土師質土器鉢 (170),

須恵器高杯 (171),土師質土器イイダコ壷 (172),土製円盤 (173～ 179),砥石 (180),土錘

(181～ 187),丸瓦 (188～ 195),平瓦 (196～ 203),鬼瓦 (204～206),五輪塔 (207・ 208)で

ある。

77～81は非常に体部の短い形態の小皿であり,77の底部はナデ,78・ 80の底部は回転ヘラケ

ズリ,79・ 81は 回転ヘラ切 りが施される。82～88は前者より体部が長い小皿であり,底部から

やや緩やかに立ち上がる。85の底部は回転ヘラ切 り,86は 回転ヘラ切 りの後に中央部を板 日,

周縁部にナデが施される。

89～98は 口径10～ 1lcmを 測 り,回転ナデが施される。92'96の底部は回転ヘラ切 り,93・ 95

はナデ,94は静止板ナデが施される。99～ 101は 口径12～ 14cmを 測 り,99・ 101は 回転ナデ,100

は回転指ナデが施される。102～ 109は 底部であり,103は板 日,104は 回転ヘラケズリ,105・

108・ 109は 回転ヘラ切 り,106は中央部に板 目,周縁部にヘラナデが施される。1071ま 回転ヘラ

切 り後に板 目が施される。

110～ 116は 口縁部の外反する器形と内湾する器形がある。110の外面には墨書が見 られる。

112は 内外面に回転ナデが施され,内面に煤が付着している。113の底部は静止糸切 り,1141よ 内

外面にナデが施される。115の底部は浅いハケが施される。

117は体部と口縁部の境に若干の稜を有し,外面は指頭圧痕。ナデ,内面はヘラミガキが施さ

れる。118は 内湾気味の器形で,外面は回転ナデ,内面はヘラミガキが施される。119～ 121は 短

く断面方形の高台を有する。

122・ 123は外面に指頭圧痕,内面にヘラミガキが施される。124・ 125は外面に指頭圧痕の後

-18-
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にヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。123'124の 口径は14cm前後,1251ま 18cmである。

126は青磁碗の体部下半部,127は青磁碗の口縁部である。128は 3個ある脚の 1個 を欠損す

るがほぼ完形の中国産の筒形香炉であり,漆による補修が施されている。脚は形骸化しており,

高台より短くなっている。底部畳付は露胎である。

129～ 132は 玉縁の白磁碗であり,132は体部下半分を露胎にしている。口径14cmを 測る小形

の碗と口径18～ 20clllの大形の碗がある。133の 回縁部はわずかに外反する。134の底部は静止ヘ

ラケズリが施される。135は短く太い高台を有し,底面は回転糸切 り後に周縁に回転ヘラケズ

リが施される。

136は わずかに外反する口縁端部で,灰白色の釉がかかる。137は褐灰色の釉のかかる碗であ

る。138は 体部下半が露胎である。

139は 口縁端部が大きく内湾し,外面にわずかな指頭圧痕が見られ,内面には横方向に幅広い

ハケが施される。 6条 1単位の橋目がある。140は悟鉢の口縁部であり,上下に若干拡張する。

141は悟鉢の底部付近であり,8本 1単位の橋目が放射状に引かれている。

142～ 145は ほぼ同形態の鍋であり,146を除いて口縁端部は断面方形を呈する。142・ 144。 146

の外面は指頭圧痕が施され,144の口縁部内面は横方向のハケが施される。

148～ 153は足釜の口縁部であり,内傾する口縁部の外面に鍔が付 く。148は 口縁端部の近く

に低い鍔が付くが,149～ 153は しっかりした鍔が付き,鍔からの立ち上がりがやや長い。149・

150。 153の外面はハケ,150'151・ 153の 内面はハケが施される。154は長い脚,155は短い脚で

あり,板ナデが施される。胴部内面は横方向のハケである。

156は口縁部がやや外反気味に直立し,口縁端部が少しタト側に拡張する。内外面ともに回転

ナデが施され,外面に自然釉がかかる。

157は 瓦質土器であり,外面に成形痕が明瞭に残り,内面に指頭圧痕・ナデが施される。

158・ 1591よ 「く」の字状に外反する甕で,1581ま胴部外面にヘラナデ。指頭圧痕,内面に横方

向のヘラナデが施される。159の 口縁端部はわずかに上に拡張する。160。 161は緩やかに外反す

る口縁部を有し,160の内面は深いハケが施される。161の外面は強い板ナデ,内面は横方向の

ハケが施される。162は大形の奏である。

163・ 164は備前焼の甕で,1631ま折り返し口縁部である。

165の 外面は格子状タタキ,166は平行タタキが施される。167は外面に浅い沈線を2本廻ら

し,内面には成形痕が明瞭に残る。168。 1691よ平底である。

170は やや大形の鉢であり,口縁部と答部の境にわずかな稜を持ち,日縁部は直立する。内外

面ともに成形痕が残る。

171は 高杯の脚部であり,方形の透かしの一部が残存する。内外面は回転ナデが施され,内面

上部に絞り目が残る。

172は イイダコ壺の口縁部であり,外面に指頭圧痕が施される。

173は 瓦を不整な円形に加工した円盤であり,直径12cmを 測る。176も 瓦製であり,布 目が施

される。174・ 175。 177～ 179は土器転用の円盤であり,ヘ ラナデが施される。174～ 178の直径

は 7～ 5 cm,1791よ 3.3cmで ある。

180は 粘板岩の砥石の破片で,2面 を使用している。

181～ 186は狽1面に溝を有する土錘である。186は全長6.7cmでやや小形であるが,その他は全

長8.6～ 9.9cm,重 さ210～ 429gを測る。187は 中央に子しを有する土錘で,全長8.4cm,直径5。8cm,

-22-
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重さ290。 9を測る。

188は広端面を欠損する丸瓦であり,凸面に「野原濱村元量壽院 天 (文 ?)(以下欠損)九

月 (以下欠損)」 の文字が刻まれている。凸面の調整は長軸方向に丁寧なナデが施され,凹面は

細かな布目と幅 2 cmの粘土紐の痕跡が残存する。凹面内面には強くループ状に垂らす吊り紐痕

が明瞭に見られる。四面玉縁部は連続した面取りとなっている。凸面玉縁部と連結面の調整は

板ナデが施される。凹面に斜め方向の緩弧線が残存し,粘土板の切断方法はコビキAである。

189は瓦当に巴文がみられる軒丸瓦であり,瓦当の下半を欠損する。外縁幅は広く,高 さは低

い。巴頭部は丸みを持ち,僅かにくびれを有し,尾はやや短い。凸面の調整は丁寧なナデが施

156

く158 163

1弱

60

―
L影

169

166

1 0cm

172
171

第15図  S D1302出土遺物実測図 (3)(S:1/4)

-24-



され,凹面は細かな布目と幅 2 cmの粘土組の痕跡が残存する。

190は 玉縁の一部を欠損するがほぼ完形の軒丸瓦である。巴頭部は丸みを持ち, くびれを有

し,尾はやや短い。珠文の間隔は広く,外縁幅は広く低い。凹面の玉縁連結部分に仕切 りが設

けられている。凸面の調整は長軸方向に丁寧なナデが施され,凹面は細かな布目と幅 2 cmの粘

土組の痕跡が残存する。192・ 193は 巴文の軒丸瓦であり,尾は短く,珠文の間隔は広い。

191は梵字文の軒丸瓦である。外縁幅は広 く,その高さは低い。珠文の間隔は広く,内側に非

常に細い界線が廻る。内区に阿弥陀如来 (無量寿如来)を意味する梵字がある。
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第16図  S D1302出 土遺物実測図 (4)(S:1/4)
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194・ 195は丸瓦の破片であり,淡赤橙色を呈する。凸面はナデ,凹面には布目・内叩き痕が

残存する。粘土板の切断方法はコビキAである。

196～ 202は 波状文軒平瓦である。タト縁の幅はやや広 くなり,左右タト縁幅は特に広 くなる。界

線は無 く,波状は「重波文的波状文」であり,波の級は 3～ 5本である。顎裏面の調整は横方

向のナデが施される。196・ 1971よ 瓦当上縁を幅広 く面取りし,顎後縁に狭い面取 りが行われる。

粥
且
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勉
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沈
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第17図  S D1302出 土遺物実測図
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197は 顎部に圧痕が残存する。198は顎後縁に幅 5 Hlmの 面取 りが行われ,凸面に横方向の板ナデ

が施される。凹面には幅 2 cmのヘラナデが横方向に施される。1991よ 瓦当上縁を幅広 く面取 り

し,顎後縁に狭い面取 りが行われる。2001よ 瓦当上縁を幅 241mの面取 りをし,顎後縁の依存状態

が悪いがやや幅の広い面取 りの痕跡が残る。201は 瓦当周縁の面取 りは行われていないが,瓦

当上縁には凹面に対して幅1,7c皿 の非常に緩やかな傾斜がある。2021よ 瓦当上縁に幅 2 malの 面取

り,顎後縁に幅 5 nlmの 面取 りがある。

203は 平瓦であり,色調はにぶい橙色を呈する。凸面に斜め方向の緩弧線が残存する。凹面

狭端側端・側面・狭端面はナデが施される。

204～ 206は鬼瓦の破片である。204は 天空を晩みつける日と角の部分であり,205は 日,206は

角の一部である。

207は 五輪塔の空輪・風輪で,石材は角礫凝灰岩である。空輪の直径は15,4cm,高 さ11.5cmを

測 り,風輪の直径は16。lcm,高 さ10,9cmを 測る。遺存状態は良く,原形を保っている。208は五

輪塔の水輪であり,石材は角礫凝灰岩である。直径は22cm,高 さは15,3cmを 測る。表面の風化

が著 しい。

⑨

‐
第19図  S D1302出 土遺物実測図 (7)(S:1/4)
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S D1303 (第 21・ 22図 )

調査区南壁中央から南東隅にかけて検出した溝であり, S D 1001。 S E 1001・ S X 1001・ S

K1209に 切 られ, S D 1301・ S X 1301を 切っている。確認面のレベルは標高0.80m前後である。

溝の方向はN-77° ―Eであるが,S D 1301よ り南側はやや方向を変える。検出した全長は

11.90mを測 り,上場の最大幅は溝の中央付近にあり1.40mで ある。溝の東側は近代の撹乱によ

り上部を削平されている。確認面からの深さは溝の中央で0.46m,西端で0。24m,東端で0.20m

を測る。底面のレベルはほぼ平坦であり,標高0.45m前 後である。溝は段を有する掘 り込みで

あり,上部は非常に緩やかであるが中央で急傾斜に落ち込む。埋土は灰白色シル ト質細砂 +灰

白色細砂の単一層である。

遺物は,土師質土器小皿 (209・ 210),同杯 (211～ 217),瓦器小皿 (218),同 椀 (219～ 221),

土師質土器羽釜 (222),同足金 (223・ 226),同鍋 (224),須恵器甕 (225)である。

209。 210は器高の低い小皿であり,内外面ともに摩滅しており調整は不明である。

211は口径10.4cm,底 径7.Ocm,器高2.9cmを 測る。内外面の調整は回転ナデであり,底部は回転

ヘラ切 り後にナデが施される。212は 口径10.Ocm,底径6.Ocm,器 高2.9cmを 測る。底部はやや上

0           1 0cm

S D1302出土遺物実測図 (8)(S:1/4)第20図
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げ底気味である。体部外面に成形痕が残存する。内外面の調整は回転ナデが施され,底部は中

央に板 日,周縁にナデが施される。213・ 2151ま 直線的な体部で,回転ナデが施される。214は 内

湾気味の合部である。216は体部の立ち上が りの緩やかな器形で,器高は低い。内外面の調整

は回転ナデが施される。217の 底部は回転ヘラ切 り後にヘラナデ 。指ナデが施される。

218は口径9,8cm,器 高2.3cmを測 り,体部外面の調整は指頭圧痕・ナデ,内面はヘラミガキ・

ナデが施される。

219は椀の口縁部であり,体部外面の調整は指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面はナデ後にヘラ

ミガキが施される。220・ 2211ま 底部である。2201よ外面に回転ナデ,内面にナデが施される。

221は低い高台を有し,内面にナデの後にヘラミガキが施される。

222は短 く直立する口縁部と水平に太 く伸びる鍔部であり,口縁端部と鍔端部に平坦面を有

する。口縁部と鍔部の外面はヨコナデ,胴部外面は縦方向のハケ,内面は横方向のナデが施さ

,生 る。

223は内傾する口縁部に短い鍔を有する。日縁部外面はヨコナデ,胴部外面は指頭圧痕・ナデ,

内面はヘラナデが施される。226は 脚であり,ナデ・指頭圧痕が施される。

224の 口縁部は胴部から緩やかに外反する。口縁端部はヨコナデ,口縁部内面は横方向の深

いハケが施され,胴部外面は指頭圧痕・ヘラナデ,内面は板ナデが施される。

225は平底で,外面は指ナデ,内面ヘラナデ,底部は回転糸切 り後にヘラケズリが施される。

S D1304 (第 23～ 29図 )

調査区の南側中央において検出した溝であり,南側の調査区外に延びている。この溝はSD

1001, S D 1301・ 1302, S E 1301に 切 られている。確認面のレベルは標高1.00mである。溝の

方向はN-45° ―Eを示す。検出した溝の全長は約11.80mであり,北端の幅は0.60mを 測るが ,

南端では幅広 くなっている。確認面からの深さは,南端部で0。25mを測 り,底面のレベルはほ

ぼ平坦である。滞の断面はU字形を呈する。埋土は黒褐色シル ト質極細砂の単一層であり,わ

ずかに木炭粒子を含んでいる。遺物の出土は溝の南端部に集中していた。

遺物は,土師質土器小皿 (227～277),瓦 器小皿 (278～284),土師質土器杯 (285～ 292),同

椀 (293～301),瓦器椀 (302～342),白 磁碗 (343・ 344・ 346～348),青磁碗 (345),須恵器高

杯 (349),土師質土器鍋 (350),同甕 (351),土錘 (352・ 353),軒平瓦 (354),カ マ ド (355。

356)である。

227～ 2691よ平底と体部の境が明瞭で器高の低い器形を呈し,270～ 277は底部から緩やかな傾

斜で外部に至る器形である。227の底部は静止ヘラケズリの後に回転ヘラケズリが施される。

228は内外面に回転ナデ後に指ナデ,底部はナデが施される。229は厚い底部で,口縁部にわず

かな煤が付着する。230・ 234は 直線的な体部で,底部はナデが施される。231は非常に低い器高

の小皿で,上げ底気味の底部はナデが施される。232・ 233は 底部に回転ヘラケズリが施され ,

233は薄い器厚である。235は 厚い底部にナデが施される。2361よ やや不整形な器形であり,底

部は回転ヘラ切 り後に中央に板目,周縁に回転ヘラナデが施される。237～ 239は底部内面に指

ナデが施される。237'238の 底部は中央に板目,周縁に回転ヘラケズリが施され,239は回転ヘ

ラ切 り後に中央に板 目が施される。240の底部は板目の後に周縁に回転ヘラケズリを施す。241

は厚い器厚で,底部はナデが施される。242・ 243は底部と体部の境が若干不明瞭で,底部はナ

デが施される。244は厚い器壁で,底部は回転ヘラ切 りが施される。245～ 251は外反気味の体
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第23図  S D1304平 面図 (S:1/80)
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部である。245の 底部は回転ヘラ切 り後に中央に板日,周縁に回転ヘラケズリが施され,247は

回転ヘラケズリ,249は 中央に板 日,周縁に回転ヘラケズリが施される。2501ま厚い底部で,不

整形な器形である。内面は回転ナデ後に指ナデ,底部は回転ヘラ切 り後に板 目が施される。

251の 底部は回転糸切 り後に中央に板目,周縁にナデが施される。252～ 254・ 256は回転ヘラ切

りが施され,253の 口縁部には煤が付着している。255の底部は中央に板 日,周縁に回転ヘラケ

ズリが施される。257は 回転ヘラ切 り後に回転ヘラケズリ,2581よ 回転糸切 り,2591よ 回転ヘラケ

ズリが施される。260・ 2621ま 回転ヘラ切 り後に板目,261・ 263は 回転ヘラ切 り後に中央に板 日,

周縁に回転ヘラケズリが施される。264の底部は厚 く,回転ヘラケズリが施され,265は 回転ヘ

ラケズリ・ナデが施される。266の体部は長 く,底部は回転ヘラケズリが施される。267は 回転

ヘラ切 り後にナデ,268は 回転ヘラケズリ,2691ま回転ヘラ切 り後に中央に板 目,周縁に回転へ

ラケズリが施される。270'271は 不整形な器形で,答部外面は指頭圧痕とヘラナデ,内面は回

転ナデ後にヘラミガキが施される。272・ 273の 底面は回転ヘラ切 り後にナデが施される。274の

徐部外面は指頭圧痕とヘラナデが施される。275は 中央に板 目,周縁に回転ヘラケズリが施さ

れる。277は 回転ヘラ切 りが施される。

278～ 284は体部と口縁部の境に稜を有する器形である。278の 口縁部。体部内面はヘラミガキ,

体部外面は指頭圧痕が施される。279。 281～ 284の 口縁部外面は回転ナデ,体部外面は指頭圧痕

とナデ,内面はヘラミガキが施される。280の 口縁部は回転ナデ,体部外面は静止ヘラケズリ・

ナデ,内面はヘラミガキが施される。

285～ 287は 内湾気味の体部で,286は 内外面に成形痕が残存し,底部は板目。ヘラナデが施さ

れる。287の 底部は中央に板 日,周縁に回転ヘラナデが施される。288～ 290は 体部の立ち上が

りが緩やかで,289の底部は回転ヘラ切 り後に中央に板 日,周縁に回転ヘラナデが施される。

291の底部は回転ヘラ切 り後にナデが施される。2921よ外面回転ナデ,内面ナデである。

293～ 295は 若千外反する口縁部を有 し,293の体部はナデが施される。296～ 301は 底部であ

り,296・ 300・ 301の 内面はナデ・ヘラミガキが施される。297の底部中央は回転ヘラ切 り後に

回転ヘラナデが施される。301は黒色土器A類で,底部は回転ヘラケズリが施される。

302～ 342は外面に指頭圧痕・ヘラミガキ,内面にヘラミガキを施す和泉型の瓦器椀であり,

外面にわずかな段を持つ器形と持たない器形がある。高台は低 く断面三角形である。302は 口

縁部に回転ナデ後にヘラミガキ,答部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面はヘラミガキが

施される。303は 口縁部・底部に回転ナデ,体部外面に指頭圧痕の後にヘラナデ,内面にヘラミ

ガキが施される。304の 口縁部外面は回転ナデ後にヘラミガキ,内面は回転ナデ,答部外面は指

頭圧痕の後にヘラミガキ,内面はヘラミガキが施される。305は 口縁部外面に回転ナデ後にわ

ずかなヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕,内面に隙間の広いヘラミガキが施される。306・ 308・

309・ 311・ 312は 口縁部外面に回転ナデ後にわずかなヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕後にヘラ

ミガキ,内面に隙間の広いヘラミガキが施される。307は不整形な器形で,体部外面は指頭圧痕

後にヘラミガキ,内面はまばらなヘラミガキが施される。見込みに格子状の暗文が見られる。

310は 口縁部に回転ナデ,体部外面に指頭圧痕後に若干ヘラミガキ,内面に隙間の広いヘラミガ

キが施される。見込みに斜格子状の暗文が見 られる。313の 口縁部外面は回転ナデ後にヘラミ

ガキ,体部外面はわずかな指頭圧痕後にヘラミガキ,内面は細かなヘラミガキが施される。314
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は断面四角形の高台を有 し,体部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面はヘラミガキが施さ

れる。315。 3161ま 口縁部外面に回転ナデ後にヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕後にヘラミガキ,

内面にヘラミガキが施される。317は 口縁部に回転ナデ後に丁寧なヘラミガキ,体部外面に指

頭圧痕 とヘラミガキを交互に施 し,内面にヘラミガキが施される。318は 口縁部に回転ナデ後

にわずかなヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕とヘラミガキを交互に施し,内面に隙間の広いへ

ラミガキが施される。3191ま 口縁部に回転ナデ後に丁寧なヘラミガキ,体部外面は下半に指頭

圧痕と上半にヘラミガキを施し,内面にヘラミガキが施される。320～ 322は 口縁部に回転ナデ

後にヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕後にヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。323は 口

縁部に回転ナデ後にヘラミガキ,体部外面は下半に指頭圧痕と上半にヘラミガキを施し,内面

に丁寧なヘラミガキが施される。324は 口縁部に回転ナデ後にヘラミガキ,体部外面に指頭圧

痕後にわずかなヘラミガキ,内面に丁寧なヘラミガキが施される。325の 口縁部は回転ナデ,体

部外面は指頭圧痕とヘラミガキを交互に施し,内面にヘラミガキがわずかに施される。326の

口縁部と体部外面はわずかなヘラミガキ,体部外面はヘラミガキが施される。327は 口縁部に

回転ナデ後に若干のヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕の後に若干のヘラミガキ,内面に隙間の

広いヘラミガキが施される。328・ 329は 口縁部に回転ナデ後にヘラミガキ,体部外面にわずか

な指頭圧痕後にヘラミガキ,内面に丁寧なヘラミガキが施される。330。 331・ 333は体部外面に

わずかな指頭圧痕とヘラミガキ,内面に隙間の広いヘラミガキが施される。332は 口縁部に回

転ナデ後にヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕とヘラミガキを交互に施し,内面に丁寧なヘラミ

ガキが施される。334～ 337は低 く断面三角形の高台,338～ 341は低く端部に面のある高台を有

する。334の 見込みには斜格子状の暗文が施される。335。 337・ 339。 340は体部外面に指頭圧痕 ,

内面にヘラミガキが施される。336・ 338・ 342の 内面は隙間の広いヘラミガキが施される。341

は体部外面に指頭圧痕の後に若千のヘラミガキ,内面に隙間の広いヘラミガキが施される。

343の口縁部は外反し,344は内湾する。346・ 347は 直線的な体部に玉縁状の口縁部を有する。

体部の下半は露胎となっている。3481ま しっかりした高台を有し,体部外面は回転ヘラケズリ

が施される。
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(2)(S:1/4)第26図  S D1304出 土遺物実測図
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345は碗の下半部である。

349は 須恵器の高杯の脚部であり,内タト面ともに回転ナデが施される。

350は 口縁端部に面を有し,胴部は内傾する。口縁部はヨコナデ,胴部はナデが施される。

351の 胴部は直立する。口縁端部はヨコナデ,口縁部 。胴部外面は指頭圧痕とナデが施され,

内面はヘラナデが施される。

352は側面に溝を有する形態の上錘であり,重さは356.7gを測る。3531ま 中央に孔を有する形

態の上錘であり,重さは42,7gを 測る。

354は瓦当に梵字のある軒平瓦で,顎裏面の調整はヨコナデである。梵字は胎蔵界五仏を表

し,大 日如来・開敷華王・天鼓雷音を意味する 3文字が残存する。

~336 0
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第28図  S D1304出 土遺物実測図 (4)(S:1/4)
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0           1 0cm

355'356は カマ ドの破片である。3551ま 縦方向と横方向のハケが施され,356は カマ ドの上部

であり,外面に粗いハケ,内面上部に横方向の粗いハケが施される。外面と内面下半には煤が

付着 している。

S D1305 (第 30～ 32図 )

調査区西側中央において検出した溝であ り, S D 1302の 上位に位置する。溝の東端はSK

1304と 近代の撹乱に切 られ,西側は調査区外に延びている。検出面のレベルは標高1.00m前後

である。溝の方位は東西方向をなしN-95° 一Eを示す。検出した溝の全長は約4,90m,幅は

■80mを測 り,検出面からの深さは0.33mを 測る。底面のレベルはほぼ平坦である。断面は船

底形を呈し,北側の掘 り込みは非常に緩やかな傾斜であるが,南側はやや急傾斜の掘 り込みで

ある。埋土は 4層 に分層でき,北狽1か ら流れ込んだような堆積状態をなしている。埋土の大部

分を占める第 1～ 3層 は焼土粒子・災 。焼土ブロックを含み,特に第 3層 は炭と瓦を多量に含

んでいる。

遺物は,土師質土器小皿 (357～362),同杯 (363～367),瓦器椀 (368・ 369),青磁碗 (370

～372),磁器碗 (373),陶器壺 (374),土 師質土器足金 (375),同鍋 (376),軒丸瓦 (377・

378),丸瓦 (379～381),文字瓦 (382),梵字瓦 (383),軒平瓦 (384),道具瓦 (385～ 387),

土錘 (388),ス ラグ (389)である。

357～ 3591よ 口径 8 cm未満の小皿である。357の底部は回転ヘラケズリ・ナデが施され,358は

回転ヘラ切 りの後に回転ヘラケズリ,3591ま回転ヘラケズリが施される。

360～ 3621ま 口径10.5cm前 後を測る小皿であり,体部は直線的でやや長い。362の底部は回転糸

切 りである。

363～365は 口径12～ 13cmを 測る杯である。363。 365は 回転ナデ,364は 口縁部と体部内面に回

転ナデ,体部外面にナデが施される。

第29図  S D1304出土遺物実測図 (5)(S:1/4)
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1.黒褐色ンル ト質極細砂

(10YR3/1 焼土・炭を含む)

2.淡黄色シル ト

(5Y8/3 焼土粒・焼土ブロックを含む)

3.晴灰黄色シル ト質細砂

(2.5Y4/1 炭・瓦を多量に含む)

4.晴灰黄色ンル ト質細砂

(25Y4/1)
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第31図  S D1305出 土遺物実測図 (1)(S:1/4)

第30図  S D1305平 。断面図 (S:1/4)
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366の底部は回転ヘラ切 りの後にナデが施される。367の底部は回転糸切 りの後に回転ヘラナ

デ,底部内面中央にヘラナデが施される。

368。 369は 口縁部に回転ナデ後にヘラミガキ,外部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面

に隙間の大きなヘラミガキが施される。

370の 口縁部は外反し,内面に雷文をめぐらす。371は厚い底部に高台が付き,畳付と底面は

露胎である。3721よ 高い高台が付 き,見込みに蛇の目釉ハギがある。

374は 球形の胴部に非常に短い口縁部が付 く。内外面は回転ナデが施され,内面は無釉であ

る。

377は珠文の一部が残存する軒丸瓦であり,珠文の間隔は広い。凸面は長軸方向のヘラナデ

が施され,凹面は細かな布目と幅 2 cmの粘土紐の痕跡が残存する。378は 瓦当面の破片であり,

外縁幅は広 く,巴文の尾はやや長い。379・ 380は丸瓦部の破片,381は玉縁付近の丸瓦部であり,

凸面はヘラナデ,凹面は布目が残存する。380の 凹面にはループ状に垂らした吊り組痕がみら

れる。3821ま 丸瓦の玉縁であり,凸面に「天王□」の文字が刻まれている。383は丸瓦の玉縁付

近であり,丸瓦部凸面に不動明王を意味する梵字が亥Jま れている。

384は「重波文的波状文」の軒平瓦であり,タト縁の幅はやや広 くなり,左外縁幅は特に広 くな

る。顎後縁に狭い面取 りが行われる。凹面は長軸方向のヘラナデ,凸面の顎裏面接合部は板ナ

デが明瞭に残る。

385は両面共にナデが施され,386は球形である。387は方形を呈し,「 し」の字状に浅い溝が

あり,簿の可能性がある。

388は側面に溝を有する土錘である。

S D1306 (第 33図 )

調査区北西隅において検出した溝であり, S D 1307の 西側で並行に延びている。溝の南側は

近代の撹乱に切 られ, S K 1323を 切っている。検出面のレベルは標高0.72mで ある。溝の方向

は南北方向をなしN-0° 一Eを示す。検出した溝の全長は1.20m,幅は0.50m,検 出面からの

深さは0.10mを測る。底面のレベルは平坦である。断面は浅い船底状を呈する。埋土は暗灰黄

色シル ト質細砂の単一層である。

遺物は土師質土器の小皿・鍋の小片数点のみであり,図化できる遺物はない。

1 晴灰黄色シル ト質細砂

(25Y5/2)

0      1m

第33図  S D1306。 1307平・断面図 (S:1/40)

-41-



S D1307 (第 33図 )

調査区北西隅において検出した溝であり, S D 1306の東側で並行に延びている。溝の南側は

近代の撹乱を受け, S K 1323を 切っている。検出面のレベルは標高0,72mで ある。溝の方向は

南北方向をなしN-0° ―Eを示す。検出した溝の全長は1.50m,幅 は0.40m,検出面からの深

さは0.06mを 測る。底面のレベルは平坦である。断面は浅い船底状を呈する。埋土は暗灰黄色

シル ト質細砂の単一層である。

遺物は土師質土器の小皿・杯・鍋の小片数点のみであり,図化できる遺物はない。

2.井戸

S E1301 (第 34～ 36図 )

調査区中央やや南寄 りにおいて検出した井戸であり, S D 1302と S D l101の 中間の位置であ

る。本遺構は S D 1301・ 1303・ 1304と 重複している。

検出面のレベルは標高0.85m前 後である。上端の平面形は西側に細 く突き出る不整な円形を

呈し,南北方向の直径は2.05m,東西は2.20mを 測る。検出面から最深部までの深さは1.25mで

ある。掘 り込みは急傾斜であるが,西側はやや緩やかになっており段を持っている。井戸の底

面には 1段ないし2段の石組が残存 し,その下に曲物 1段の井筒を検出した。井筒の直径は東

西0.44m,南北0.38mを沢1り ,南方からの土圧によって内側に変形している。曲物は幅0.28mを

測る 3枚の板を曲げて作られており,内側に数枚の板を立てている。埋土は 9層 に分層でき,

上位の第 1層 は焼土と炭を多量に含み,第 3・ 4層 は焼土と災を含んでいる。最下層の第 8・

9層 は黒褐色シル ト質極細砂であり,上層の上と異なっている。石組の残存状態から考えると,

第 1～ 7層 は埋め戻された上である。

遺物の大部分は上層より出土しており,井筒内の出土はほとんど無い。

遺物は,上師質土器小皿 (390～ 395),同杯 (396～398),同椀 (399～401),白磁碗 (402),

青磁碗 (403～407),磁器碗 (408),陶 器橋鉢 (409),土 師質土器足釜 (410),同 鍋 (411・ 412),

備前焼壺 (413・ 414),硯 (415),土錘 (416),羽口 (417～422),木製品 (423)である。

390～ 393は 口径8.8～ 9.6cmを測る小皿であり,394。 395は 口径12.Ocm未満の小皿である。3901よ

底部と体部の境に稜を有し,内外面とも摩滅している。391・ 3921ま 口縁部と体部の境に僅かな

稜があり,回転ナデが施され,392の 口縁部に煤が付着している。393の底部は平底であり,回

転ヘラケズリが施される。394・ 395は 回転ナデが施され,395の 口縁部に重ね焼きによる黒斑が

ある。

396は緩やかな傾斜の体部で,口縁部と内面に回転ナデ,体部タト面上半に回転ナデ後にヘラナ

デ,下半にナデが施される。底部は回転糸切 り後にナデが施される。397は 口縁部と内面に回

転ナデ,体部タト面にヘラナデが施される。398は 成形痕が残 り,底部は回転ヘラ切 りである。

399は口縁部に回転ナデ後に僅かなヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕,内面にヘラミガキが施

される。400は高い高台を有する。401の 高台は断面四角形で内面にヘラミガキが施される。

402は玉縁状の口縁部である。403は 口縁部の屈曲する碗で,内面に浅い櫛描文がある。404

は鏑蓬弁文を配する。405は無文である。406の外面は花文が施される。

408は見込みに 4ケ 所の砂 目があり,畳付に 4ケ 所の狭 りがある。

409は 8本 1単位の橋 り目がある。

413は直立する口縁部で,日縁端部がやや丸くなる。
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l 褐灰色シル ト質細砂(10YR5/1 焼±・炭を多量に含む)

2 掲灰色ンル ト質細砂+淡黄色細砂 (10YR6/1+25Y8/4)
3 黄灰色キ灰黄色シルト質細砂(25Y5/1+6/2 焼土・炭を含む)

4 褐灰色シル ト質細砂(10YR4/1 焼土・炭・灰白色細砂を含む)

5 灰黄色ンル ト質細砂+淡黄色細砂(25Y6/2+25Y3/3)
6 黄灰色ンル ト質細砂(25Y4/]灰黄色細砂を含む)

フ 淡黄色細砂(25Y8/3 灰黄色シルト質細砂を若千含む)

3.黒褐色シル ト質極細砂(10YR3/1 灰白色細砂を含む)

9 黒褐色ンル ト質極細砂(10YR3/1)

第34図  S E1301平・断面図 (S:1/40)
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415は粘板岩製の硯の破片である。

416は側面に溝を有する土錘で,重さは273.2gで ある。

417は直径9.2cmを測る羽口で,中心に2.4cmの孔を有する。端面には多量のスラグが付着して

いる。418～422は円形と三角形の孔を有する。

413
cギ

言髯刹。

第36図  S E1301出 土遺物実測図 (2)
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3.土坑

S K1304 (第 37図 )

調査区の南西部において検出した土坑であり,S D 1305を切 り,

1201の P-1に切られている。検出面のレベルは標高0,88mである。

/

S X 1304と 第 2面のSB
平面形は精円形を呈し,

１

２

３

暗灰黄色シル ト質極細砂(25Y5/2)
1層 +灰白色細砂(25Y5/2+フ /1)
2層と同じだがやや黄色が強い(2.5Y5/2+フ /1)

0      1m

更
て

一学===「~~~~ニ

ン佐24 団
一

]f:9
◎ 。く【「

~~~~司~~~~~ラ

ン425

学
430

426

J==>
42フ

1 0cm

第37図  S K1304平・断面図および出土遺物実測図 (S:1/4,1/40)

褐灰色シル ト質細砂 (刊 OYR5/1
灰白色細砂(2.5Y8/1)

CT.P,1,000m

１

２

灰自色細砂を若干含む)

D

2

第38図  S K1307・ 1308平・断面図および出土遺物実測図

O      lm

0       1 0cln

(S:1/4,1/40)

SD1305
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長軸は1,34m,短軸0.56m以上を測る。深さは0.20mである。埋土は 3層である。

遺物は,土師質土器杯 (424・ 426～428),須恵器杯 (425),土錘 (429)である。

425は口縁部に回転ナデ,体部に指ナデが施され,口縁部には重ね焼きの黒斑がある。

426は口径8.2cmを浪1り ,体部の立ち上がりは急傾斜である。体部外面に墨による文字が書か

れているが,解読不明である。427の底部は回転糸切りが施される。428の 底部はヘラ切 り後に

ヘラナデが施され,内面に指ナデが施される。

429は細管状の上錘で,全長5。35cm,直径1.10cm,重 さ5.3gで ある。

S K1307 (第 38図 )

調査区北西隅に位置する土坑であり,第 3面の上層で検出した。本遺構の東側は近代の撹乱

を受け, S P 1375と 重複する。検出面のレベルは標高0.88m前後である。平面形は円形を呈し,

直径は1.60mを 測る。最深部までの深さは0.22mで ,東側に0.10m高 い部分がある。埋土は 2層

に分かれるが,第 1層褐灰色シルト質細砂が大部分を占める。

遺物は,土師質土器椀 (430～432),同甕 (433)である。

430は低い高台を有し,内外面共に摩減している。4311ま 断面四角形の高台を有し,外部外面

にナデ,内面にヘラミガキが施される。底部中央は回転ヘラ切 りが施される。432は 断面四角

形の高台を有し,体部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。

433は口縁端部に面を持ち,口縁部外面に横方向のハケ,内面にナデ,胴部外面に縦方向のハ

ケ,内面に横方向の板ナデが施される。

S K1303 (第 38図 )

調査区北西隅で S K 1307の 西側に位置する土坑であり,第 3面の上層で検出した。本遺構の

南側は近代の撹乱を受け,第 2面の S P 1287に 切られ, S P 1382と 重複する。検出面のレベル

は標高0.88m前 後である。平面形は検出された範囲で楕円形を呈すると考えられる。長軸は

1.60m以上,短軸は0,95m以上を測る。深さは0。10mである。埋土は褐灰色シルト質細砂の単一

層である。

遺物は,瓦質土器羽釜 (434)である。

S K1314 (第 39図 )

調査区北西側において検出した土坑であり, S K 1313・ 1315。 1326,S P 1414。 1416・ 1503・

1504と 重複する。検出面のレベルは標高0,88m前後である。平面形は北側に突き出る不整な楕

円形を呈する。東西方向の長軸は1.40m,南 北方向の短軸は1.25mを測る。検出面からの深さ

は0。38mである。断面は逆台形を呈する。埋土は質の全 く異なる2層 の上であり,人為的に埋

め戻された可能性がある。

遺物は,土師質土器杯 (435),同 足金 (436～438),弥生土器高杯 (439)である。

435は 体部に回転ナデ,底部内面にナデが施される。底部は回転ヘラ切 りである。答部内外

面に成形痕がわずかに残る。

436は外面に鍔が水平に付き,鍔から口縁部までが長い。口縁部はヨコナデ,胴部内面は指頭

圧痕の後に板ナデが施される。437のタト面は指頭圧痕・ハケ,内面にハケが施される。

439は 円孔を有する高杯の脚部である。
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S K1315 (第 39図 )

調査区北西側において検出した土坑であり,S K 1314の西側に位置する。S K 1326,SP

1503と 重複する。検出面のレベルは標高0.88m前後である。平面形は不整な楕円形を呈する。

東西方向の長軸は0。78m以上,南北方向の短軸は0.65mを 測る。検出面からの深さは0.15mであ

る。断面は逆台形を呈する。埋土は黄灰色シルト質細～粗砂の単一層である。

遺物は,瓦器椀 (440)で ある。440は和泉型の椀であり,口縁部に回転ナデ後にヘラミガキ,

体部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。

AT,Pl.000m
1 黒褐色シルト質細砂
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S K1319 (第40図 )

調査区中央やや西寄 りにおいて検出した土坑で,南側は S D 1302に 切られ,東側は近代の撹

乱を受ける。本遺構は S K 1328を 切っている。検出面のレベルは標高0,87mで ある。平面形は

不明であるが,隅丸方形あるいは楕円形と考えられる。検出できた東西方向の長さは2.00m,

南北方向は1。40m,深 さは0.06mを測る。埋土は黄灰色シル ト質細～粗砂の単一層である。

遺物は,上師質土器杯 (441),同壺 (442)で ある。441は口縁部内外面に煤が付着 してお り,

底部は板 目が施される。442の口縁部は短 く直立する。

く
(三正三二[IEラZイ打3

AT.P.1.000m

第41図  S K1321平 。断面図および出土遺物実測図 (S: 1/4,1/40)
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第42図  S K1322平・断面図および出土遺物実測図 (S:1/2,1/4,1/40)
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S K1321 (第 41図 )

調査区南西隅において検出した土坑であり,南側の調査区外に広がる。西側は第 1面 SX
1003に削平され,北側は第 2面 S E 1201に 切 られている。検出面のレベルは標高0,95mで ある。

平面形は全体を検出していないので不明であるが,円形と考えられる。東西方向の直径は2.55

mを測る。検出面からの深さは0.40mで あり,底面は平坦である。断面は逆台形を呈し,ゆ る

やかな傾斜の掘 り込みである。埋土は黒褐色シル ト質極細砂～細砂の単一層である。

遺物は,土師質土器小皿 (443),陶器甕 (444),同悟鉢 (445)で ある。

443は 口径9。6cmを測る。445は備前焼である。

S K1322 (第 42図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり,北側の調査区外に広がる。 S P 1455'1456と 重

複する。検出面のレベルは標高0.68mで ある。平面形は全体を検出していないので不明である

が,不整な円形と考えられる。検出できた東西方向の径は1.50mを測る。東側の底面にピット

状の落ち込みがある。検出面からの最深部までの深さは0。15mであり,浅い部分で0.10mを測

る。埋土は黄灰色シル ト質細～粗砂の単一層である。

遺物は,土師質土器杯 (446),須恵質土器杯 (447・ 448),同椀 (450),瓦器椀 (449),土師

質土器足釜 (451),鉄釘 (452・ 453)である。

447は口縁部に回転ナデ後にヘラミガキ,体部にナデ後にヘラミガキが施される。448は口縁

部と外部内面に丁寧なヘラミガキ,体部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキが施される。

449は低い高台を有し,ナデが施される。

450は高台を欠損し,答部外面に回転ナデ,内面にナデが施され,底部は回転糸切 りの後にナ

デが施される。

452・ 453は断面方形の釘である。

S K1323 (第 43図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり, S K 1322の東側に位置する。本遺構は北側の調

査区外に広がり, S D 1306・ 1307に 切 られる。検出面のレベルは標高0.68～0.75mで ある。平面

形は全体を検出していないので不明であるが,不整な円形と考えられる。検出できた東西方向

の径は3.25m,南北方向は0.95mを 測る。東側の底面は深 くなっている。検出面から最深部ま

での深さは0,24mであり,浅い部分で0.10mを測る。埋土はほぼ同様な上であるが,詳細に観察

すると3層 に分層できた。

遣物は,土師質土器小皿 (454～466),瓦器小皿 (467),土師質土器杯 (468～474),須恵質

土器椀 (475),土師質土器椀 (476),同鍋 (477),同 甕 (478),須恵質土器捏ね鉢 (479),磁

器皿 (480),珪化木 (481)で ある。

454～ 457・ 4591ま 口径5,4～ 6.4cmを 測 り,外傾する短い口縁部を有する。454の底部は回転ヘラ

切 り,455。 457は 回転ヘラケズリ,456は 回転糸切 り,459は回転ヘラ切 りの後に回転ヘラケズ

リが施される。458・ 460～ 462・ 464～ 466イ よ体部の外傾度が強く長い器形である。458の 底部外

面は回転ヘラ切 りの後に中央に板目,周縁に回転ヘラナデが施され,内面は指ナデが施される。

460の底部は回転ヘラケズリ,461は 回転糸切 りが施される。463は 口径8.7cmを測 り,短い体部

である。底部は回転ヘラ切 りの後にナデが施される。
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467は 口径7.8cmで ,口縁部外面に回転ナデ,体部外面に指頭圧痕,内面にヘラミガキが施され

る。

469は 口縁部内面に浅い沈線が見られ,体部外面に指頭圧痕,内面にヘラミガキが施される。

470の 底部は回転ヘラ切 りの後に回転ヘラナデ,内面に指ナデが施される。4711ま 底部に回転ヘ

ラ切 りの後に指ナデ,内面に指ナデが施される。472の底部は回転糸切 り,473・ 474は ナデが施

される。

475は底部に板 目,内面にヘラミガキが施される。

S K1328 (第44図 )

調査区南西側において検出した土坑であり, S K 1305の 東側に位置する。本遺構は第 2面の

S E 1201・ S X 1202に 切 られる。検出面のレベルは標高0.97mで ある。平面形は不整な楕円形

を呈する。検出できた南北方向の径は1.55m,東西方向は0.75mを 測る。検出面からの深 さは

0.40mで ある。断面は逆台形を呈する。埋土は 3層 に分層でき,自然堆積である。

遺物は瓦製円盤 (482)である。

4.柱穴

S P 1301(第45図 )

調査区中央やや南西寄 りに検出した柱穴であ り,単独で存在する。検出面のレベルは標高

0,70mで ある。平面形は円形を呈し,直径は0.62m,深 さは0.13mを測る。埋土は灰黄色シル ト

質細砂・淡黄色細砂の単一層である。

遺物は,上師質土器小皿 (483・ 484)で ある。483は厚い底部にやや長い体部であり,底部に

静止糸切 りの後に回転ヘラナデ,内面にナデが施される。484の 底部は回転ヘラ切 りの後に板

目,内面にナデが施され,口縁部に煤が付着している。

S P1312 (第 45図 )

調査区中央やや南寄 りに検出した柱穴であり, S P 1311・ 1319と 重複する。検出面のレベル

は標高0,92mで ある。平面形は不整な円形を呈 し,直径は0。22m,深さは0,26mを 測る。埋土は

灰黄褐色シル ト質細砂 +灰白色細砂の単一層である。

遺物は,土師質土器小皿 (485)であり,底部は未調整である。

S P1315 (第45図 )

調査区中央やや南寄 りに検出した柱穴である。検出面のレベルは標高0.89mで ある。平面形

は円形を呈し,直径は0.23m,深 さは0,08mを測る。埋土は暗灰黄色シルト質細砂 +灰白色細砂

の単一層である。遺物は,弥生土器高杯 (486)で あり,内外面共に摩減している。

S P1317 (第45図 )

調査区中央やや南寄 りに検出した柱穴である。検出面のレベルは標高0。92mである。平面形

は円形を呈 し,直径は0.25m,深 さは0。47mを測る。埋土は褐灰色シルト質細砂の単一層であり,

炭を若千含む。

遺物は,木製品 (497),鉄釘 (498)である。497は柾 目で,加工痕を明瞭に残す。
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S P1319 (第 45図 )

調査区中央やや南寄 りに検出した柱穴であり, S P 1312と 重複する。検出面のレベルは標高

0。92mである。平面形は不整な楕円形を呈し,長径は0.31m,短径0.28m,深さは0.15mを 測る。

埋土は褐灰色シル ト質細砂で焼土と炭を含む。

遺物は,磁器碗 (489)で ある。

S P1325 (第 45図 )

調査区中央やや南寄 りに検出した柱穴であり, S P 1324と 重複する。検出面のレベルは標高

0.87mで ある。平面形は不整な楕円形を呈し,長径は0.45m,短径0.30m,深さは0。20mを 測る。

底面に段を有する。埋土は黄灰色シル ト質細砂の単一層である。

遺物は,土師質土器小皿 (487)で ,器高が低い。底部はナデ,内面は指ナデが施される。
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S P1328 (第 45図 )

調査区中央やや南寄りに検出した柱穴であり, S D 1301と 重複する。検出面のレベルは標高

0.85mで ある。平面形は円形を呈し,直径は0。30m,深さは0。12mを測る。埋土は黄灰色シルト

質細砂の単一層で,焼土粒子を含む。遺物は,備前焼奏 (488)で ある。

S P1330 (第 45図 )

調査区中央の南側に検出した柱穴であり, S D 1001に切られ, S D 1301と 重複する。検出面

のレベルは標高0.85mで ある。平面形は円形を呈し,直径は0.50mを 測る。掘 り込みは東側に

段を有し,深さは0,45mで ある。埋土は責灰色シルト質細砂で,焼土と炭を含む。

遺物は,土師質土器小皿 (490),同杯 (491～493),磁器皿 (494),陶器悟鉢 (495)である。

490の底部はナデ,493は 回転ヘラ切 りの後にナデが施される。

S P 1333 (第 46図 )

調査区中央のやや東寄りに検出した柱穴であり, S D 1302に 切られる。検出面のレベルは標

高0,90mで ある。平面形は円形を呈し,直径は0.53m,深さは0.26mを測る。埋土は灰黄褐色シ

ルト質細砂の単一層である。底面直上に丸瓦と石が出土する。

遺物は,土師質土器小皿 (499～ 501),同杯 (502・ 503),同椀 (504),瓦器椀 (505),須恵

器奏 (506)である。

499は短い体部,500。 5011よ 長い。505の 内面はヘラミガキが施される。

S P1338 (第 45図 )

調査区中央のやや東寄 りに検出した柱穴であり,単独に存在する。検出面のレベルは標高

0.86mで ある。平面形は円形を呈し,直径は0.27m,深さは0,10mを測る。埋土は灰黄褐色シル

ト質細砂で,焼土と炭を含む。遺物は,瓦器椀 (496)である。

S P 1341 (第 47図 )

調査区北西隅の上層で検出した柱穴であり, S K 1306を 切る。検出面のレベルは標高0.87m

である。平面形は円形を呈し,直径は0.30m,深さは0.08mを 測る。埋土は褐灰色シルト質細砂

で,灰白色細砂を若干含む。

遺物は,土師質土器小皿 (507～ 509),同杯 (510),同椀 (511)で ある。

S P1343 (第 47図 )

調査区北西隅の上層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0.85mで ある。平面形は

円形を呈し,直径は0。25m,深 さは0。18mを測る。埋土は灰白色 +淡黄色シルト質細砂。

遺物は,土師質土器杯 (512・ 513)で ある。

S P1347 (第 47図 )

調査区北西隅の上層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0.87mで ある。平面形は

円形を呈し,直径は0.28m,深 さは0.24mを 測る。埋土は暗灰黄色シルト質細砂である。

遺物は,土師質土器杯 (514)で ,底部に板目の後にナデが施される。
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S P1348 (第47図 )

調査区北西隅の上層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0,85mで ある。平面形は

楕円形を呈し,直径は0,38m,深 さは0.30mを測る。南側に段がある。埋土は黄灰色シルト質細

砂である。遺物は,土師質土器奏 (515)で ある。

S P1384 (第48・ 49図 )

調査区北西隅の下層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0.69mで ある。平面形は

円形を呈し,直径は0.32m,深さは0.17mを測る。埋土は灰白色細砂十灰責色シルト質細砂であ

る。遺物は,土師質土器杯 (516・ 517)で,516の底部は回転ヘラ切 りの後に板日,5171ま 回転

ヘラナデが施される。

S P1400 (第 48・ 49図 )

調査区北西側の下層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0.80mで ある。平面形は

不整な精円形を呈し,5個のピットが重なり合う。長径は0.90m,短径0.45m,深 さは0.26mを測

る。埋土は灰白色細砂十褐灰色シルト質細砂である。

遺物は,土師質土器小皿 (518)で ,底部は回転ヘラ切りの後にナデが施され,口縁部にわず

かな煤が付着する。

S P 1403 (第 48。 49図 )

調査区北西側の下層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0,78mで ある。平面形は

不整な円形を呈し,直径は0.70m,深 さは0.35mを測る。埋土は灰白色細砂 +褐灰色シルト質細

砂である。遺物は,須恵質土器捏ね鉢 (523)で ある。

S P1416 (第48・ 49図 )

調査区北西側の下層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0,89mで ある。平面形は

不整な楕円形を呈し,径は0.53× 0.30m,深 さは0.24mを測る。埋土は灰白色細砂キ褐灰色シル

ト質細砂である。遺物は,瓦製円盤 (538)で ある。

S P1455 (第 48・ 49図 )

調査区北西隅の下層で検出した柱穴であり, S K1322・ S P 1458と 重複する。検出面のレベ

ルは標高0,69mである。平面形は精円形を呈し,径は0.50× 0,36m,深 さは0.14mを測る。埋土

は灰白色細砂 +黄灰色シルト質細砂である。

遺物は,土師質土器小皿 (520),同椀 (519・ 521)である。5201よ 器高が低 く,底部に回転へ

ラ切 りが施される。5211ま 内外面とも回転ナデの後にヘラミガキが施される。

S P1458 (第 48・ 49図 )

調査区北西隅の下層で検出した柱穴であり, S P 1455。 1459と 重複する。検出面のレベルは

標高0.69mで ある。平面形は不整な精円形を呈し,長径は0.80m以上,短径0.50m,深さは0.14m

を測る。埋土は灰白色細砂 +灰黄色シルト質細砂である。

遺物は,土師質土器杯 (522)で ある。
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S P1459 (第 48。 49図 )

調査区北西隅の下層で検出した柱穴であり,S K 1307に切 られ, S P 1458と 重複する。検出

面のレベルは標高0.68mで ある。平面形は不整な楕円形を呈し,長径は1.20m,短径1.00m,深

さは0.28mを測る。埋土は灰白色細砂 +灰責褐色シルト質極細砂である。

遺物は,須恵器椀 (524),土 師質土器杯 (525～528),同椀 (529),瓦器小皿 (530),同 椀

(531・ 532),土師質土器奏 (533),弥生土器壺 (534)である。

528の底部は中央に板 目,周縁に回転ナデが施される。529の 内面はヘラミガキが施される。

530は外面に回転ナデ,内面にヘラミガキが施され,531・ 5321よ外面に指頭圧痕の後にヘラミガ

キ,内面にヘラミガキが施される。

S P1461 (第 48・ 49図 )

調査区北西隅の下層で検出した柱穴であ り,S K 1307に切 られる。検出面のレベルは標高

0,77mで ある。平面形は楕円形を呈し,径は0.34× 0。24m,深 さは0,22mを測る。埋土は灰白色

細砂 +灰黄色シル ト質極細砂である。遺物は,土師質土器小皿 (535)である。

S P 1472 (第 48・ 49図 )

調査区北西側の下層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0.80mで ある。平面形は

N
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第48図  S P1384～ 1479平面図 (S'1/80)
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不整な円形を呈し,直径は0.34m,深 さは0.23mを測る。底面直上に根石が残存する。埋土は灰

白色細砂 +黄灰色シルト質極細砂である。遺物は,備前焼橋鉢 (536)で ある。

S P 1479 (第 48・ 49図 )

調査区北西側の下層で検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0,79mで ある。平面形は

円形を呈し,直径は0.17m,深 さは0.10mを測る。埋土は淡黄色細砂 +黄灰色シルト質細砂であ

る。遺物は,土師質土器杯 (537)で ある。

S P1492 (第 7・ 49図 )

調査区南西側において検出した柱穴であり,検出面のレベルは標高0,98mで ある。平面形は

楕円形を呈し,径は0.50× 0。38m,深 さは0,35mを測る。埋土は灰色シルト質細砂である。遺物

は,鉄釘 (539)であり,断面は方形である。

5。 性格不明遺構

S X1301 (第 50～ 64図 )

調査区中央部の南側の S E 1301周 辺において検出した落ち込みであり, S E 1301'S D 1301・
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第 1面 S E 1001・ 1002に切 られている。検出面のレベルは標高0.86mで ある。平面形や規模は

北辺の一部のみの検出であるため不明であるが,東は S E 1002付 近まで,南は S D 1001ま で広

がる規模の大きな落ち込みである。検出面からの深さは0.20mを測 り,掘 り方は非常にゆるや

かである。遺物は全域より多量に出土した。

遺物は,土師質土器小皿 (540～581),同 杯 (582～ 631),同 椀 (632～ 634),須恵器杯 (635。

636),黒 色土器椀 (637),瓦 器椀 (638～648),青磁碗 (649～662),同皿 (663),同香炉 (664),

同水注 (665),白磁杯 (666～669),同碗 (670・ 671),土 師質土器鉢 (672～ 674),須恵質土器

鉢 (675。 676),土 師質土器奏 (677～685),須恵器奏 (686・ 687),同壺 (691),陶器甕 (688・

689・ 699～ 705),同 壼 (690'692～ 698),同橋鉢 (706～715),土 師質土器悟鉢 (716),同 鋼

(717～720),同足釜 (721～731),同羽釜 (732),同風炉 (733・ 734),同 火鉢 (735。 736),

同火舎 (737),磁 器蓋 (738),同 碗 (739～743),弥 生土器奏 (744),土製品 (745),石 鍋

(746・ 747),銭 (748),青銅品 (749),鉄釘 (750。 751),軒丸瓦 (752),軒平瓦 (753),鬼

瓦 (754),土錘 (755～788),羽 口 (789～803)である。

540～ 545は外傾する短い口縁部をもつ小皿で,口径5.2～8.8cmを測る。540・ 543の底部は回転

ヘラ切 りの後にナデ,541はヘラナデ,542は 回転ヘラ切 り,544は回転ヘラ切 りの後に中央を板

日,周縁をナデが施される。

546～ 581はタト傾するやや長い口縁部をもつ小皿で,日径8.0～ 11,6cmを測る。546は やや厚い

器厚で,647は丸底気味の底部に回転ヘラ切 りの後にナデが施される。548・ 567・ 578は 口縁部

に煤が付着している。551・ 562の底部は回転ヘラ切 り,552はヘラナデ,555は回転ヘラケズリ

が施される。5561ま 内外面に煤が付着する。565は外面のほぼ全面と口縁部内面の一部に煤が付

着する。566は 口縁部外面に稜を有する。569の 底部は板 目が施される。571・ 572の底部はナデ

が施される。5731ま 内外面に煤が付着し,底部に回転糸切 りが施される。577の底部は静止糸切

りが施される。579は 口縁部に煤が付着し,底部に板 目・ナデが施される。580の底部は回転ヘ

ラ切 りの後にナデが施される。581の外面はナデが施される。
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582～ 5891よ 口径7.8～ 10.Ocm,590～ 605は 10.0～ 11,Ocm,606～ 613は 11.0～ 14.Ocm,614～ 617は

14.0～ 17,Ocmの 杯である。583・ 589・ 590・ 592・ 603・ 610の 底部はナデ,584・ 587は 中央に板目,

周縁にナデ,585・ 594・ 596。 598・ 599は ヘラナデ,586・ 597は 回転ヘラナデ,588'607・ 609・

611は 回転ヘラ切 りの後にナデ,5931ま 静止ヘラケズリ,600・ 601・ 604・ 605は 回転ヘラ切 りの

後に中央に板 日,周縁にナデ,6021よ 回転糸切 りの後にナデ,6061ま板日の後にナデが施される。

618～620の 底部は静止糸切 り,6211よ回転糸切 り,622・ 6311ま 中央に板目,周縁にナデ,623・

630は 回転ヘラ切 りの後にヘラナデ,6241よ 回転ヘラ切 り,626は 回転ヘラ切 りの後にナデ,627

は回転ヘラ切 りの後に板日,628・ 629は ヘラナデが施される。

632～ 634の 口縁部はやや外反する。637は黒色土器A類である。

642～ 646は低い高台であり,内面にヘラミガキが施される。445。 446は斜・格子状の暗文が見

られる。647・ 648はやや高い高台を有する。

649・ 651・ 658は 明確な鏑蓮弁文を刻む碗であり,6501よ体部外面に明確な銅蓮弁文,内面に

劃花文を刻んでいる。652・ 653は 内面に片切彫 りで劃花文を描 く。659イよ底部露胎であり,見込

みに細い劃花文が描かれる。660～ 661は 口縁部の外反する碗である。

663は 内面に印花文を持ち,664の内面下半は露胎である。

666～ 668の体部は内湾,6691よ外反する口縁部,670の 口縁部は玉縁状である。

672～ 674は 直線的な胴部であり,675・ 676は 東播系の捏ね鉢で,676は片口を残存する。

677～ 680は やや長胴の甕,681～ 685は球形気味の胴部であり,タト面は指頭圧痕,内面は横方

向の明確なハケが施される。

686の 胴部外面に格子ロタタキが施される。690の底部は回転糸切 りの後にナデが施される。
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第56図  S X1301出土遺物実測図 (6)(S:1/4)
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692～ 705は 備前焼である。6921よ小型の壺で,693・ 6951ま 口径31.6cmと 26.Ocmを 測 り,口縁部

は直立し,端部は玉縁である。694・ 696～698は 狭い口径で,短 く直立する口縁部を有する。699

は外面にヘラによる刻印が見られる。700は短い口縁部を有し,胴部外面に櫛描直線文 2条 と

波状文 1条 を巡らす。702の 口縁部は内傾 し,外面に櫛描波状文 1条 を巡らす。

706～ 715は備前焼橋鉢で,口径25～ 35cmを測る。706～ 713の 口縁部は上下に若干拡張し,709

は片口の一部を残存する。716は 直線的に口縁部に至 り,外面に指頭圧痕が施される。

717～ 7201ま 口径42～45cmを 測 り,直線的な口縁部と内湾気味の口縁部がある。

723～ 725'728の 口縁部は内傾 し,鍔から口縁部までがやや長い。胴部外面は指頭圧痕・ハケ,

内面は横方向のハケが施される。726。 729・ 730は 口縁部のすぐ下に鍔があり,胴部外面は指頭

圧痕,内面はヘラナデが施される。727・ 7311よ 直立する口縁部である。

732は直立する口縁部に水平な鍔が付 く。

第57図  S X1301出 土遺物実測図 (7)(S:1/4)
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733・ 734の 口縁部は大きく内傾する。7351ま浅鉢形を呈する火鉢であり,底部外面の縁辺に3

個の足を貼り付けている。外面はナデ,内面はヘラナデが施される。畿内出土の火鉢に酷似す

る。736は直線的な】同部の浅鉢形を呈し,内面に突趣を有する.。 737は外面に四角の濁巻文のス

タンプを押捺する。

738は日縁部のみ施鶏される。7391ま 天目碗である。743の底部は回転糸切りが施される。

ヽ
ノ

(10)(Si1/4)

0       1 0Cln

第60図  S X1301出土遺物実測図
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745は 土製仏像であり,頭部と左半身部を欠損する。仏像と接合しないが台座がある。仏像

の現存高は7.7cmを測 り,袈裟がわずかに残存する。

746・ 747は石鍋の破片であり,746は断面に擦痕があり転用されていた。746は 口縁部直下に

削り出された鍔がめぐり,747は鍔がなく,口縁部を丸くおさめる。

748は 永楽 6年 (1408年 )が初鋳の「永楽通宝」である。

749は細い板状の青銅製品,750・ 751は 断面方形の鉄釘である。

752は玉縁の一部を欠損する軒丸瓦であり,瓦当部に尾のやや長い巴文がある。凸面は長軸

方向のヘラナデが施され,凹面は布目が残存しコビキBに より切り取られる。瓦当裏面は横方

向のナデと周縁に沿うナデが施される。

753は唐草文軒平瓦であり,瓦当上縁に幅広い面取り,顎後縁に幅狭い面取りが行われる。

755～ 781は 側面に溝を有する土錘であり,重さは130～340gを測る。755～ 761の平面形はや

や丸めの楕円形,762～780は 先端が尖り気味の楕円形を呈し,781は 中央部分にわずかに凹む平

坦面を持つ。782～ 7871よ 管状の上錘で,782は側面に直線を持つ長方形,783～ 786は やや長い楕

円形,787は 中央の広がる算盤玉状を呈する。788は細管状の土錘である。

789～803は断面円形・方形 。三角形・三日月形の孔を有する羽口であり,803は孔の中に炭化

材が残存する。
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第63図  S X1301出 土遺物実測図 (13)(S:1/4)
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S X1302 (第 50・ 65～ 67図 )

調査区南東側の S E 1002の 南東において検出した落ち込みであり,第 1面 S E 1002・ SD
1001と 第 2面 S K 1209・ S X 1203に 切 られている。

検出面のレベルは標高0.67m前後である。平面形や規模は北辺の一部のみの検出であるため

不明であるが, S K 1209の 東側にも落ち込みが確認されており,規模の大きな遺構であると考

えられる。検出面からの深さは0.09～ 0.17mを 測 り,掘 り方はゆるやかである。底面はほぼ平

坦である。埋土は褐灰色シル ト質細砂の単一層である。本遺構は S X 1301の底面より深 く掘 り

込まれているので別の遺構としたが,同一遺構である可能性も考えられる。遺物は全域より出

土したが,特に S E 1002付 近が多い。

遺物は,土師質土器小皿 (804～811),同 杯 (812～825・ 827～ 829・ 833～838),須 恵器杯

(826。 830),瓦器杯 (831),土師質土器椀 (832・ 839・ 840),瓦器小皿 (841),同椀 (842),

青磁碗 (843～ 848),同皿 (849・ 850),緑釉陶器 (851),白 磁杯 (852),同 碗 (853),磁器碗

(854～856),備前焼壷 (857・ 858),土師質土器奏 (859),須恵器甕 (860・ 861),備前焼悟鉢

(862・ 863),須恵質土器捏ね鉢 (864),土師質土器鍋 (865),同 足鍋 (866～ 868),瓦 質土器 (869),

石鍋 (870),硯 (871・ 872),土錘 (873～876),鉄釘 (877)である。

804・ 805はタト傾する短い口縁部をもち,口径6.6cmと 6.9cmを 測る。806～ 8111よ 口縁部のやや長

い形態である。806の 底部は回転ヘラ切 りの後にナデ,807・ 809は 回転ヘラ切 りが施される。

807の 口縁端部は尖 り,809は 口縁部外面に面を有する。

812の底部は回転ヘラ切 り,8131ま 回転ヘラ切 りの後に回転ヘラナデ・静止ヘラナデ,815。

838は 回転ヘラ切 りの後にナデ,816・ 835～837は 中央に板 日,周縁にナデ,817・ 821・ 823・

825はナデが施される。827～ 8291ま 成形痕を明瞭に残す。

826は内外面に成形痕を残し,底部にヘラナデが施される。830の底部は回転ヘラ切 りの後に

中央に板 目,周縁にナデが施される。

839は黒色土器A類であり,840の内面はヘラミガキが施される。

841は左右不対称な器形で,底部に指頭圧痕,内面にヘラミガキが施される。842は小さな底

部で,体部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。

843～846は明確な鏑蓮弁文を刻む碗であり,848は 内面に劃花文を刻んでいる。

849。 850は 内面に印花文をめぐらす。

851は緑釉の碗破片である。852は 白磁の杯で口径8.6cmを測 り,853は口縁部が外反 し,外面

下半は露胎である。

855は天目碗で,856は わずかに口縁部が外反する。

857・ 858は備前焼であり,口縁部は直立する。857の 口縁部外面に自然釉が付着する。

859は短 く外反する口縁部で,胴部外面にタタキ,内面に板ナデが施される。8601ま顎部径33

cmを 測 り,外面に格子状タタキが施される。

862・ 863は備前焼の悟鉢であり,862は 口縁端部に面を有する。

864は須恵質土器捏ね鉢の底部付近であり,外面に明瞭な成形痕を残存する。底部中央はや

や上げ底になる。

865の 口縁部は直線的に外反し,外面にヨコナデ,内面に横方向のハケが施される。

866・ 867は 内傾する口縁部で,口縁部外面のやや下に水平方向の鍔が付 く。口縁部はヨコナ

デ,胴部タト面上半は縦方向のハケ,下半は格子状タタキ,内面は指頭圧痕・ナデが施される。外

-72-
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外面は指頭圧痕 と縦方向のハケ,内面は横方向のハケが明瞭に施される。

870は石鍋の破片で,内外面に仕上げの加工痕がみられる。

871・ 872は硯の破片であり,872の表面には研磨痕が明瞭に残る。

873～876は側面に溝を有する土錘である。

877は断面方形の鉄釘である。
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第67図  S X1302出 土遺物実測図 (3)(S:1/2,1/4)

S X1304 (第 68図 )

調査区南西部において検出した遺構であり, S D 1305。 S K 1304を 切り,第 2面の S B 1201

のP-1に切られる。検出面のレベルは標高0。90mで ある。東恨Iは近代の撹乱を受け,平面形

は不明である。南北長は1.17m,東西長0.73m以上を測る。深さは0.18mである。掘り込みは緩

やかである。本遺構は検出された範囲で土坑の可能性もあるが,本報告書では性格不明遺構と

する。                I
遺物は,土師質土器杯 (878～882),同金 (883)で ある。

878～ 882は 口径 8 cm前後で、器高の高い杯である。色調・胎土は同一である。外面に墨書が

見られるが,「法」と書かれている881以外は小片であり解読不可能である。

883は短い足の釜であり,ナデが施される。

S X1305 (第 69図 )

調査区南西部において検出した遺構であり, S D 1302・ S P 1492に切られる。検出面のレベ

ルは標高0.98m前後である。平面形は不明であり,検出できた東西長は4.55m,南北長1.50m以

上を測る。断面は段を有し,南側に深さ4 cmの 浅い部分があり,その北側は急激に落ち込んで

溝状になる。検出面から最深部までの深さは0.42mを測る。

遺物は,土師質土器小皿 (884),同杯 (885),瓦器椀 (886),磁器碗 (887)である。

884は 口縁部に煤が付着し,底部にナデが施される。885は外部外面に沈線状の浅い凹みを有

する。887は 口縁部が外反する。

―‐
O
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6.包合層出土遺物 (第70～ 72図 )

888～ 900は 土師質土器小皿であり,888～ 897は 短い口縁部,898～ 9001よ やや長い口縁部の器

形である。888・ 892・ 898の底部は回転ヘラ切 りの後に板目,889・ 895は回転ヘラ切りの後にナ

デ,890。 8941よ 回転ヘラ切り,891・ 896・ 897は 回転ヘラ切りの後に回転ヘラケズリ,893は回

転ヘラ切 りの後にヘラナデが施される。

901は瓦器小皿であり,外面に指頭圧痕の後にナデ,内面にヘラミガキが施される。

902～ 912は 土師質土器杯である。902・ 906の 底部は中央に板ナデ,周縁に回転ヘラナデが施

され,903・ 905は 回転ヘラ切 りの後に板目,904・ 912は 回転ヘラ切りが施される。909の 内面は

縦方向のハケが施される。910,9111ま 器高の高い杯で,外面に墨書が認められる。小片であり,

解読は不可能である。911の底部は回転糸切 りである。
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913～915は須恵器杯であり,913・ 914の 底部は回転糸切 り,915の 内面はハケが施される。

916～ 920は 土師質土器椀であり,916の体部外面は指頭圧痕,917の 内面はヘラミガキが施さ

れる。9181ま細い高台で内面にナデが施され,919,9201ま 断面方形で低い高台を有し,920の内

面には細い暗文がみられる。917・ 919'920は 黒色土器A類である。

921～ 928は 瓦器椀であり,921～ 923・ 926は外面に指頭圧痕の後にヘラミガキ,内面にヘラミ

ガキが施される。9241よ 口縁部 と体部の境にわずかな稜を持ち,口縁部外面と内面に丁寧なヘ

ラミガキ,胴部外面に指頭圧痕の後にヘラミガキが施される。925は 外面に指頭圧痕の後にへ

ラミガキ,内面に丁寧なヘラミガキが施される。927・ 928は低い高台を有し,内面にヘラミガ

キが施される。

929～ 9311ま 白磁碗であり,929の 口縁部は外反し,930の 回縁部は玉縁であり,931は見込みに

圏線が廻る。

932は須恵器鉢で,外面に刺突痕がある。

933・ 934は備前焼橋鉢であり,口縁部外面に面を持つ。

935は 土師質土器悟鉢で,口縁端部は丸 くおさめる。外面はナデと指頭圧痕が施され,内面に

5本単位の橋目が刻まれる。

936は土師質土器鍋で,口縁部はゆるやかに外反する。胴部タト面に指頭圧痕・ヘラナデ,内面

に明確なハケが施される。
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937は土師質土器羽釜で,口縁部は直立し,大きな鍔が水平方向に付 く。口縁部と鍔部はヨコ

ナデ,胴部タト面は縦方向のハケが施され,内面は横方向のハケの後にヘラナデが施される。胴

部外面と鍔下面は煤が付着する。

938は 土師質土器足金で,日縁部が内傾する。

939は備前焼奏で,内面に粗い横方向のハケが施される。

940は土師質土器の火鉢である。

941・ 942は 平瓦で,941の凸面はナデ,凹面は板ナデが施される。942の凸面はヘラナデ,凹

面はコビキBがみられ,凸面に「真言」を表す 5文字の梵字が残存する。

943～946は側面に溝を有する土錘,947・ 9481ま 管状の上錘,949は細管状の上錘である。

冦
945

-0-

⑤ 949

0          1 0om
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第 4章 自然科学的分析

第 1節  高松市高松城跡出土木製品の樹種調査結果

(株)吉田生物研究所

1.試料

試料は高松市高松城跡から出土した容器 2点,部材 9点の合計11点である。

2.観察方法

剃刀で木口 (横断面),柾 目 (放射断面),板 目 (接線断面)の各切片を採取し,永久プ

レパラー トを作製した。このプレパラー トを顕微鏡で観察 して同定した。

3.結果

樹種調査結果 (針葉樹 3種)の表と顕微鏡写真を示 し,以下に各種の主な解剖学的特徴

を記す。

1)マ ツ科マツ属 [二葉松類](P inus sp.)

(遺物No.2～ 7, 9)

(写真No.2～ 7, 9)

木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は急であった。大型の垂直樹脂道が細胞

間隙としてみられる。柾 目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。上下両端

の放射仮道管内は内腔に向かって鋸歯状に著しくかつ不規則に突出している。板日では放

射組織は単列で 1～ 15細胞高のものと,水平樹脂道を含んだ紡錘形のものがある。マツ属

[二葉松類]はクロマツ,ア カマツがあり,北海道南部,本州,四国,九州に分布する。

2)ヒ ノキ科アスナロ属 (ThuiopSiS sp.)

(遺物No。 11)

(写真No.11)

木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は穏やかであった。樹脂細胞は晩材部に

散在または接線配列である。柾 目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からスギ型で 1分野

に 2～ 4個ある。板 目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞

がある。アスナロ属にはアスナロ (ヒ バ,ア テ)と ヒノキアスナロ (ヒ バ)があるが顕微

鏡下では識別困難である。アスナロ属は本州,四回,九州に分布する。

3)スギ科スギ属スギ (CryptOmeria iaponica D.Don)

(遺物No.1, 8,10)

(写真No.1, 8,10)

木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は急であった。樹脂細胞は晩材部で接線
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方向に並んでいた。柾日では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で 1分野に 1～ 3個あ

る。板日では放射組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね扁平であるス

ギは本州,四国,九州の主として太平洋側に分布する。

参考文献

島地 謙・伊東隆夫 「日本の追跡出土木製品総覧」 雄山閣出版 (1988)

島地 謙 。伊東隆夫 「図説木材組織」 地球社 (1982)

伊東隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)

木村四郎・村田 源 「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」 保育社 (1979)

深澤和三 「樹体の解剖」 海青社 (1997)

使用顕微鏡

Nikon

WIICROFLEX UFX‐ DX Type l15

高松市高松城出土木製品同定表

番号 遺 構 遺物番号 品 名 樹 種

SE1201 曲物底板 スギ科スギ属スギ

９

宮 SE1201 加工材 マツ科マツ属 [二葉松類]

つ
け SE1201 板材 マツ科マツ属 [二葉松類]

4 SE1201 板材 マツ科マツ属 [二葉松類 ]

5 SE1201 板材 マツ科マツ属 [二葉松類]

6 SE1201 板材 マツ科マツ属 [二葉松類]

7 SE1201 板材 マツ科マツ属 [二葉松類]

8 SE1201 板材 スギ科スギ属スギ

9 SP1317 497 加工材 マツ科マツ属 [二葉松類]

10 SE1301 423 加工材 スギ科スギ属スギ

SE1301 曲物 (井筒) ヒノキ科アスナロ属
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木口×40

No-1 スギ科スギ属スギ

木口×40

No-2 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口×40

No-3 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

柾目×100

柾 目×100
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柾 目×100 板目×40

木口×40

No-5 マツ科マツ属 〔三葉松類〕

木口×40

No-6 マツ科マツ属 〔二葉松類〕
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木口×40

No-7 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口×40

No-8 スギ科スギ属スギ

木口×40

No-9 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

柾目×100 板目×40

柾目×100 板目×40

柾目×100 板目×40
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木口×40

No-10 スギ科スギ属スギ

木口×40

No-11 ヒノキ科アスナロ属

柾 目×100 板 目×40

柾 目×100 板目×40
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第 5章 まとめ

第 1節 遺構 の変 遷 につ い て

高松城跡 (無量壽院跡)では 3面の遺構面を検出したが,本書では最下層の第 3遺構面のみ

の報告である。ここでは12～ 16世紀に比定される遺構の変遷に関して述べることとする。

12世紀～13世紀初頭

本遺跡において集落が初めて営まれるようになる時期である。遺構の埋土から須恵器や弥生

土器が若干出土するが,12世紀以前の遺構は検出されていない。

この時期の遺構はS D 1304の みである。この溝は調査区南壁中央から北東方向に延びており,

和泉型の瓦器椀をはじめ土師質土器小皿・瓦器小皿等の多量の土器が出上した。

15世紀～16世紀

S E 1301・ S D 1301・ 1303・ S K 1314・ 1321・ 1322・ 1323は 15世紀に比定される。 S E 1301

は石組と曲物を組み合わせた構造の井戸であり,浜ノ町遺跡において検出された S E514・ 521

とほぼ同様な構造であり,時期も同じである。 S D 1301・ 1303はほぼ同位置で,同方向に延び

る溝である。

S D 1302・ 1305。 S K 1304。 S X 1304は 16世紀に比定される。当該期に属する遺構で最も注

目すべきは, S D 1302で ある。この溝はその規模が大きく,東西方向を向き直線的に延びる。

第 2節で論考するとおり,「野原濱村元量壽院」と刻まれた丸瓦が出土し,無量壽院の寺域を区

画する境界線の溝である。

S X 1301・ 1302の時期は13世紀～16世紀と推定される。

第 2節 「無量壽院」について

今回の調査では,調査区中央を東西に延びるS D 1302か ら「野原濱村元量壽院」と刻まれた

丸瓦が出上した。 S D 1302は幅1.60～ 2.25m,深 さ0.60mを 測 り,ほ ぼ完形の青磁香炉や青磁

碗・土師質土器をはじめとする多量の土器や丸瓦・平瓦・梵字瓦等の瓦類,五輪塔も出土して

おり,こ の地域が,天平11年 (739年)行基が開創したと伝えられる讃岐国屈指の古刹の無量壽

院跡であることが判明した。無量壽院の寺記によれば,天文年間 (1532～ 1555年)に今の高松

城にあたる八輪島に寺を移転したが,天正年間 (1573～ 1592年)に高松城の城地となったため

西方に移転したとある。調査では,無量壽院に直接関連する建物跡等は検出できなかったが,

寺域を区画する境界線としての溝を確認することができたことは,高松城築城以前の状況を研

究する上で重要な資料となる。

l。 無量壽院の歴史・変遷

無量壽院の創建と変遷を記した史料としては,『増補三代物語』。F無量壽院随願寺記』。F御領

分中寺々由来』。F全讃史」・『讃岐國名勝図会』。F北野天満宮一切経』。F親長卿記』が一般的に

知られているが,明治45年に発行された F紫山随願寺無量壽院の記』を現在の無量壽院のご好

意で実見する機会があり,ほ とんど普及していない書物であるので,F増補三代物語』・F讃岐國
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名勝図会』。F北野天満宮一切経』。F親長卿記』と共に本報告書に収録する。

無量壽院は,高松市御坊町に現存する真言宗御室派の寺であり,紫山随願寺と号する。その

創建は,天平11年 (739年)に光明皇后の発願により行基が坂田郷室山のふもと (現,西春日

町)に寺を建立したと伝えられる。行基は自ら無量寿仏を刻んで安置された (増補三代物語・

無量壽院随願寺記 。御領分中寺々由来・全讃史・讃岐國名勝図会)。 ただし,F紫山随願寺無量

壽院の記』には稲荷山の嶺より栗林村宮脇村の総称である人輪島に建立したとしている。

弘仁年間 (810～824年 )に空海が寺を4笏造し,仏像を安置供養し経三巻を製作した。嵯峨天

皇が曼奈羅・仏器を寄付し,談議所としての宣旨を天皇より賜る (御領分中寺々由来・讃岐國

名勝図会・紫山随願寺無量壽院の記)。

仁和年間 (885～889年)に菅原道真が坂田郷橋詰の無量壽院を館にしていた (増補三代物語)。

菅原道真が香川元茂に当院の由来を聞き,こ の院に七日参籠し付近の池水に映る姿を模写して

奉納した。この影像はその後に紛失するが,貞享 3年 (1686年 )に小豆郡草加部村江田与一左

衛門祐長が当寺に返した (増補三代物語・讃岐國名勝図会・紫山随願寺無量壽院の記)。

昌泰年間 (898～ 901)1こ 当寺初代住職の観賢は寛平法皇より御祈願所の勅宣を賜る (紫山随

願寺無量壽院の記)。 観賢は坂田郷の秦氏出身で,聖宝の弟子となり股若寺を開き,弘法大師信

仰の基礎を固めた人である。観賢に関する記載は『紫山随願寺無量壽院の記』に詳しい。

白河法皇は特に信仰が厚 く,伽藍興隆の詔を下した。大治 4年 (1129年 )に法皇崩御すると,

住持覚道が中野町付近に法皇の陵 (白 河陵)を築いた。その後,亀山天皇も厚 く信仰し伽藍再

興し,嘉元 3年 (1305年 )に天皇が崩御した後,宮脇町石清尾神社付近に陵 (亀山陵)を築い

た (讃岐國名勝図会・紫山随願寺無量壽院の記)。

応永年間 (1394～ 1428年)に虚空蔵院 (与田寺)の増咋が寺を中興する (讃岐國名勝図会・

紫山随願寺無量壽院の記)。 F讃岐國名勝図会』に名前が載っている宥範僧正と増昨僧正につい

ては F紫 山随願寺無量壽院の記』に詳しい。

応永19年 (1412年 )に虚空蔵院の僧増範が願主となって勧進書写した『北野天満宮一切経』

に1よ 「讃州野原無量壽院住善海」の名がみえ,奥書に「野原無量壽院」「野原西浜極楽寺」「野

原福成寺」などの高松市内に現存する真言宗寺院名が散見できる。甘露寺権大納言藤原親長の

日記である F親長卿記』文明 5年 (1473年)3月 24日 条によれば,大覚寺門跡の関白鷹司房平

J臥性深僧正が「ti州坂田無量壽院の極官のことについて奏聞したことが知られ,『讃岐國名勝図

会』には住持増専を権僧正に任じた同年 7月 7日付の宣旨写を載せている。

天文年間 (1532～ 1555年)に兵火にかかり伽藍が焼失し,寺は野原郷八輪島に移転した。人

輪島は高松城の城域にあたる (増補三代物語・讃岐國名勝図会)。 ただし,F紫山随願寺無量壽

院の記』には「因縁厚き八輪島より宿 り島に移転するに至れり。宿 り島とは即ち現今の玉藻城

地是なり。」と記しており,場所は同一だが地名については他の史料と異なる。

天正15年 (1587年 )讃岐に入国した生駒親正が天正16年 (1588年 )に高松城を築城するにあ

たって,当寺は西の方 (浜 ノ町)に移転する。その地点は後に御船蔵となる所であり,近世ま

で談義所という地名が残っていた。

寛永19年 (1642年 )京都御室御所仁和寺の末寺となり,寛永21年～明暦元年 (1644～ 1655年 )

は無住となり,寺は荒廃する (紫山随願寺無量壽院の記)。

明暦 2年 (1656年 )御船蔵を作るために寺は中村 (天神前)の浄願寺東南に移転する。塔頭

吉祥寺と蓮花寺は残る。享保年間 (1716～ 1736)の「高松城下図」には跡地の海岸に御船蔵が
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第73図 無量壽院の変遷図
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描かれている。

寛文 4年 (1664年 )藩主松平頼重から米30俵が合力米として給される (御領分中寺々由来・

寺社記)。

寛文 7年 (1677年 )松平修理様長屋の建築により法華宗大乗寺の跡地であった御坊町に移転

した。弘化年間 (1844～ 1848年)に作成された「弘化年間高松城下絵図」には松平修理様長屋

と無量壽院の所在地が記されている。無量壽院は現在に至るまで同所に所在する。

元禄14年 (1701年 )山田郡六条村青木免で53石 3斗が寄進される (寺社記・紫山随願寺無量

壽院の記)。

昭和20年 に高松空襲により堂宇・寺宝を焼失する。昭和22年に再建される。

2.調査成果 と歴史的史料の整合

無量壽院の天平11年 の創建から現在に至るまでの移転をまとめると次のとおりである。

天平11年

天文年間

坂田郷の室山の麓に創建

野原郷八輪島に移転

史料により若干の相達部分もあるが,無量壽院は今までに所在地を少なくとも4回移転 して

いたことが史料上に記録されている。その変遷を図化 したのが第73図 である。

今回の調査で検出した S D 1302よ り出土した文字瓦 (188)は ,

天正16年以後  高松城築城に伴い西の方 (浜 ノ町)に移転

明暦 2年

寛文 7年

中村 (天神前)の浄願寺東南に移転

法華宗大乗寺の跡地 (御坊町)に移転

野原濱村元量壽院 天 (文)(以下欠損)

九月 (以下欠損 )

の文字が刻まれている。「野原」は平安期の F和名抄』香川郡十二郷の

一つであり,笑原と表記される。中世になると,康治 2年 (1143年 )

8月 19日 の太政官牒案に「野原 (条)野原郷」と見るのが初見であり,

嘉元 4年 (1306年 )6月 12日 の F昭慶門院御領目録柔』が郷名として

記載される最後である。その後,『北野天満宮一切経』に「讃州野原」と

見える。つまり,平安時代から室町時代にかけて高松城下町及び宮

脇・西浜 。福岡 。東浜 。中ノ村 。上ノ村 。今里の範囲は「野原」と呼

ばれていた。前述したように,無量壽院は天文年間に高松城の城域に

あたる人輪島に移転し,天文16年 に生駒親正が高松城を築城するにあ

たって,当寺は西の方 (浜 ノ町)に移転した。今回の調査区は,高松

城の内堀と中堀の間に位置しており,ま さに城域である。「野原濱村

無量壽院」の下の「天」は,次の字の一部「工」が残存するのみであ

るが史料の記事との関連から「天文」の年号を表すと考えられる。さ

らに,青磁香炉・墨書土器 。青磁椀や五輪塔や梵字瓦・波状文軒平瓦

等が文字瓦と同一の溝から出土した。この遺物の時期は16世紀後半に

比定される。溝の南狽1に は土製仏像や墨書土器 。青磁椀や梵字瓦・波

状文軒平瓦等を出土する遺構が検出されている。 S D 1302は 寺域を区

第74図  S D1302出 土文

字瓦拓影 (75%

縮少 )
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画する北側の境界線としての性格を有する溝であり,

と考えられる。これらのことを総合的に検討すると,

ていた無量壽院の寺域であったことが判明した。

第 3節 第 3面出土の瓦について

S D 1302よ り南側の地域が寺域であった

今回の調査区は天文～天正年間に所在し

瓦が出上した遺構はS D 1302・ 1304・ 1305。 S X 1301で あり,その種類は丸瓦 。平瓦・梵字

瓦・鬼瓦 。道具瓦である。

軒丸瓦はすべて三巴文であり,外縁幅は広く低く,丸い巴頭部はくびれを有し,尾が細長く,

外区の珠文が小さく数多いという16世紀の特徴を有するが,瓦当の文様はわずかに違いがある。

189・ 190・ 192・ 377・ 378は尾が細長く,珠文が28個前後であり,7521よ尾が細長いが,珠文の

間隔がやや広 くなり19個 を数える。1931よ 珠文の間隔が752と 同じだが,尾が短い。

軒丸瓦を含める九瓦は,形態や調整の違いによりいくつかに分かれる。188'380は ,凹面の

細かな布目と粘土紐の痕跡・吊り紐痕,コ ビキAを特徴とする。190は ,凹面の玉縁連結部分の

仕切 り・糸田かな布目と粘土組の痕跡を特徴とする。194・ 195は ,淡赤橙色の色調,凹面の布目・

内叩き痕,コ ビキAを特徴とする。752は ,間隔の広い珠文,凹面の布目,コ ビキB,瓦当裏面

の横方向ナデ・周縁に沿うナデ,釘孔を特徴とする。

軒平瓦は「波状文」と「唐草文」であるが,後者は753の 1点のみである。波状文軒平瓦は外

縁の幅はやや広 く,左右タト縁幅は特に広くなり,界線は無く,波の級は 3～ 5本である。瓦当

周縁の面取 りの違いにより5分類できる。196・ 199は 瓦当上縁に幅広い面取 り,顎後縁に狭い

面取 り,197は瓦当上縁を面取り,198・ 384は顎後縁を面取り,200。 202は瓦当上縁に幅狭い面

取 り,顎後縁に広い面取 り,201は面取 りをしていない。唐草文軒平瓦 (753)は瓦当上縁に幅

広い面取り,顎後縁に狭い面取 りがされている。

本遺跡出土の波状文軒平瓦は,摂津四天王寺出上の「甲子」銘の波状文軒平瓦と長岡京市の

勝龍寺城出上の波状文軒平瓦に文様が類似している。四天王寺例は1564年製作で,勝龍寺例は

1568～ 1572年頃製作された瓦である。この製作年代は無量壽院が八輸島に所在していた時期で

あり,本遺跡出上の波状文軒平瓦は文字瓦 (188)と 同時期のものであると考えられる。

梵字瓦は,S D 1302の 191,S D 1304の 354,S D 1305の 383,第 3面の942の 4点である。191

は軒丸瓦で,阿弥陀如来を意味する「キリーク」があり,3541ま 軒平瓦で,胎蔵界五仏を意味す

る梵字がある。383は丸瓦で,不動明王を意味する「カーン」を刻む。942は 平瓦で,凸面に

「真言」の一文を刻んでいる。

第 4節 高松 城 築 城 以 前 の 高松

中世の高松は港町であったことが,文安 2・ 3年 (1445・ 1446年)の『兵庫北関入船帳』に

よって知られている。その史料には,兵庫北関に入船した多くの讃岐船が記載されており,そ

の中に「野原」を船籍地としたものがみられる。応永19年 (1412年 )の F北野天満宮一切経』

奥書には,「野原西浜極楽寺」「野原無量壽院」「野原福成寺」などの真言宗寺院名が散見でき,

これらの寺院を建てられるだけの経済的基盤を有する港町であったと考えられる。高松城築城

以前の高松については,F南海通記』巻之廿下の「讃州新高松府記」に,西側と東側に海が湾入
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よって知られている。その史料には,兵庫北関に入船した多くの讃岐船が記載されており,そ

の中に「野原」を船籍地としたものがみられる。応永19年 (1412年 )の F北野天満宮一切経』

奥書には,「野原西浜極楽寺」「野原無量壽院」「野原福成寺」などの真言宗寺院名が散見でき,

これらの寺院を建てられるだけの経済的基盤を有する港町であったと考えられる。高松城築城
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しその間に砂洲が突き出す地形と西濱 。東濱という漁村の存在が記載されている。近年の発掘

調査により,高松城周辺には古代末から中世の遺跡が存在することが判明し,当時の港町の実

態が解明されつつある。本遺跡の北西に位置する高松城跡 (西 の丸町地区)では,11世紀前半

～13世紀前半のと考えられる礫敷遺構や船着場と考えられる木組,木製の碇が検出され,遺跡

の立地と搬入品の多さなどから港湾施設関連の遺跡である。本遺跡の西側の浜ノ町遺跡では13

世紀末から15世紀末にかけての掘立柱建物や井戸・溝等の遺構が検出され,海浜部に立地する

集落を確認した。出土遺物には多様な搬入品や土錘が多量に含まれており,こ の集落は物資流

通と漁業を経営基盤としていたと考えられる。扇町一丁目遺跡では14世紀前葉～15世紀末の遺

構・遺物が確認されている。また,現高松城の東側に位置する高松城跡 (束の丸町地区)に は

16世紀後半以前の漁民の墓群が検出されている。現高松城の南側の高松城跡 (丸の内地区)で

13世紀末～14世紀前葉の井戸が検出され,高松城跡 (松平大膳家上屋敷跡)では中世末葉の井

戸・溝が検出されている。このように,高松城築城以前には砂堆や中洲の上に集落や数多 くの

寺院が存在 していたことが明確になってきた。従来は遠浅の海を埋め立てて高松城が築かれた

と思われていたが,大 きな経済的基盤を有する中世都市を立ち退かせて築かれたのである。
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無 量 寿 院 関 係 文 書 （ 抜 粋 ）

『 親 長 卿 記 』 　 《 増 補 史 料 大 成 親 長 卿 記 翌

文 明 五 年 二 月

廿 四 日 　 陰 、 参 内 、 下 姿 、 人 幡 宮 護 國 寺 権 別 首 事 、 大 法 師 朧 清 壇 、 望 申 、 報 輸 、 奏 聞 、 勅 許 、 讃
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廿 七 日 　 晴 、 讃 州 坂 田 無 量 壽 院 事 、 以 盛 卿 猶 子 之 由 申 之 、 進 上 以 量 状 了 、 此 上 者 勅 許 、

『 北 野 天 満 宮 一 切 経 』 　 《 東 一 爪 大 學 史 料 編 纂 所 編 纂 ズ 日 本 史 料 第 七 編 之 土 ハ 彰

成 　 大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 一

右 筆 讃 岐 國 野 原 之 福 成 寺 金 剛 資 宋 玄

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 三

右 筆 讃 岐 國 野 原 福 成 寺 宋 玄

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 四

右 筆 讃 州 野 原 福 成 住 僧 金 資 宋 玄

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 五

右 筆 讃 州 野 原 之 福 成 寺 金 資 宋 玄

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 六

右 筆 讃 岐 國 野 原 福 成 寺 之 金 資 宋 玄

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 七

右 筆 讃 野 原 福 成 寺 金 資 宋 玄

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 人

右 筆 讃 州 元 量 壽 院 之 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 六 十 九

右 筆 讃 岐 國 野 原 福 成 寺 金 資 宋 玄

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 二 百 七 十

大 願 主 金 剛 資 覺 蔵

右 筆 讃 州 野 原 福 成 寺 之 宋 玄

生 年 六 十 四 才

應 永 十 九 年 産 卯 月 十 四 日 書 痛 了 、

珠 　 大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 一

右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 二
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欲

本 願 聖 覺 蔵 　 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 二

本 願 聖 讃 州 覺 蔵 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 四

本 願 聖 覺 蔵 　 　 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 五

本 願 塾 覺 蔵 　 　 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 三 十 六

本 願 聖 覺 蔵 一　 　 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 七

本 願 聖 覺 蔵 　 　 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 人

本 願 聖 覺 蔵 　 　 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 二 十 九

本 願 聖 覺 蔵 　 　 　 　 　 　 右 筆 讃 州 野 原 善 海

大 般 若 波 羅 蜜 多 経 谷 第 五 百 三 十

應 永 十 九 暦 卯 月 六 日 於 営 宮 書 痛 黒

本 願 聖 人 覺 蔵

右 筆 讃 州 野 原 無 量 壽 院 之 善 海

法 集 経 容 第 一

右 筆 讃 州 野 原 無 量 壽 院 住 僧 佛 子 善 海

一 校 畢 、

法 集 経 谷 第 二

右 筆 讃 州 野 原 住 金 剛 佛 子 善 海

一 校 暴

烏 有 愧 縛 定 尼 、

法 集 経 谷 第 二

應 永 十 九 年 文 人 三 日 、 任 筆 書 畢 、

右 筆 讃 州 野 原 無 量 壽 院 住 善 海

一 校 黒

法 集 経 谷 第 四

覆 黒

應 永 十 九 年 文 人 人 日 、 任 本 染 筆 了 、

讃 州 野 原 住 金 剛 執 善 海

法 集 経 谷 第 五

應 永 十 九 年 文 人 十 一 日 、 任 本 染 筆 了 、

金 剛 佛 子 勤 息 善 海 讃 州

一 校 筆 、

法 集 経 谷 第 六
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應 永 十 九 年 二 月 十 三 日 書 痛 畢 、

右 筆 繹 伽 癒 異 金 資 善 海
本 願 覺 蔵

一 校 畢 、

観 察 諸 法 行 経 谷 第 一
右 筆 讃 州 野 原 無 量 壽 院 善 海

一 校 畢 、

観 察 諸 法 行 経 谷 第 二

應 永 十 九 年 卯 月 十 六 日 書 篤 畢 、

右 筆 讃 州 野 原 住 善 海

一 校 畢 、

観 察 諸 法 行 経 谷 第 二

一 校 畢 、

應 永 十 九 年 卯 月 十 八 日 書 畢 、

右 筆 讃 州 野 原 無 量 壽 院 住 善 海

観 察 諸 法 行 経 谷 第 四

一 校 畢 、

應 永 十 九 天 卯 月 晦 日 書 篤 畢 、

右 筆 讃 州 野 原 無 量 壽 院 金 剛 資 善 海

『 増 補 三 代 物 語 』 　 　 《 阪 口 友 太 郎 編 纂 》

○ 無 量 寿 院 　 紫 山 随 願 寺 　 宣 （ 言 宗 　 一 爪 都 御 室 仁 和 寺 末 寺 　 在 野 方 町 　 法 華 宗 大 乗 寺 跡 と 云 　 天

平 年 中 行 基 来 　 問 民 之 所 疾 苦 　 対 日 　 昔 在 景 行 帝 時 　 海 中 有 大 魚 　 忽 起 洪 濤 覆 舟 食 人 　 帝

深 憂 之 　 辺 勅 皇 子 倭 武 尊 殺 之 （ 事 詳 見 後 ） 　 爾 来 風 雨 不 和 　 水 早 疾 疫 存 禁 　 占 之 大 魚 為 祟

於 是 行 基 　 欲 卜 地 建 寺 以 追 福 安 其 霊 央 適 々 過 坂 田 室 山 下 　 忽 無 量 寿 仏 瑞 現 　 紫 雲 覆 其 上

適 建 寺 於 其 地 　 自 造 無 量 寿 仏 像 安 之 　 為 大 魚 之 追 薦 焉 　 又 住 々 海 浜 立 魚 霊 堂 祀 之 　 自 斯 之

後 　 邦 内 又 安 年 穀 大 稔 央 　 一 説 国 　 光 明 皇 后 （ 大 織 冠 之 女 也 ） 　 請 子 行 基 而 創 此 寺 云

嵯 峨 帝 時 　 空 海 来 此 寺 　 大 聖 観 世 音 　 無 大 持 明 仙 倶 説 法 　 空 海 聴 之 嘆 異 焉 　 遂 詣 閉 奏 営 真

言 語 院 　 而 祈 震 群 之 泰 吐 　 香 川 郡 諸 密 場 並 隷 此 寺 　 貞 観 中 藤 原 朝 臣 重 秀 　 奉 勅 来 会 見 群 児

嬉 戯 　 有 一 童 子 相 之 不 凡 　 紫 雲 一 片 覆 其 上 　 問 之 此 邑 人 秦 氏 之 子 也 遂 出 家 為 聖 宝 尊 師 弟 子

所 謂 観 賢 僧 正 是 也 （ 小 宇 阿 古 麿 ） 山 号 原 号 宝 照 　 以 数 有 紫 雲 瑞 現 　 因 改 号 紫 山 　 観 賢 　 増

差 口 　 増 咋 　 宥 範 　 増 宣 之 諸 僧 正 　 相 継 而 住 持 綸 旨 尚 存 　 讃 岐 七 壇 議 所 之 一 　 而 壮 麗 奇 観 冠

於 南 国 央 　 聖 武 　 延 喜 　 朱 雀 　 村 上 　 嵯 峨 　 後 嵯 峨 　 後 花 園 　 亀 山 　 諸 帝 王 最 帰 依 此 寺

蔵 名 器 霊 宝 　 有 院 宣 及 信 施 之 法 具 　 事 詳 有 縁 起 　 天 正 之 乱 　 賊 徒 将 焚 伽 藍 　 不 動 明 王 忽 自

護 摩 堂 趨 出 而 救 火 　 賊 徒 大 畏 而 逃 去 　 因 称 日 趨 出 不 動 　 空 海 所 造 也 　 中 葉 遷 寺 於 中 ノ 村

又 徒 人 輪 島 即 今 城 地 也 　 又 及 生 駒 親 正 築 城 於 之 地 　 遷 諸 船 室 地 　 至 今 呼 其 地 曰 壇 議 所 　 又

遷 城 南 （ 浄 願 寺 前 御 長 屋 地 ） 　 五 六 転 遷 不 安 其 居 　 正 保 中 徒 於 今 地 　 辺 法 華 宗 大 乗 寺 逃 也

子 時 有 台 命 禁 不 受 不 施 　 大 乗 寺 僧 固 執 不 屈 　 故 逐 其 僧 廃 寺 　 遂 以 邦 命 遷 此 寺 於 其 述 云

ｌ ｏ ω ｌ



○ 霊 宝 什 物 如 左

本 尊 無 量 寿 仏 （ 長 三 尺 行 基 作 ） 　 薬 師 如 来 　 聖 観 音 菩 薩 　 趨 出 不 動 （ 並 弘 法 大 師 作 ） 　 四 天

王 （ 源 光 院 寄 附 ） 　 聖 観 音 （ 雲 慶 作 ） 　 十 一 面 観 音 （ 仏 師 春 日 作 ） 　 地 蔵 菩 薩 （ 恵 心 作 ） 　 弥

勃 　 愛 染 　 弘 法 大 師 　 観 賢 僧 正 像 （ 並 作 者 不 知 ） 　 不 動 　 虚 空 蔵 　 出 山 釈 迦 　 弥 勒 　 毘 沙 門

梵 天 　 日 天 　 月 天 　 真 言 十 六 祖 （ 十 六 幅 　 以 上 並 増 咋 作 ） 　 同 人 祖 （ 大 幅 　 七 幅 弘 　 法 画 　 弘

法 一 幅 増 昨 画 ） 　 正 面 弥 陀 　 文 珠 （ 並 土 佐 将 監 画 ） 　 涅 槃 像 　 十 王 　 観 音 （ 並 唐 画 公 子 行 ）

金 胎 大 日 種 子 （ 二 幅 覚 鍍 書 ） 　 不 動 （ 同 上 ） 　 不 動 （ 金 岡 画 ） 　 右 剣 左 剣 不 動 （ 二 幅 ） 　 不

動 （ 並 妙 沢 画 ） 　 十 二 天 　 金 胎 曼 茶 羅 　 金 剛 薩 妊 　 般 若 菩 薩 （ 並 唐 画 思 恭 ） 　 弥 陀 （ 恵 心 画 ）

不 動 （ 弘 法 画 ） 　 一 ハ 字 名 号 （ 弘 法 書 ） 　 弘 法 大 師 （ 智 証 画 ） 　 仏 舎 利 （ 智 証 請 来 ） 　 五 大 明

王 　 金 部 五 種 鈴 　 四 面 大 黒 　 玉 幡 二 枚 （ 並 光 仁 帝 蔵 ） 　 法 華 経 一 部 （ 聖 武 帝 与 光 明 皇 后 書 写

蔵 　 後 菅 家 傍 加 国 字 ） 　 蓮 糸 弥 陀 三 尊 曼 茶 羅 （ 中 将 姫 繊 ） 　 地 蔵 （ 雪 舟 画 ） 　 天 神 像 （ 仁 和

中 菅 家 守 此 邦 　 援 々 遊 此 寺 与 住 持 相 善 　 子 時 菅 家 寓 同 郷 橋 詰 館 　 今 其 墟 日 天 神 領 　 俗 日 橋

詰 御 殿 　 及 其 去 也 　 自 画 其 像 留 之 　 因 国 之 時 　 同 郷 有 森 出 羽 者 　 掠 此 像 　 其 女 嫁 小 豆 島 一象

家 因 斉 此 像 　 其 家 存 有 怪 　 占 之 菅 神 為 祟 　 於 是 蔵 此 像 子 某 寺 　 其 像 以 夢 故 遂 遷 此 寺 ）

両 部 曼 茶 羅 （ 増 善 僧 正 画 ） 　 一 二 千 仏 像 （ 三 幅 各 一 千 仏 　 十 二 月 七 日 仏 名 会 ） 　 十 二 仏 　 愛 染

愛 宕 本 地 像 　 雨 宝 童 子 　 荒 神 （ 以 上 並 名 画 　 不 知 何 人 之 所 画 ） 　 王 義 之 筆 蹟 （ 以 竹 織 之 　 或

日 　 晋 時 未 有 今 体 之 詩 未 審 　 然 其 書 不 凡 　 江 都 開 帳 時 　 佐 々 木 玄 竜 写 時 年 十 二 ） 　 妙 印 妙 一

部 八 十 巻 （ 先 住 宥 範 僧 正 著 ） 　 僧 正 中 移 転 於 善 通 寺 　 後 還 遷 化 此 寺 　 事 詳 見 人 宮 縁 起 　 応 永

中 増 昨 僧 正 住 持 　 応 仁 中 増 善 僧 正 住 持 　 並 有 其 券 　 文 明 中 増 専 法 印 住 持 有 綸 旨 　 寺 領 六 十

石 　 在 山 田 郡 六 条 　 　 　 　 　 △ 一 宗 触 頭

○ 無 量 寿 院 跡 　 在 室

『 讃 岐 國 名 勝 図 会 』 　 　 《 松 原 秀 明 編 集 ・ 角 川 圭 居 発 行 Ｆ 本 名 所 風 俗 図 含 十 四 》

無 量 寿 院 　 （ 同 所 に あ り 。 紫 山 随 願 寺 。 往 古 七 談 議 所 の 一 な り 。 真 言 宗 、 京 都 仁 和 寺 末 寺 ）

寺 領 五 十 三 石 三 斗 。

本 堂 、 本 尊 正 観 音 （ 弘 法 大 師 作 ） 護 摩 堂 ， 不 動 明 王 （ 興 教 大 師 作 。 走 り 出 の 不 動 ま た 鼠

突 の 不 動 と も 云 ふ ）

薬 師 堂 （ 薬 師 如 来 、 弘 法 大 師 作 。 箆 原 薬 師 と い へ り 。 阿 弥 陀 如 来 、 行 基 大 士 作 。 十 一 面

観 音 、 仏 師 春 日 作 。 大 日 如 来 ・ 地 蔵 尊 、 並 び に 聖 徳 太 子 御 作 ） 聖 天 堂 　 客 殿 （ 阿 弥 陀 如 来 、

覚 鍛 上 人 作 。 不 動 尊 、 同 作 ） 経 蔵 （ 本 尊 大 日 如 来 、 鑑 真 和 尚 作 ） 地 蔵 堂 （ 石 像 ） 鎮 守 社 （ 一

宮 大 明 神 ・ 蘇 葉 倶 羅 明 神 ・ 秋 葉 大 権 現 。 荒 神 ）

菅 神 （ 御 自 筆 。 仁 和 年 中 、 菅 丞 相 当 国 御 任 国 の と き 、 香 川 元 茂 と い ふ 者 当 寺 の 由 緒 申 し

上 げ し か ば 、 ン 」 の 寺 に 七 日 参 籠 し 、 そ の 時 傍 の 池 水 を 鑑 と し て 自 ら 写 し た ま ふ 所 の 真 影 な り 。

当 寺 無 住 の 時 所 在 を 失 す 。 そ の の ち 小 豆 島 草 加 部 の 村 長 江 田 与 一 左 衛 門 祐 長 の 手 に 入 り し か

ど 、 霊 夢 を か う ぶ り し こ と あ り て 当 寺 に 返 す 。 貞 享 二 年 五 月 の 事 な り 。 江 田 与 一 左 衛 門 う ら

書 き あ り ）

寺 記 曰 く 、 行 基 菩 薩 は じ め こ の 寺 を 坂 田 郷 室 山 の 麓 に 創 建 し 紫 雲 山 随 願 寺 と い ふ 。 弘 法

― 〇 『 ―



大 師 の と き 修 造 し て 七 談 議 所 の 一 と な し 壮 厳 の 大 伽 藍 な り 。 白 河 法 皇 の 特 勅 に て 興 隆 あ り し

ゆ ゑ 、 大 治 四 年 崩 御 の の ち 住 持 覚 道 奏 請 し て 陵 を 築 き て 歳 時 に 薦 福 の 勤 め 怠 ら ざ り け る 。 今

中 村 菅 神 の 社 西 南 野 中 に あ り 。 亀 山 天 皇 こ の 寺 を 興 復 あ り 。 嘉 元 三 年 崩 御 の の ち 、 こ の 陵 を

も 築 き て 追 福 怠 ら ざ り け る 。 今 石 清 尾 社 頭 を 陵 跡 と い ふ 。 同 社 亀 山 廟 の 額 今 な ほ 存 す 。 宥 範

僧 正 当 時 住 職 の と き 、 安 祥 寺 の 法 流 を 伝 ふ 。 妙 祥 の 末 弟 是 昨 は 『 妙 印 抄 』 一 冊 の み を 持 ち 去

り 、 人 十 巻 の 抄 こ の 寺 に 伝 へ た り 。 元 徳 二 年 に そ の 功 な り た り と い ふ 。 三 年 善 通 寺 に 移 転 し

て 東 北 院 を 造 営 あ り 。 観 応 三 年 寂 す 。 応 安 四 年 、 贈 僧 正 の 宣 旨 を た ま へ り 。 増 昨 僧 正 は 大 内

郡 虚 空 蔵 院 と 当 寺 の 職 務 な り 。 当 寺 は 三 宝 院 憲 深 方 の 法 流 を つ た へ 、 虚 空 蔵 院 は 義 能 方 の 法

流 を 伝 ふ 。 文 明 十 二 年 九 月 人 島 寺 開 帳 の と き 、 細 川 守 護 代 と 寒 川 氏 Ｌ 権 威 を あ ら そ ひ 合 戦 に

及 び 、 人 栗 寺 お よ び 山 田 郡 の 数 寺 当 寺 に 属 す る 事 、 寒 川 郡 宝 蔵 院 の 記 に み え た り （ 今 按 ず る

に 、 文 明 五 年 二 月 山 為 宗 全 卒 、 一 ハ 月 勝 元 卒 。 そ の の ち 両 家 和 ぼ く と な り 京 師 は 静 誰 な れ ど も 、

政 元 幼 年 ゆ ゑ 家 老 権 威 を あ ら そ ひ 、 僧 法 師 ま で 武 事 に あ づ か り し と み え た り ） 。 当 寺 坂 田 郡 に

あ り し は 文 明 の 記 に 分 明 な り 。 今 そ の 地 に 寺 跡 の 名 を 呼 べ り 。 天 文 の こ ろ 天 下 一 統 乱 国 に な

り 、 僧 法 師 ま で 兵 具 を た づ さ へ 領 主 援 兵 を 出 だ せ し 事 あ り 。 そ の の ち 兵 火 に か か り 人 輪 島 ヘ

う つ る 、 今 の 城 地 こ れ な り 。 天 正 年 中 西 の 方 へ 寺 を 移 す 、 今 の 御 舟 蔵 こ れ な り 、 談 議 所 と い

ふ 。 塔 頭 吉 祥 寺 ・ 蓮 花 寺 は 今 に の こ れ り 。 明 暦 二 年 中 村 に う つ る 、 浄 願 寺 東 南 、 今 の 御 長 屋

地 こ れ な り 。 寛 文 七 年 ま た 今 の 地 に う つ る 、 こ の 地 は 法 華 宗 大 乗 寺 の あ と な り 。

末 寺 六 ヶ 寺 、 そ の 所 に 出 だ す 。

宝 物 ○ 法 華 経 （ 人 巻 、 光 明 皇 后 御 筆 。 半 は 聖 武 天 皇 震 翰 、 天 皇 御 寄 附 。 菅 丞 相 当 国 御 任

国 の 時 和 点 を 加 へ た ま ふ 、 希 代 珍 物 な り ） 阿 弥 陀 三 尊 蓮 曼 茶 経 （ 中 将 姫 、 御 髪 と 蓮 糸 と を 以

て お り た ま ふ ゆ ゑ に は す の ま ん だ ら と い ふ ） 五 大 尊 （ 弘 法 大 師 筆 な ら び に 嵯 峨 天 皇 御 寄 附 ）

灌 頂 道 具 そ の 外 仏 器 十 一 種 （ 金 銅 舎 利 塔 、 仏 舎 利 一 顆 並 び に 同 御 寄 附 ） 仏 舎 利 （ 智 證 大 師 将

、 来 ） 阿 錢 二 宇 （ 興 教 大 師 筆 ） 真 言 人 祖 次 第 （ 弘 法 大 師 筆 ） 弘 法 大 師 像 　 真 言 伝 法 十 六 祖 （ 並

び に 増 昨 僧 正 筆 ） 不 動 明 王 （ 弘 法 大 師 筆 ） 弘 法 大 師 （ 智 證 大 師 筆 。 智 證 帰 朝 の の ち 仏 舎 利 一

顆 を そ へ こ の 寺 の 御 影 堂 に を さ む ） 滝 見 観 音 （ 金 岡 筆 ） 大 木 屑 不 動 尊 （ 弘 法 大 師 作 ） 愛 宕 本

地 （ 覚 鍍 上 人 筆 ） 愛 染 明 王 （ 聖 宝 僧 正 筆 ） 股 若 心 経 （ 弘 法 大 師 筆 ） 阿 弥 陀 如 来 （ 恵 心 僧 都 筆 ）

不 動 明 王 （ 弘 法 大 師 筆 。 増 昨 僧 正 所 持 ） 同 （ 妙 沢 筆 ） 虚 空 蔵 尊 （ 増 昨 僧 正 筆 ） 弘 法 大 師 十 王

図 （ 十 幅 ） 十 二 天 （ 並 び に 同 筆 ） 文 殊 菩 薩 （ 土 佐 将 監 筆 ） 不 動 明 王 （ 弘 法 大 師 筆 ） 十 二 仏 （ 金

岡 筆 ） 地 蔵 尊 （ 雪 舟 筆 ） 御 経 斜 （ 伝 教 大 師 筆 ） 当 寺 縁 起 （ 良 純 法 親 王 御 筆 ） 灌 頂 教 曼 茶 羅 （ 増

専 僧 正 筆 ） 大 日 経 妙 印 抄 八 十 巻 （ 宥 範 僧 正 自 筆 ） 阿 弥 陀 （ 恵 心 僧 都 筆 ） 不 動 尊 （ 二 幅 、 観 賢

僧 正 筆 。 増 昨 僧 正 筆 ） 菅 神 講 式 （ 世 尊 寺 行 能 卿 筆 ） 大 般 若 経 （ 全 部 、 奥 書 あ り 、 左 に 記 す ）

大 般 若 経 奥 書 曰 く 、
一 校 了 正 繕 輔 酌 脚 牌 封 吋

文 安 三 丁 卯 七 五

住 持 増 専 僧 正 宣 旨 写

文 明 五 年 七 月 七 日 　 ↓ 昌 日

法 印 増 専

宣 任 権 僧 正
蔵 人 右 近 衛 権 中 将 藤 原 公 兼 奉
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大 永 年 中 の 綸 旨 こ れ を 略 す 。

当 寺 に 賜 ふ 女 房 本 書 写

御 嘉 れ い の く わ ん し ゆ ま ゐ り め で た く 覚 し め し 候

わ た く し へ も め で た く い た だ き ま ゐ ら せ そ ろ 　 か し く

そ の 余 、 仏 像 。 書 画 あ ま た あ り と い へ ど も 一 々 挙 ぐ る に い と ま あ ら ず 。

『 紫 山 随 願 寺 無 量 壽 院 の 記 』 《 手 塚 霊 巖 編 朝 。 無 量 壽 院 保 存 會 事 務 所 》

抑 も 営 院 は 人 皇 四 十 五 代 聖 武 天 皇 の 御 宇 天 平 十 一 年 、 行 基 菩 薩 の 開 基 し 給 ひ し 所 な り 。 是 よ り

先 き 人 皇 十 二 代 景 行 天 皇 の 御 宇 、 　 一 大 悪 魚 あ り て 船 を 覆 へ し 人 を 食 ひ 、 四 囲 の 近 海 を 荒 す こ と

頻 々 と し て 、 海 上 の 往 末 危 険 極 り な し 。 天 皇 之 を 聞 召 し て 深 く 震 襟 を 悩 ま し 給 ひ 悪 魚 退 治 の 大

命 を 小 碓 皇 子 の 息 、 霊 公 に 下 し 給 ふ 。 霊 公 命 を 寿 し て 讃 岐 に 下 向 し 、 苦 心 惨 惰 終 に 之 を 誅 妖 す 。

天 皇 霊 公 の 武 勇 絶 倫 に し て 能 く 大 命 を 全 く し た る を 賞 し て 讃 岐 を 賜 ひ し か ば 、 霊 公 讃 岐 に 止 住

す 、 世 之 を 讃 留 霊 王 と 橋 す 。 是 よ り 高 民 初 め て 安 堵 の 思 を な す 。 然 る に 悪 魚 の 怨 念 首 國 に 崇 り

を な し 、 比 年 風 雨 順 を 失 ひ 五 穀 賞 ら ず 國 中 の 人 民 苦 し む こ と 年 久 し か り き 。 行 基 菩 薩 首 國 行 化

の 時 此 事 を 聞 き 、 我 れ 一 寺 を 建 立 し て 此 災 狭 を 排 ひ 、 人 民 の 苦 患 を 除 か ん と 決 心 し 、 各 所 を 踏

査 し て 地 理 を 検 す 。 偶 々 一 人 の 老 翁 あ り 菩 薩 に 告 て 曰 く 、

是 よ り 東 方 に 営 り て 山 あ り 賓 照 山 と 名 く 、 山 北 の 海 邊 に 不 思 議 の 地 あ り 人 輪 嶋 と 縛 す 、 常

に 地 中 よ り 光 明 を 放 ち 山 上 に は 紫 雲 霰 く 、 雲 中 に 阿 爾 陀 如 束 示 現 し 無 量 の 書 薩 、 明 王 、 龍

神 等 に 国 続 せ ら れ て 微 妙 の 法 を 説 く 、 輸 王 輪 賓 に 乗 じ て 束 御 し 、 佛 足 を 頂 祀 し て 説 法 を 聴

聞 す 、 時 に 天 照 大 神 輪 王 の 聞 法 を 知 ろ し め し 諸 神 を 徒 へ て 亦 た 聞 法 の 座 に 列 な り 給 ふ 。 彼

の 輪 賓 に 人 輻 輪 あ り 故 に 其 止 ま る 所 を 人 輪 嶋 と 云 ふ 、 我 れ 親 た り 此 奇 瑞 を 見 た り 今 貴 僧 の

尋 ぬ る 霊 地 此 所 に 過 ぎ た る は な し 、 速 に 伽 藍 を 建 立 し て 願 望 を 遂 げ 給 ヘ

と 、 菩 薩 即 ち 其 地 に 赴 き 山 上 に 登 り て 見 給 ふ に 、 其 姦 祥 奇 瑞 質 に 老 翁 の 言 の 如 し 。 是 に 於 て 爾

陀 三 尊 の 姦 像 を 勘 請 し 、 悪 魚 怨 念 の 退 散 を 祈 ら れ し に 、 果 し て 其 瞼 あ り て 風 雨 時 に 順 ひ 百 穀 豊

熟 し 、 人 民 喜 ぶ こ と 限 り な し 。 菩 薩 状 を 具 し て 此 の 顛 末 を 天 皇 に 奏 聞 し け る に 叡 感 斜 な ら ず 、

伽 藍 造 管 の 勅 許 を 下 し 給 ひ 、 ユ つ 金 光 明 経 、 仁 王 経 、 法 華 経 井 に 賓 照 山 、 無 量 壽 院 、 随 願 寺 の

三 額 を 御 寄 附 あ ら せ ら れ し を 以 て 、 直 に 土 木 の 工 を 起 し 佛 閣 僧 坊 日 な ら す し て 竣 功 す 、 こ れ 営

院 の 濫 協 な り 。

此 の 人 輪 嶋 と は 即 ち 稲 荷 山 の 嶺 よ り 栗 林 村 宮 脇 村 の 終 名 な れ ば 、 現 今 高 松 市 の 所 在 地 が 箆 原 の

庄 と 補 し 、 商 目 荒 家 た る 一 漁 村 た り し 時 よ り も 尚 ほ 已 前 の 地 名 な れ ば 、 之 に 依 り て 営 院 が 如 何

に 古 き 関 係 を 首 地 に 有 す る か を 知 る べ く 、 又 た 営 地 開 稜 の 動 機 が 遠 く 首 院 造 管 の 昔 時 に 前 せ る

を 知 る こ と を 得 べ し 。

其 後 嵯 峨 天 皇 の 弘 仁 年 間 、 宗 祖 弘 法 大 師 首 院 に 錫 を 留 め 、 大 聖 観 世 音 菩 薩 井 に 金 剛 力 士 及 び 現

在 千 佛 の 尊 像 を 造 り て 安 置 供 養 し 給 ひ 、 ュ 又 固 記 、 秘 記 、 縁 記 の 三 巻 を 製 作 し て 此 霊 地 の 殊 勝

な る 旨 を 記 述 し 、 以 て 天 皇 に 奏 聞 し 給 ひ し か ば 深 く 叡 信 あ ら せ ら れ 、 爾 陀 三 尊 の 曼 茶 羅 一 軸 井

に 五 種 鈴 、 四 面 器 等 の 佛 器 を 御 寄 附 し 給 ひ 、 剰 へ 勅 願 所 と し て 又 た 員 言 俸 法 の 談 議 所 と し て 、
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賓 詐 延 長 の 祈 願 を な し 之 を 永 世 の 恒 規 と す べ き 宣 旨 を 下 し 賜 ふ に 至 れ り 。 首 院 を 談 議 所 と 橋 す

る は こ れ が 烏 な り 。

天 皇 御 寄 附 の 曼 茶 羅 及 び 佛 器 は 幸 に し て 現 存 す れ ど も 、 弘 法 大 師 御 製 作 の 国 記 秘 記 縁 記 の 二 巻

は 、 何 れ の 世 に 紛 失 し た り け む 今 は 存 せ ず 、 賞 に 惜 む べ き の 至 り な り 。 然 れ ど も 現 今 首 院 所 蔵

の 縁 起 は 此 の 三 巻 に 依 り て 記 述 し た る も の な れ ば 、 之 を 讀 ま ば 又 以 て 其 大 要 を 知 る こ と を 得 ベ

し 。
天 地 麗 氣 記 に 依 れ ば 、 光 孝 天 皇 の 仁 和 年 中 菅 原 道 賞 公 営 國 在 任 の 時 香 川 元 茂 公 に 告 ぐ る に 営 院

創 建 の 由 爽 を 以 て す 、 公 之 を 聞 き 然 ら ば 我 れ 試 む る こ と あ り と て 、 七 日 間 営 院 に 参 籠 し 、 本 尊

の 賓 前 に 於 い て 至 心 に 祈 請 せ し か ば 、 霊 瞼 空 し か ら ず し て 心 願 成 就 せ り 。 公 深 く 之 に 感 じ 附 近

の 池 水 に 姿 を 映 つ し 、 之 を 摸 痛 し て 首 院 に 奉 納 し 、 且 つ 聖 武 天 皇 御 寄 附 の 法 華 経 に 訓 離 を 加 ヘ

ら る 。 比 経 今 現 に 首 院 に 耐 蔵 す 、 賞 に 天 下 無 比 の 霊 賓 な り と 謂 ふ べ し 。 管 公 奉 納 の 影 像 は 何 れ

の 時 に 紛 失 し た り け む 所 在 明 か な ら ざ る こ と 年 久 し か り し が 、 幌 韓 し て 小 豆 郡 草 加 都 村 江 田 典

左 衛 門 祐 長 の 家 に 蔵 せ り 、 然 る に 貞 享 三 年 祐 長 霊 夢 の 告 を 蒙 り 、 終 に 之 を 首 院 に 奉 納 し 今 日 に

至 る 迄 首 院 に 磁 蔵 す 、 洵 に 奇 異 の こ と な ら ず や 。

宇 多 天 皇 は 深 く 弘 法 大 師 の 霊 徳 と 員 言 宗 の 法 門 と を 御 信 仰 あ ら せ ら れ 、 賓 算 二 十 一 歳 に し て 位

を 皇 太 子 に 譲 り 、 本 覺 大 師 を 戒 師 と し て 員 言 宗 の 出 家 と な り 、 父 君 光 孝 天 皇 の 御 本 願 に 依 り て

建 立 せ る 仁 和 寺 に 入 ら せ 給 ふ 、 是 れ 即 ち 寛 平 法 皇 な り 。 首 院 初 代 の 住 職 た る 観 賢 僧 正 、 営 院 由

緒 の 神 霊 な る 所 以 を 法 皇 に 奏 上 し け る に 、 直 に 御 祈 願 所 の 勅 宣 を 下 し 賜 へ り 。

朱 雀 天 皇 の 承 平 元 年 法 皇 賓 算 六 十 一 歳 に し て 崩 御 し 給 ふ や 、 天 皇 は 法 皇 と 観 賢 僧 正 と の 道 交 湊

か ら ざ り し た こ と を 追 憶 し 給 ひ 、 御 陵 を 首 院 に 築 き 本 る べ き の 宣 旨 を 下 し 賜 ひ し を 以 て 、 謹 て

之 を 室 山 の 傍 な る 観 賢 僧 正 の 廟 所 と 相 並 べ て 築 き 奉 り 、 毎 年 七 月 十 九 日 巌 粛 に 御 追 福 を 祈 り 奉

れ り 。 特 に 承 平 七 年 は 法 皇 の 七 周 年 御 忌 と 観 賢 僧 正 の 十 二 回 忌 と に 営 り し か ば 、 同 年 七 月 十 九

日 勅 使 下 向 し て 御 菩 提 を 祈 り 旦 つ

延 喜 の 帝 は 高 野 大 師 に 法 衣 を 贈 れ り 朕 何 ぞ 観 賢 に 送 ら ざ ら ん や と の 勅 書 に 一 襲 の 紫 衣 を 添

へ て 観 賢 僧 正 の 廟 所 に 下 し 賜 へ り 。 僧 正 の 面 目 、 寺 門 の 光 榮 、 何 物 か 之 に 過 ぎ ん や 。 初 め 栗 林

公 園 附 近 一 帯 の 山 は 之 を 賓 照 山 と 橋 せ し が 、 行 基 菩 薩 登 臨 の 時 紫 雲 穀 き し を 以 て 紫 雲 山 と 改 橋

せ り 、 然 る に 今 回 紫 衣 御 下 賜 の 恩 典 を 辱 う し た る に 依 り 、 此 の 光 柴 を 後 世 に 紀 念 せ ん が 烏 め に 、

改 て 紫 山 と 琥 す 。

観 賢 僧 正 は 首 院 初 代 の 住 職 に し て 、 弘 法 大 師 四 世 の 法 孫 な り 。

俗 姓 は 秦 氏 、 香 川 郡 阪 田 村 の 人 な り 。 或 る 年 聖 賓 尊 師 （ 勅 論 理 源 大 師 ） 讃 岐 下 向 の 時 、 路

傍 の 水 を 掬 し て 手 を 洗 ふ 、 偶 々 其 邊 り に 見 童 敷 輩 遊 戯 し つ ゝ あ り し が 、 　 一 人 の 童 子 尊 師 に

謂 て 曰 く 其 水 は 不 浄 な り と 、 尊 師 答 て 曰 く 諸 法 に 浄 不 浄 な し と 、 童 子 言 下 に 反 問 し て 曰 く

若 し 浄 不 浄 な く ん ば 何 ぞ 手 を 洗 ふ の 要 あ ら ん や と 。 學 徳 廉 備 の 尊 師 も 其 道 理 あ る 反 間 に 屈

服 し て 一 語 な く 、 熟 々 其 顔 貌 を 見 る に 聰 明 英 智 の 相 あ り 、 因 て 父 母 に 請 う て 京 都 に 携 へ 掃

り 弟 子 と な す 、 是 れ 即 ち 観 賢 僧 正 な り 。 鳴 呼 栴 檀 は 二 葉 よ り 香 し く 蛇 は 一 寸 に し て 人 を 呑

む の 概 あ り 。 後 年 宇 多 、 醍 醐 雨 帝 の 御 掃 依 を 辱 う し 、 學 徳 一 世 に 冠 絶 せ し 僧 正 は 、 幼 少 の

時 既 に 其 器 の 非 凡 な り し こ と 比 の 如 し 。 補 長 し て 書 を 讀 む に 其 強 記 常 人 の 企 て 及 ぶ 所 に あ

ら ず 。 深 く 密 教 を 研 究 し 兼 て 三 論 の 教 義 を 學 び 、 共 に 其 蘊 奥 を 極 む 。 寛 平 七 年 聖 賓 尊 師 に

就 て 偉 法 灌 頂 を 受 け 、 新 に 般 若 寺 を 建 立 し て 大 に 教 法 を 開 演 す 。 又 た 屡 々 南 都 興 福 寺 の 維

摩 會 の 講 師 を 勤 め 、 盛 名 遠 近 に 高 し 。 昌 泰 三 年 仁 和 寺 の 別 営 と な り 、 延 喜 九 年 東 寺 の 長 者
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と な り て 一 宗 を 統 御 す 。 同 十 年 東 寺 の 御 影 供 を 修 業 す 、 天 皇 勅 し て 永 世 の 恒 規 と な し 給 ふ 。

同 十 四 年 夏 早 す 、 天 皇 僧 正 に 勅 を 下 し 、 神 泉 苑 に 於 て 孔 雀 経 の 磁 法 を 修 せ し め 給 ふ 、 第 二

口 に 至 り て 甘 雨 大 に 降 る 天 皇 叡 感 斜 な ら ず 厚 く 之 を 賞 し 給 ふ 。 此 年 石 山 寺 に 住 す 。 同 十 九

年 醍 醐 寺 の 座 主 と な る 、 此 職 僧 正 を 以 て 晴 矢 と す 。 同 □ 十 一 年 某 夜 、 宗 祖 遍 照 金 剛 天 皇 の

御 夢 に 入 り て 奏 し て 曰 く 、 吾 が 法 衣 弊 朽 す 願 く ば 之 を 忘 み 給 へ と 。 天 皇 覺 め て 後 深 く 之 を

感 銘 し 給 ひ 、 直 に 新 衣 一 襲 を 調 製 し 、 僧 正 を 廟 使 と し て 之 を 高 野 山 に 送 ら し め 給 ふ 。 僧 正

勅 を 奉 じ て 登 山 し 、 定 窟 を 開 き し に 雲 霧 阪 朧 と し て 尊 容 を 拝 す る こ と 能 は ず 。 大 に 断 愧 し

て 罪 障 を 懺 悔 し 至 心 に 祈 願 す る こ と 少 時 、 感 應 空 し か ら ず 雲 霧 漸 く 晴 れ て 尊 容 此 に 現 は る 。

恭 し く 之 を 拝 す れ ば 騒 髪 長 く 韮 れ て 地 に 至 る 、 因 て 之 を 剃 り 法 衣 を 更 へ 奉 る 、 こ れ 御 衣 更

の 濫 協 な り 。 此 時 天 皇 宗 祖 に 弘 法 大 師 の 論 琥 を 賜 ふ 、 蓋 し 僧 正 の 奏 請 に 基 く も の な り 御 衣

更 の 際 弟 子 淳 祐 傍 に 在 り し に 而 か も 宗 祖 の 尊 容 を 拝 す る こ と 能 は ず 僧 正 乃 ち 淳 祐 の 手 を 執

り て 定 鵬 を 摸 索 せ し め ら る 。 後 に 至 る 迄 其 手 の 香 氣 亦 々 と し て 失 せ ず 、 故 に 淳 祐 を 香 の 僧

正 と 構 し 、 其 手 篤 せ し 経 典 を 合 の 聖 教 と 橋 す 。 同 年 高 野 山 の 座 主 を 兼 任 す 。 延 長 二 年 僧 正

に 進 み 、 此 年 六 月 十 一 日 晏 然 と し て 寂 す 年 七 十 三 。 僧 正 奢 は す 所 の 書 、 不 動 略 次 第 一 巻 、

五 大 力 秘 癬 一 巻 、 五 大 明 王 義 一 巻 、 如 意 輪 次 第 一 帖 、 文 珠 次 第 一 巻 、 胎 蔵 次 第 一 巻 、 阿 眉

駄 密 記 一 帖 、 神 供 次 第 一 巻 、 結 縁 灌 頂 私 記 一 巻 、 大 疏 妙 四 巻 、 水 歓 喜 天 次 第 一 巻 、 三 摩 耶

戒 式 一 巻 、 後 七 日 由 緒 作 法 一 巻 等 あ り 。

其 他 醍 醐 、 村 上 、 白 河 、 後 嵯 峨 、 亀 山 、 後 花 園 等 の 聖 帝 相 縫 で 首 院 を 御 信 仰 あ ら せ ら れ 、 勅 旨 、

院 宣 、 官 符 等 を 下 し 賜 ひ し こ と 一 再 に あ ら ず 。 就 中 白 河 天 皇 は 伽 藍 興 隆 の 詔 勅 を 下 し 給 ひ 、 叡

信 殊 に 篤 く ま し ま せ し を 以 て 、 大 治 四 年 七 月 七 日 崩 御 あ ら せ ら る ゝ や 、 首 時 の 寺 務 法 印 覺 道 上

人 奏 請 し て 御 陵 を 築 き 御 菩 提 を 祈 り 奉 る 。 宥 範 上 人 の 夜 心 求 法 記 に 北 天 神 の 社 よ り 未 申 二 丁 計

り に 首 つ て 御 陵 あ り と 云 へ る も の 即 ち 是 な り 。 思 ふ に 是 れ 現 今 首 市 中 野 天 神 の 社 よ り 未 申 の 方

位 に 首 れ る 十 番 町 の 白 河 塚 な る も の な る べ し 。 即 ち 大 護 寺 よ り 西 方 約 一 丁 を 隔 て た る 地 に 一 本

の 松 樹 の 在 る 所 な り 。 此 地 近 頃 ま で 白 河 屋 敷 と 縛 せ り 。 姦 に 記 し て 歴 史 家 の 参 考 に 供 す 。

範 山 天 皇 も 亦 た 伽 藍 造 管 の 勅 詔 を 下 し 給 ひ 、 首 院 を 御 祈 願 所 と し て 御 蹄 依 甚 だ 深 く ま し ま せ し

が 、 嘉 元 三 年 九 月 十 五 日 崩 御 あ ら せ ら れ し を 以 て 、 先 例 に 準 じ て 御 陵 を 築 き 御 菩 提 を 祈 り 奉 る 。

此 御 陵 は 現 今 の 石 清 尾 人 幡 宮 の 後 に 在 り と 云 ふ 。 営 院 の 喜 記 に 依 れ ば 此 範 山 廟 を 人 幡 宮 に 勘 請

し た る も の な り 。 彼 の 三 代 物 語 に 石 清 尾 人 幡 官 の 社 務 所 に 蔵 す る 賓 物 に 、 亀 山 廟 と 云 へ る 額 あ

り と 記 せ る に 徴 す る も 、 此 説 の 誤 り な き を 證 す る に 足 ら ん か 。 石 清 尾 の 山 を 亀 山 と 橋 す る は 蓋

し 之 に 基 因 せ し も の な る べ し 。 是 に 依 り て 之 を 見 れ ば 、 亀 山 帝 の 御 陵 及 び 石 清 尾 人 幡 官 と 営 院

と が 、 如 何 に 深 き 関 係 を 有 す る か を 知 る こ と を 得 べ し 。 明 治 二 年 一 月 十 九 日 神 佛 判 然 の 際 、 石

清 尾 人 幡 宮 の 御 本 地 佛 井 に 御 旅 堂 の 本 尊 を 始 め 、 其 他 之 に 附 属 せ る 佛 像 等 は 紹 て 之 を 首 院 に 遷

座 し て 奉 安 せ り 。 こ れ 豊 に 営 院 と 深 き 関 係 あ る が 烏 め に あ ら ず や 。

上 に 既 に 述 べ し 如 く 首 院 は 行 基 菩 薩 開 基 の 勝 地 、 弘 法 大 師 止 住 の 霊 場 た る の み な ら ず 、 上 は 歴

代 皇 室 の 御 漏 依 を 受 け 、 下 は 高 人 の 尊 信 を 集 め た る 所 な れ ば 、 其 住 僧 も 初 代 の 観 賢 僧 正 を 始 め

と し 、 學 徳 兼 備 の 名 僧 少 な か ら ず 。 覺 道 上 人 の 如 き も 数 度 上 洛 し て 天 顔 に 肥 尺 し 奉 り し よ り 察

せ ば 、 　 一 代 の 高 僧 た り し は 疑 を 容 れ ず 。 唯 だ 惜 む ら く は 上 人 の 俸 記 現 存 せ ず 、 其 行 化 の 跡 今 日

之 を 尋 ぬ る に 由 な し 、 嘆 ず べ き の 至 り な り 。 上 人 の 後 を 紹 ぎ て 首 院 の 法 席 を 董 せ し は 、 彼 の 有

妬 な る 宥 範 僧 正 な り 。

宥 範 僧 正 は 首 國 那 珂 郡 櫛 梨 村 の 人 に し て 、 範 山 天 皇 の 御 宇 文 永 七 年 に 生 る 。 幼 に し て 同 郡

― ド 〇 中 ―



の 新 善 光 寺 に 入 り て 剃 髪 し 浄 土 教 を 學 ぶ 。 　 一 夜 夢 に 梵 僧 現 は れ 、 数 巻 の 聖 経 を 出 し 諸 人 を

し て 任 意 に 之 を 取 ら し む 。 僧 正 一 軸 を 取 り て 披 見 す る に 梵 字 に し て 讀 む こ と 能 は ず 。 因 て

問 て 曰 く 是 れ 何 の 経 ぞ や 、 梵 僧 曰 く 密 教 な り 汝 斯 教 に 縁 あ り と 。 覺 め て 後 此 夢 告 を 信 じ 、

直 に 営 院 に 茶 り て 覺 道 上 人 の 弟 子 と な り 大 式 房 と 琥 す 。 時 に 年 十 七 歳 な り き 。 夫 よ り 八 年

間 上 人 に 就 て 雨 部 の 大 経 井 に 小 野 の 法 流 を 受 學 し 、 造 詣 す る 所 頗 る 深 し 。 二 十 五 歳 に し て

高 野 山 に 登 り し か ど 、 事 故 の 烏 に 留 ま る こ と 能 は ず 、 下 り て 下 野 囲 に 行 き 銘 足 寺 の 學 頭 頼

尊 阿 閣 梨 に 徒 て 三 賓 院 の 法 流 を 受 く 。 同 國 衣 寺 の 妙 浄 上 人 は 大 日 経 奥 之 疏 に 精 通 せ る 釉 に

於 て 、 日 本 一 の 碩 學 な り 。 僧 正 就 て 偉 授 を 受 け ん こ と を 請 ふ 、 上 人 曰 く 我 れ 往 年 泉 涌 寺 の

願 行 上 人 の 請 を 容 れ て 、 特 に 東 寺 に 於 て 奥 之 疏 を 講 俸 せ ん と す る に 際 し 上 人 の 訃 音 に 接 し

て 此 事 を 果 さ ず 、 爾 末 講 経 の 意 を 絶 つ こ と 年 久 し 、 故 を 以 て 許 諾 す る こ と 能 は ず 、 奥 州 官

崎 郡 如 法 寺 の 道 性 法 印 は 斯 道 の 大 家 な り と 聞 く 、 汝 行 き て 偉 授 を 受 く ぺ し と 。 僧 正 已 む こ

と を 得 ず 、 衣 寺 を 辞 し て 奥 州 に 出 凌 す 。 此 年 早 魃 に て 五 穀 賞 ら ず 餓 死 す る 者 多 し 、 斯 る 状

態 な れ ば 食 を 得 る こ と 甚 だ 難 し 、 僧 正 上 人 よ り 恵 ま れ し 串 柿 二 連 を 携 へ 、 松 葉 を 取 り て 之

に 交 へ 食 し 、 十 二 日 間 に し て 如 法 寺 に 着 し 、 道 性 法 印 に 面 會 し て 奥 之 疏 講 俸 の こ と を 請 ひ

し に 、 法 印 は 之 を 講 じ た る こ と な し と て 謝 絶 せ ら れ た り 。 僧 正 大 に 失 望 し て 空 し く 需 途 に

就 く 。 九 十 里 の 長 程 、 宿 る に 家 な く 食 ふ に 物 な し 、 或 は 野 の 臥 し 或 は 山 に 寝 ね 路 傍 の 蕗 を

取 り て 食 ひ 、 小 川 の 水 を 掬 し 飲 み て 僅 か に 餓 を 凌 ぎ 、 具 さ に 千 辛 萬 苦 を 害 て 漸 く 衣 寺 に 錆

着 し 、 妙 β 上 人 に 告 ぐ る に 事 の 由 を 以 て す 。 上 人 涙 を 流 し て 之 を 慰 撫 し 、 且 其 熱 心 に 感 じ

て 終 に 奥 之 疏 を 偉 講 す 。 爾 後 十 餘 年 間 上 人 に 随 徒 し て 受 學 し 其 奥 義 を 極 む 。 正 安 元 年 上 人

伊 豆 國 走 湯 山 遍 照 院 に 於 て 講 経 の 時 、 僧 正 に 告 て 曰 く 、 古 茶 奥 之 疏 に は 末 妙 な く 學 者 の 不

便 少 か ら ず 、 汝 既 に 其 幽 旨 を 得 た り 宜 く 之 を 作 り て 後 學 に 賂 せ よ と 。 僧 正 師 命 を 受 け 平 生

受 俸 す る 所 を 記 し て 二 十 巻 と な す 、 上 人 一 讀 し て 妙 印 抄 と 名 け ら る 。 其 後 嘉 暦 の 末 年 、 更

に 僧 補 し て 人 十 巻 と な す 。 徳 治 元 年 讃 岐 に 舗 り 、 覺 道 上 人 の 命 に 依 り て 営 院 を 童 す 。 僧 正

下 野 在 學 の 時 、 妙 浄 上 人 よ り 安 祥 寺 に 行 き て 慧 運 流 を 受 け よ と 勘 め ら れ し こ と あ り し を 以

て 、 延 慶 二 年 同 寺 に 行 き 光 讐 上 人 に 謁 し て 俸 授 し 、 爾 茶 十 人 年 間 往 茶 し て 終 に 其 磁 奥 を 究

め 蓋 す 。 研 學 の 熱 誠 賞 に 後 世 の 好 模 範 な り と 謂 ふ べ し 僧 正 性 煙 霞 を 好 み 深 く 世 塵 の 喧 幕 を

厭 ひ 、 覺 道 上 人 に 請 う て 営 院 を 引 退 し 、 小 松 の 小 堂 に 閑 居 す 。 然 る に 元 徳 二 年 善 通 寺 の 衆

徒 茶 り て 同 寺 の 額 慶 を 嘆 き 、 僧 正 に 請 ふ に 興 隆 の 事 を 以 て す 。 初 は 之 を 鮮 せ し か ど も 再 三

の 懇 請 已 み 難 く 、 終 に 之 を 諾 し て 同 寺 に 移 住 し 、 暦 應 年 中 堂 塔 伽 藍 の 興 隆 全 く 竣 功 せ し を

以 て 復 た 小 松 の 小 堂 に 錆 臥 せ ら る 。 僧 正 或 時 象 頭 山 に 登 り 、 比 山 は 金 昆 羅 大 擢 現 相 應 の 霊

地 な り と て 之 を 勘 請 し て 一 寺 を 建 つ 、 是 れ 即 ち 象 頭 山 松 尾 寺 金 光 院 の 開 基 な り 。 さ れ ば 善

通 寺 並 に 象 頭 山 の 今 日 あ る は 全 く 僧 正 の 賜 も の な り と 謂 ふ べ し 。 僧 正 の 著 書 は 妙 院 抄 の 外

に 大 日 経 疏 科 文 十 巻 、 阿 錢 柴 妙 三 十 五 巻 、 大 事 口 決 十 巻 、 供 養 法 疏 聞 書 二 巻 等 な り 。 観 應

二 年 七 月 一 日 寂 す 、 年 八 十 二 。 弟 子 宥 源 の 奏 請 に 依 り て 應 安 三 年 七 月 朔 日 勅 し て 僧 正 に 贈

補 し 給 ふ 。

宥 範 僧 正 の 後 、 寺 門 漸 次 衰 運 に 向 ひ 、 堂 塔 伽 藍 頼 腰 し て 又 た 昔 日 の 盛 観 を 止 め ざ る に 至 り し が 、

僧 昨 僧 正 茶 り て 大 に 興 隆 に 力 を 蓋 し 、 再 び 害 観 に 復 す る こ と を 得 た り 。 僧 正 は 賞 に 首 院 の 中 興

開 山 と 橋 す べ き 大 徳 な り 。

僧 昨 僧 正 は 大 内 郡 典 田 の 郷 西 村 、 安 藝 右 衛 門 盛 正 の 子 に し て 、 後 光 厳 天 皇 の 貞 治 五 年 二 月

朔 日 に 生 る 。 脚 裏 に 空 海 の 二 字 あ り し を 以 て 宗 祖 大 師 の 再 末 な り と 橋 せ ら る 。 生 れ な が ら
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に し て 能 く 歩 み 、 又 た 空 を 仰 ぎ て 昨 の 字 を 唱 へ し と 云 ふ 。 幼 少 の 時 土 砂 を 集 め て 佛 塔 の 形

を 造 り 、 或 は 之 に 佛 像 を 董 く を 以 て 遊 戯 と な す 。 　 一 日 同 村 の 神 宮 寺 に 至 る 、 増 慧 法 印 之 を

見 て 縛 嘆 し て 曰 く 他 日 大 法 を 興 隆 せ ん 者 此 子 な り と 、 終 に 父 母 に 請 う て 弟 子 と な し 龍 徳 房

と 名 く 。 長 ず る に 及 び 果 し て 非 凡 の 大 徳 と な り 、 事 相 教 相 の 奥 義 に 達 す る の み な ら ず 、 又

た 佛 董 に 妙 を 得 、 其 作 品 の 今 日 に 俸 れ る も の を 見 る に 、 筆 力 雄 健 、 氣 晶 高 尚 員 に 逼 る の 感

あ り 。 應 永 年 間 首 院 に 在 住 し て 中 興 の 大 業 を 完 成 す 。 僧 正 は 世 に 稀 れ な る 興 隆 家 に し て 、

菅 に 営 院 を 恢 興 し た る の み な ら ず 、 仁 尾 の 覺 城 院 、 典 田 の 虚 空 蔵 院 、 備 前 の 喩 伽 山 蓮 墓 寺

等 を 興 隆 し て 何 れ も 中 興 の 祖 と 仰 が れ 、 遺 功 尚 ほ 今 日 に 残 れ り 。 應 永 十 九 年 二 月 勅 あ り て

植 僧 正 の 位 に 補 せ ら れ し を 見 れ ば 、 其 學 徳 の 如 何 に 高 か り し か を 知 る に 足 る ぺ し 。 然 れ ど

も 僧 正 の 偉 記 の 完 全 な る も の 現 存 せ ず 、 　 一 代 の 事 跡 其 詳 細 を 知 る こ と 能 は ざ る は 深 く 遺 憾

と す る 所 な り 。 僧 正 晩 年 典 田 の 虚 空 蔵 院 に 住 せ し が 其 終 る 所 を 知 ら ず 、 俸 へ 云 う 同 院 西 手

の 山 上 よ り 現 身 に 都 史 蛇 天 に 往 詣 し た る な り と 。 僧 正 の 脱 ぎ 捨 て た る 草 履 の 在 り し 所 に 石

塔 を 建 て ゝ 墓 と な す 。

長 尾 村 賓 蔵 院 の 記 録 に 依 れ ば 、 後 土 御 門 天 皇 の 文 明 年 間 に は 、 人 栗 寺 を 始 め 山 田 郡 の 諸 寺 院 は

悉 く 首 院 の 末 寺 た り し が 如 し 、 又 た 以 て 其 盛 大 な り し を 證 す る に 足 る 。 然 る に 天 文 の 頃 國 中 乱

れ て 麻 の 如 く 群 雄 所 々 に 割 橡 し て 戦 争 絶 ゆ る こ と な く 、 僧 侶 に 至 る 迄 兵 器 を 携 ふ る に 至 り 、 國

民 一 日 も 安 穏 の 思 な し 。 斯 る 状 態 な り し か ば 結 構 壮 大 な り し 首 院 も 不 幸 に し て 兵 火 に 罹 り て 灰

魅 と な り 、 終 に 因 縁 厚 き 人 輪 嶋 よ り 宿 り 嶋 に 移 韓 す る に 至 れ り 。 宿 り 鳴 と は 即 ち 現 今 の 玉 藻 城

地 是 な り 。 城 地 は 元 と 海 濱 の 一 小 孤 嶋 な り し が 、 往 昔 吉 備 津 姫 命 首 國 へ 渡 御 の 際 、 船 を 此 鳴 に

着 け て 暫 く 鎮 座 あ ら せ ら れ 、 夫 よ り 一 の 宮 へ 移 り 給 ひ し 因 縁 に 由 り て 宿 り 鳴 と 襦 す 、 首 院 を 此

嶋 に 移 せ し 後 神 跡 を 記 念 せ ん が 烏 め に 社 を 建 て ゝ 勘 請 し 奉 り 。 今 に 至 り て 依 然 一 の 官 明 神 を 鎮

守 と し 九 月 二 十 九 日 を 祭 日 と せ り 、 こ れ 城 地 を 宿 り 島 と 橋 す る 所 以 を り 。 讃 岐 史 要 に は 城 地 を

人 輪 島 と 橋 す る 由 を 記 せ ど も 、 こ れ 恐 く は 誤 り な ら ん 欺 、 何 と な れ ば 人 輪 島 と 云 へ る 名 橋 は 上

に 既 に 述 ぶ る が 如 く 、 人 輻 の 輪 賓 飛 末 し て 止 ま り し に 起 因 す る も の に て 、 城 地 に 関 係 な き こ と

明 白 な れ ば な り 。

天 正 十 六 年 生 駒 雅 柴 公 新 城 を 築 か ん と 欲 し て 地 理 を 衿 し 、 宿 り 島 の 要 地 な る に 着 眼 し 、 首 時 の

住 僧 増 秀 法 印 に 向 て 、 　 一 の 官 明 神 井 び に 営 院 を 西 濱 に 移 韓 す べ き 旨 命 令 せ ら れ し を 以 て 已 む る

得 ず し て 此 所 に 移 る 。 即 ち 現 今 停 車 場 の 西 に 営 れ る 地 に し て 維 新 前 御 舟 蔵 と 橋 せ し 所 な り 、 故

に 比 地 近 頃 迄 其 字 を 談 議 所 と 橋 せ り 。 今 の 連 花 寺 、 吉 祥 寺 は 首 時 の 塔 頭 寺 院 た り し な り 。

首 院 は 往 昔 よ り 多 数 の 末 寺 を 有 し 、 　 一 個 獨 立 の 本 山 な り し が 、 寛 永 十 九 年 十 一 月 二 十 七 日 京 都

御 室 御 所 仁 和 寺 の 末 寺 と な れ り 。

寛 永 二 十 一 年 よ り 明 暦 元 年 に 至 る 十 二 年 間 は 無 住 に て 、 諸 般 の 寺 務 は 蓮 花 寺 住 職 之 を 指 任 す る

の 有 様 と な り 、 随 て 堂 塔 伽 藍 も 自 然 荒 慶 に 傾 き け る が 、 此 年 御 室 御 所 よ り 営 寺 の 敷 地 を 所 望 せ

ら れ し に 依 り て 中 の 村 に 移 韓 す 。 即 ち 現 今 の 浄 願 寺 の 前 よ り 南 は 中 の 村 に 及 び し と 云 ふ 。 然 る

に 其 後 幾 ば く も な く 、 修 理 様 屋 敷 新 築 の 烏 め 又 た 移 韓 せ ざ る 可 ら ざ る に 至 り 、 寛 文 七 年 野 方 町

な る 日 蓮 宗 不 受 不 施 派 大 来 寺 の 跡 に 移 れ り 。 是 れ 即 ち 現 今 七 十 間 町 に 在 る 紫 山 、 無 量 壽 院 、 随

願 寺 な り 。

寛 文 四 年 龍 雪 院 源 英 公 よ り 山 田 郡 六 條 村 青 木 免 に 於 て 、 五 十 三 石 三 斗 の 寺 領 を 寄 附 せ ら れ 且 つ

諸 役 を 免 除 せ ら る 。

営 院 古 茶 末 寺 頗 る 多 く 、 元 と 石 清 尾 人 幡 官 の 別 首 た り し 五 智 院 非 に 其 末 寺 た る 園 浦 院 、 浄 光 院 、
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西 願 寺 、 観 音 寺 、 極 柴 寺 、 覺 王 寺 等 の 諸 寺 院 は 寛 文 八 年 畜 藩 主 よ り 石 清 尾 人 幡 宮 の 別 首 を 命 ぜ

ら れ し に 依 り 、 仁 和 寺 の 末 寺 と な り し と 雖 も 、 夫 よ り 已 前 は 何 れ も 営 院 の 末 寺 た り し な り 。 又

た 中 野 天 神 の 別 首 た り し 鶴 林 寺 、 行 泉 寺 も 天 和 三 年 害 藩 主 の 命 に 依 り て 天 台 宗 に 改 宗 せ し と 雖

も 、 元 と 首 院 の 末 寺 た り し な り 。 加 之 の み な ら ず 文 明 年 間 に は 山 田 郡 の 諸 寺 院 も 悉 く 営 院 の 末

寺 な り し と 云 ふ を 以 て 見 れ ば 、 其 数 の 多 か り し こ と 略 ほ 推 知 す る を 得 ぺ し 。 然 れ ど も 種 々 の 因

縁 に 依 り て 或 は 離 末 し 或 は 退 韓 し て 、 現 今 僅 か に 左 の 五 ケ 寺 を 有 す る の み 。

蓮 花 寺 　 　 海 室 山 慈 眼 院 と 琥 す 文 安 元 年 に 建 立 せ し 所 な り 境 内 に 大 松 樹 あ り 西 行 法 師 の 植

ゑ し も の な り と て 土 人 之 を 西 行 松 と 橋 す

吉 祥 寺 　 　 平 照 山 安 架 院 と 銑 す 應 徳 年 中 の 再 建 と な り と 云 ふ 境 内 に 松 樹 あ り 鶴 賀 松 と 橋 す

東 福 寺 　 　 長 壽 山 如 意 輪 院 と 琥 す 萬 治 三 年 沙 門 僧 見 の 再 建 す る 所 な り 初 め 御 舟 蔵 の 西 に 在

り し が 延 享 元 年 今 の 地 に 移 り し と 云 ふ

多 聞 寺 　 　 賓 塔 山 最 勝 院 と 琥 す 元 禄 年 間 再 建 せ し 所 な り 営 寺 に 古 末 よ り 大 黒 天 あ り 是 を 箆

原 の 大 黒 と 橋 す

清 光 寺 　 　 法 閑 山 廣 巌 院 と 琥 す 明 治 初 年 迄 は 西 福 寺 と 琥 せ り 往 昔 阿 野 郡 南 部 府 中 に 在 り し

が 天 正 年 間 兵 火 に 罹 り 元 和 年 中 今 の 地 に 移 る

己 上 略 し て 無 量 壽 院 創 建 の 由 緒 及 び 其 今 日 に 至 る 迄 の 沿 革 の 大 要 を 述 べ 了 れ り 。 之 を 要 す る に

首 院 は 徳 化 千 歳 に 芳 し き 行 基 菩 薩 が 、 國 土 人 民 を 救 は ん と の 大 慈 悲 心 よ り 、 人 輪 島 の 勝 地 を ト

し て 建 立 し た る 霊 地 な り 。 若 し 夫 れ 菩 薩 の 末 り て 此 勝 業 を 起 さ ヾ り せ ば 、 首 國 の 民 永 く 悪 魚 の

怨 念 に 苦 し め ら れ て 、 其 堵 に 安 ん ず る こ と 能 は ざ り し な ら ん 。 さ れ ば 吾 が 讃 岐 の 今 日 あ る 所 以

の も の 、 洵 に 営 院 創 建 の 昔 に 其 源 を 稜 せ り と 云 ふ も 強 ち 過 言 に は あ ら ざ る べ し 。 聖 武 天 皇 を 始

め 奉 り 嵯 峨 、 宇 多 、 醍 醐 、 朱 雀 、 村 上 、 白 河 、 後 嵯 峨 、 亀 山 、 後 花 園 等 歴 代 天 皇 の 叡 信 と 代 々

國 主 の 掃 依 と を 辱 う す る こ と を 得 た る 、 豊 に 之 が 烏 め に あ ら ず と せ ん や 、 加 之 の み な ら ず 、 宗

祖 弘 法 大 師 観 賢 僧 正 、 覺 道 上 人 、 宥 範 僧 正 、 増 昨 僧 正 等 の 高 僧 碩 徳 止 住 し て 、 徳 を 布 き 化 を 韮

れ て 恩 澤 を 今 日 に 遺 し 給 ふ あ り 、 誰 か 之 を 仰 が ざ る を 得 ん や 。 殊 に 営 院 は 今 の 高 松 市 が 箆 原 の

庄 と 縛 せ し 時 よ り も 、 尚 古 き 人 輪 島 の 音 に 於 て 建 立 せ ら れ た る 古 跡 た る の み な ら ず 、 首 市 の 氏

神 た る 石 清 尾 人 幡 宮 と 密 接 の 関 係 を 有 し 、 井 て 宿 り 島 の 歴 史 を 談 る べ き 好 史 料 た る を 以 て 、 営

院 の 縁 起 は 菅 に 営 院 一 院 の こ と た る の み な ら ず 、 又 た 賞 に 吾 が 香 川 縣 及 び 高 松 市 に 取 り て 看 過

す べ か ら ざ る 一 大 史 賞 な り 。 此 の 如 き 由 緒 あ る 営 院 も 創 立 已 末 年 を 閲 す る こ と 千 有 餘 歳 、 地 を

易 ふ る こ と 五 回 、 其 間 世 の 愛 遷 に 伴 う て 幾 多 の 盛 衰 隆 替 を 経 た り 。 目 下 の 現 状 は 之 を 往 古 の 盛

観 に 比 し て 其 百 分 一 に だ も 及 ば ず 、 小 袖 宿 縁 あ り て 首 院 縫 承 の 一 員 に 加 は り 、 　 一 念 此 に 至 る 毎

に 韓 た 今 昔 の 歎 に 堪 へ ざ る な り 。 因 て 今 回 別 紙 規 則 書 の 如 く 保 存 會 を 組 織 し 、 寺 門 維 持 の 方 法

を 確 立 し 、 益 々 佛 法 を 興 隆 し て 上 は 皇 化 の 高 一 を 補 け 奉 り 、 下 は 國 利 民 福 を 増 進 し 以 て 列 聖 叡

信 の 鴻 恩 と 先 師 諸 徳 の 本 懐 と に 酬 答 せ ん と 欲 す 。 希 く は 有 縁 の 檀 信 徒 諸 氏 、 此 の 微 哀 を 諒 し て

應 分 の 賛 助 を な し 給 は ん こ と を 。

Ｉ Ｐ ｏ ト ー



無量壽院出土遺物観察表

※法量の ( )は ,獄存 値を表す。

幸R告
番号

器  種
法量 (cn)

調   整 色   調 胎   土 備 考

日経 底 径 器高

1
土師質土器

皿
57

面
面

外
内

回転 ナデ
回転 ナデ

外面 :灰 白10YR8/1
内面 :灰 白10YR3/1

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転糸切後にチデ

2
土師質土器

配
14

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

にぶい黄橙 10YR7/2
にぶい昔精 10YR7/3

Imm以下の石英 長石
を含む 底面 :ナデ

3
土師質土器

皿
15 外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ
面
面

外
内

浅貢種10Y R3/3
灰白25Y8/2

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 !回転ヘラ切後に41k目 ,回転∧

ラナデ

土師質土器 13 ア́
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :浅黄橙75YR8/3
内面 :浅責橙10YR3/3

lmm以下の石英 長石
を合も 底面 :回転ヘラ切後にすデ

5
土師質

ll

土器 64 12
ィア
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :に ぶ
内面 iに ぶ

黄橙10Y R7/3
黄橙10Y R7/2

lmm以 下の石葵 長石
を含 む

底面 :回転ヘラケズリ

6
土師質土器 14 外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ
画
面

外
内

浅貢橙10YR8/3
1完昔橙 10YR3/3

05mm以下の石英・長
石 雲母を含む

底面 :回転ヘラ切後にすテ

7
土師質土器

皿
(12)

外面 :回 転ナデ
内面 1回転ナデ

外面 :灰 白10YR8/1
内面 :灰白75YR8/1

[mm以下の石英・長石
を含む

底面 :板 目後に回転ヘラケ ズリ

8
土師質土器

皿
73 11

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :灰 白10YR3/2
内面 :灰 白10YR8/1

lmm以 下 の 石 英 長 石
浄谷 す|

底面 :回転ヘラ切後にすデ

9
土師質土器

皿
外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :淡黄25Y8/3
内面 :淡黄25Y8/3

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後にすデ

10
± lΠ 質土器 外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ
外面 :浅貢橙 10Y R8/8
内面 :灰白10Y R8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 !回転ヘラケズリ

11
土師質土器

皿
14

外面
内商

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 1に ぶい橙5Y R7/4
内面 :に ぶい橙5Y R7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :ナ デ

12
土師質土器

皿
17

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :に ぶい黄橙10YR7/3
内面 :に ぶい黄橙10YR7/4

長
含を

英
石蛹鯛鰤却

航
石
む

底 商 :ナ デ

土師質土器
皿

18
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :にぶい黄橙10YR7/3
内面 :に ぶい黄橙10YR7/3

lmm以 下 の 石 要
石・雲母 を含 む

長
底面 1回転ヘラケズリ

土 師 三土器 15
面
面

外
内

回転 ナデ
回転 ナデ

外面 iに ぶい橙 5Y R6/4
内面 :に ぶい裕 5Y R6/4

lmm以下の石英 長石
を含む 底面 板目,回転ナデ

主HW箕 二喬
皿

外面 !回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :にぶい橙75Y R7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :ナ デ,内外面に煤付着

土師質土器
皿

15
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :に ぶい橙75YR7/6
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

lmm以下の石英 長石
々合 L・

底面 :ナ デ

17
土師質土器

皿
18 外 向 :回 転 ナデ

内面 1回 転 ナデ

面
面

外
内

にぶい橙75Y R7/4
にぶい搭75Y R7/4

lmm以下の石奥・長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後にヘラナデ

18
土師俣土 器 外面 :回 転ナデ

内面 i回 転ナデ
外面 i淡貢 25Y8/4
内面 :淡 責 25Y8/4

05mm以下の石英・長
石を含む デ

面

ナ

底

ラ
回転ヘラ切後に仮 目,回転ヘ

土師貿土器
皿

64 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ,指ナデ

外面 :橙5Y R6/6
内面 i橙75Y R7/6

lmm以 下 の微砂 を含
む

底面 :回 転ヘ ラ切後 に回転 ヘ ラナデ

土師質土器
皿

画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

05mm以 下 の 石 葵 。長
石 矛合 ′「

底面 :回 転ヘ ラ切後にナ デ

21
土師質土器

皿

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :橙75Y R7/6
内面 :橙75Y R7/6

lmm以 下 の 石 英・長
石 雲母・角閃石を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 目,ナ デ

土師 土 器 外面 :回 転ナデ
内面 i回 転ナデ

外面 :に ぶい栓75Y R7/4
内面 :に ぶい橙 75Y R7/3

lmm以 下の長石を含
む 底面 :回転糸切

皿
(16)

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :に ぶい橙75Y R7/3
内面 :に ぶい橙75Y R7/3

[mm以下の石英 '長石
を含む

底面 :回 転ヘ ラ切後 にナ デ

土師質土器
皿

(15)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :灰 白75YR8/2
内面 :灰 白75YR8/2

05mm以 下 の 石 英 。長
万 歩合 す|

底面 :ハ ケメ

土師質土器
皿

13
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :橙75Y R7/6
内面 :橙75Y R7/6

lmm以下の石英・長石
を含む 底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
杯

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

浅貢橙10YR8/3
にぶい責橙 10YR7/2

lmm以 下の石英 ,長石
を含む

土 師 土 器 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい栓75Y R7/3
内面 :に ぶい橙75Y R7/3

lmm以下の石英・長石
を含む

土師質土器
杭

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

面
面

外
内

完責橙 10YR8/4
天白10YR8/2

2mm以下の石葵 。長石

土師質土器
杯

146 (25)
外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

こ橙75YR8/3 lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

睫

茂
三お金75YR3/4
こオ含10YR8/3

lmm以下の石英 ,長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 日,ナ デ

31
土師質土器

林 162 (39)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい袴75Y R7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

(25)
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

外面 :灰 白N7/
内面 :灰白5Y7/2

lmm以 下 の 石 奥 長 石
歩合 子●

土師質土器
椀

(21)
外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :灰 自25Y8/1
内面 :灰 白25Y8/1

05mm以下の微砂を含
む

34
土師 F

お
ギ土器 外面 :ナ デ

内面 :ナ デ
面
面

外
内

灰 自10YR8/1
灰 白25Y8/1

lmm以 下の石英 ,長石
を含む

土師質土器
椀

150

部
部
部
部

端
体
端
体

縁
　
縁

ロ
　
ロ

面
　
面

外
　
内

回転ナデ
ナデ
回転ナデ
ナデ

外面 :灰自25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以下の石英 。長石
を含む

土 師 質 土 器
締 (33)

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :浅貢橙 10Y R8/3
内面 :灰 白10YR8/2

lmm以下の石英 長石
を含む

須恵器
皿

17 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰5Y7/] 密 底面 :指 頭圧痕

瓦器
皿

19
外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ後にヘ ラ ミガキ

外面 :灰 5Y4/1
内面 :灰 5Y4/1

05mm以 下 の 石 葵  長
石 歩合 子r

内面 :窯 即
底面 :指 頭圧痕後 にナデ

39 嚇
皿

外面口縁
体

内面口縁
体

都 :回転ナデ
部 :指頭圧痕
部 :回転ナデ後にヘラミガキ
部 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N6/
内面 :灰N5/ 密 和泉 T_l

瓦器
椀

(32)
外面 :回 転 ナデ
内面 :回 転ナデ後 にヘ ラ ミガキ

外面 :黒 N2/
内面 :灰白25Y8/2

密

41 嚇
杭

外 闘口縁
体

内面 :回

部 :回転ナデ後にヘラミガキ
部 :指頭圧痕
転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

lmm以 下の微砂を含
む

42
瓦器
椀

外面 口縁部 :回 転ナデ

体部 :若子の指頭圧痕
内面 !ヘ ラ ミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 白5Y7/1 密

嚇
枕

外面口溺
f/1

内面 !E

部 :回 転ナデ

部 :指頭圧痕後にヘ ラ ミガキ
転ナデ後 にヘ ラ ミガキ

外面 :灰 N6/
内面 :灰 白N7/ 密

酪
椀

147 (26)
外面日縁部 !回転ナデ

体部 :指頭圧痕
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

暗灰 N3/
暗灰 N3/ 密

琳
枕

外面口縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧痕

内面 :回 転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 自5Y7/1 密

-105-



告
号

報
番 器 種

法量
調   整 色   調 胎  土 備 考

回径 底 径 器 高

瑞
杭

(33)
外面口縁

体
内面 :回

射
`:回

転ナデ後にヘラミガキ
子[:ヘ ラミガキ,指頭圧痕
ほナデ後にヘラ ミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内

05mm以下の石英 長
石を含む

九
ん キ

デ
ガ

ナ
ミ

転

ラ
回

ヘ

面
面

外
内

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

2mmの 石英,05mm以
下の微砂を含む

瑞
椀

外面日縁部 :回 転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ

内而 :ヘ ラナデ後にヘラ ミガキ

外面 :灰 N4/
内面 1灰 自N7/ 密

琳
椀

外面口縁部 :回 転ナデ後にヘラミガキ
体部 :ナ デ後にヘラミガキ

内面 :回転ナデ後にヘラ ミガキ

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N6/

05mm以下の微砂を含
む

瑞
椀

外面日縁部「回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕,ヘラナデ

内lE!分害‖ヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/ 密

瑞
枕

外面 :ヘ ラミガキ,指頭圧痕
内面 :ヘ ラミガキ

面
面

外
内

Ｎ
Ｎ

灰
灰

05mm以下の微砂 を含

嚇
杭

170

キ
キ

ガ
ガ

ミ
ミ
キ

ラ
ラ
ガ

ヘ
ヘ
ヽヽ
ヽ

に
に
ラ

後
後

ヘ

デ
痕

に

ナ
圧
後

転
頭
デ

回
指

ナ

ー
　
転

縁
部
回

口
体

面
　
面

外
　
内

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内 密

瑞
杭

外面回縁部 :回 転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ

内面 :回転ナデ後にヘラミガキ

外面 !灰 N4/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

瓦器
杭

(45)
外面 :指頭圧痕後にヘラ ミガキ
内面 1回転ナデ後にヘラ ミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

画

面
外
内

やや密

上 R扁賀土器
枕

デ
デ

ナ
ナ

転

ラ
回

ヘ

面
面

外
内

外面 :浅黄橙10YR8/4
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :な で

土師質土器
椀

(22)
画
面

外
内

回転ナデ
ナデ

外面 :灰 自10YR8/]
内面 :灰 白25Y8/1

lmm以下 の石英 長石

57 酷
椀

(12)
外面 :回転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内

05mm以下の微砂を合
む 底面 :ナ デ

琳
椀

(26)
外面体部 :ナ デ,指頭圧痕

高台 !回転ナデ
内面 :ヘラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内

05mm以下の微砂を含
む 底面 :ナ デ

酪
椀

外面高台 :回転ナデ
体部 !ナ デ,指頭圧痕

内面 !ヘ ラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内

05mm以下の微砂を含
む 底面 :ナ テ

醜
統

173 (52)
外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

柚 !灰 自75Y7/1
素地 :灰 白5Y8/1 精良 内面 :貫 入

61 髄
碗

(25)
面
南

外
内

1転 ナデ
]転ナデ

釉 :灰 白10Y8/1
素地 :灰白N8/ 密

備前焼
悟鉢

面
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

外面 !灰赤10R5/2
内面 :灰 N6/ やや粗

師
癖

(54)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

褐灰75Y R4/1
褐灰75Y R4/1 密

醐緋
外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰赤25Y R4/2
灰褐75YR5/2

2mm以 下 の細 ～微砂
を含む

醐緋
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
団

面
面

外
内

外面 :赤掲10R4/3
内面 :灰赤10R4/2 密

備前焼
悟鉢

面
面

外
内

ナデ,ヘ ラケズリ
回転ナデ

タト面 :にぶい褐75Y R5/4
内面 :に ぶい赤褐5Y R4/3

粗

備前焼
糟鉢

外面 :ヘ ラナデ
内面 :回転ナデ

画
面

外
内

赤灰 25Y R5/1
灰赤25YR5/2

lmm以下の石英 長石
を含む

土 師 賀 土 器
薯 (35)

外面 :ヨ コナデ,ナ デ
内面 :ハ ケ

外面 :に ぶい橙5YR6/4
内面 :に ぶい橙5YR7/4

2mm以 下の石英 長石
を含む

須恵器
(60)

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

釉 灰 オリーブ75Y4/2
黒 10Y R2/1
:灰 N6/素 地

やや粗

瓦質土器
捏ね鉢

口
　
日

画
　
面

外
　
内

夙部 :ヨ コナデ
部ヽ :ナ デ,指頭圧痕

飛部 :ヨ コナデ
部ヽ :ナ デ

面
面

外
内

灰N4/
灰自25Y7/1

lmm以 下 の 石 英 長
石・雲母を含む

土師質土器
甕

(57)

外面日|

サ
内面日

'

部
部
部
部

回転ナデ
ナデ
回転ナデ
ナデ

外面 :灰褐75Y R4/2
内面 :明褐灰75Y R7/2

lmm以 下 の 石 英 長
石 金雲母を含む 接合痕

隅
甕

外面胴部 :ハ ケ,未調整
底部 :ヘ ラナデ

内面 :ヘ ラナデ,ナ デ

外面 :褐灰10Y R5/1
内面 :灰掲75Y R5/1 密

73
陶器
甕

外面体部下半 :ハ ケ,ヘラケズリ
底部 :ヘ ラナデ

内面体部下半 :ヘ ラナデ
虞縦 ナデ

外面 :灰褐75YR5/2
内面 !褐灰10Y R5/1

密

土師質土器
足釜

外面口縁部 :ヨ コナデ
胴部 :ナ デ

内面 :浅いハケ,ナ デ

外面 :に ぶい黄橙10YR7/2
内面 :にぶい黄橙10YR7/2

lmm以 下 の 石 英 長
石 '金雲母 を合む

外 面 煤化

平瓦
さ
5

デ
デ

ナ
ナ

ラ

ラ
ヘ

ヘ

面

面
外
内

外面 :黄灰25Y6/1
内面 :灰白25Y7/1

1～2mmの 細砂 を多量
に合む

鉄斧 鋲
‐２２

77
土 師 土 器 面

面
外
内

回転ナデ
摩滅

四
面

分
内

貢橙75Y R8/4
責橙75YR3/4

2mm以 下の石英・長石
を含む 底面 :ナ デ

主 H印 紫 工 蕎

皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :1こ ぶい黄橙10Y R7/4
内面 :に ぶい責橙10Y R7/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

底 面 :回 転ヘ ラケズ リ

土師質土器
皿

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転 ナデ後 に指 ナデ

外面 :浅黄橙10Y R8/4
内面 :浅黄橙10Y R8/3

lmm以 下 の石央 長石
底面 :回 転ヘラ切

土師質土器
皿

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

面
面

外
内

浅黄橙75Y R8/3
浅黄橙75Y R8/3

lmm以下の石英 。長石
を含む

底面 :回転ヘラケズリ

81
土師質土器

皿
10 外面 :摩減

内面 :摩滅

Ｙ

Ｙ

自
白

灰

灰

面

面

外
内

3mm以 下の石英・長石
を含む 底面 :回転ヘラ切

土師質上器
皿

21
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙 5Y R7/6
内面 :橙5Y R6/6

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師質土器
皿

画
面

外
内

回転ナデ
回転すデ

タト面 :に ぶい黄橙10YR7/3
内面 :にぶい黄橙10YR7/3

長葵中
¨

ｌｍ
石

土師質土器
皿

(13)
外面 :摩滅
内面 :摩減

外面 :浅責橙75YR3/3
内面 i浅黄橙75Y R8/3

lmm以 下 の 死
石 ,金雲母 をィ

長
，，

・
合

央

々

土師質土器
皿

74 17
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :淡橙 5Y R8/4
内面 :糟 5Y R7/6

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回 転ヘラ切後にヘラナデ

土師質土器
皿

面
面

外
内

回転ナデ,回転ヘラ切
回転ナデ回転

面
面

外
内

灰自10YR8/1
灰白10YR8/2

lmm以 下 の石 英長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 目,
ナデ

土師質土器
皿

(17)
面
面

外
内

減
滅

摩
塵

面
面

外
内

25Y R6/6
25Y R7/6

lmm以 下 の 石 英 長
石・雲母を含 L・

土師質土器
皿

(17)
外血 :摩 減
内面 :磨減

外面 :灰自10Y R8/2
内面 :灰 白10Y R8/2

lmm以 下 の 石 英 長 石
歩合 子「

土師質土器
杯

47
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :浅貢橙 10Y
内面 :浅音袴 10Y

lmm以 下 の石英 長石
を少 々含む
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告
号

報
香 器  種

法量 (cm)
調   整 色   調 胎   土 備 考

口径 底 径 器 高

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

91
土師質土器

杯
(17)

面
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

浅
灰

面
面

外
内

こ橙75Y R8/3
]75Y R8/2

2mm以 下の石英 長石
を含む

土師貿土器
杯

21
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :橙5Y R7/6
内面 :橙5Y R7/6

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回 転ヘ ラ切

土師質土器
杯

27 外面 1回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙5Y R7/6
内面 :橙5Y R7/6

Imm以下の石奥 長冶
を含む

底面 :ナ デ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ,板ナデ
内面 :回転ナデ

夕|

広

面

面
にぶい橙 75YR7/4
にぶい橙 75YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

口縁端部 :煤付着,底面 :静止板ナ

土師質土器 76
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

面
面

外
内

明褐灰75YR7/2
明褐灰75YR7/2

lmm以 下 の石 英 長
石 金雲母を少々含む

底面 :ナ デ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転すデ

外面 :灰 白10Y R8/2
内面 :浅黄橙10Y R8/3

3mm以 下 の 石 英 長 石
歩合 す● 底面 :回転ヘラ切後にすデ

土師質土器
杯

(24)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 白10Y R8/2
内面 :灰 自10Y R8/2

とmm以下の石英 長石
を含む

ロクロ痕 明瞭

土師質土器
杯

110
減
減

摩
陸

面
面

外
内

面 :浅黄橙75Y R8/3
面 :浅黄橙75Y R8/4

lmm以下の石英 長石
を含む

土RΠ 貿土器
林

(12)
外面 :回転 ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :橙5Y R7/6
内面 :橙5Y R6/6

05mm以下の長石 角
閃石を含む

100
土師質土器

ITN
25 外面 1回転指ナデ

内面 :回転指ナデ
.面 :灰白10Y R8/2
1面 :灰 白10Y R3/2

lmm以 下の石英 長石
を少々含む

底面 :ナ デ

須恵器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰自75Y8/1
内面 :灰 白75Y8/1

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師蜜土器 デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内 待冨||:祭 ヤキ層狩:¥ミ子チ4

lmm以 下 の 石 英 長
石・雲母を含む

底面 :ナ デ

土師貿土器
杯

47 (24)
外血 :摩減
丙面 :睦 減

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

lmm以 下 の 石 奥 長
万 雲母を含む

底面 :板 目

土師質土器
杯

(09)
外面 :回転ナデ
内面 1回転ナデ

面 :灰 白10Y R8/2
面 :灰白10Y R8/1

lmm以下の石英 長石
″谷十● 底面 :回転ヘラケズリ

土師質土器
杯

ぐ10'
外面 :摩減
内面 :摩減

外面 :浅黄橙10Y R8/3
内面 :浅黄橙10Y R8/3

2mm以 下の石英 長石
を含む 底 面 :回 転ヘ ラ切

土師質土器
4TN

(14)
面
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

貢
責

画
面

外
内

:75Y R8/3
:75Y R8/3

2mm以 下の石英 長石
を含む

底面 :板 目後にヘラナデ

土師質土器
杯

面

面
回転ナデ
回転ナデ

面 :灰 白10Y R8/2
面 :浅黄橙10Y R8/4

lmm以下の石央 長石
底面 :回転ヘラ切後に板目

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面俗難目筆李冨後に一方向からのナデ

外面 :浅黄橙75YR8/4
内面 :灰白10Y R8/2

2mm以 下の石英・長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
杯

(16)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 自25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切

土師質土器
鉄

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

橙5Y R7/6
搭75Y R7/6

微砂,長石・石英を含
む 外面に墨書

土 師 質 上 器
鍬

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 !浅黄橙75Y R8/4
内面 :浅黄/Pt7 5 Y R 8/4

lmm以下の石英 長石
を少々含む

112
土師質土器 守 1綿 :目騒李季     1綿 :壌婁騨爵静4

lmm以 下 の 石 英 長 石
歩合 f「

内面煤付着

帥暴
齢

192 特房:目騒李要'祉糸切   1織唇i騨盟
lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 !静止糸切

114
土師 [

唸
土 器 詩冨:李票指頭圧痕   1禽 吾:鷹蚕俣遥謂子九 lmm以 下の石英・長石

を含む

15
土師質土器

鉢

外面 :回転ナデ
内面 :ナ デ 辮に鵡 糊¥謗 1夢

呂紆 継 辱暮'

底面 :ハ ケ メ

161 土師象
土器 面 :摩減

1面 :ナ デ、指頭圧痕 待吾1秩鈷,評ミ‰
R″21を

畔
下の破 節

VI・ RF縞器 (36)
外面日縁 :回 転ナデ

体部 :指頭圧痕,ナ デ
内面 :ナ デ.ヘ ラミガキ

面
面

外
内

灰白25Y8/1
灰白25Y8/1

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器 (37)
外面
内面 キ

デ
ガ

ナ
ミ

転

ラ
回

ヘ

外面 !灰 白10Y R8/2
内面 :暗灰N3/

lmm以 下 の 石 英 ,長
石・三舟 歩合子|

内面 :黒色

1191 土師儲
土器 (14)

面
面

外
内

回転ナデ

回転ナデ

外面 :淡黄25Y8/3
内面 :黄灰25Y4/1

lmm以 下 の 石 英 長
石 雲母を含む

内面 !黒色

120
土師

`

土 器 64
減
減

摩
産

面
面

外
内

面
商

外
内

と75Y R7/6
(精10R6/8

lmm以 下 の石 英・長
石・雲母を含む

土師写
ん

土 器 (21)
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :灰白25Y8/1
内面 :灰 自25Y8/1

lmm以 下の石英 長石
を含む

畔
枕

(29)
キガラ

デ
痕

ヘ

ナ
圧
に

転
頭
後

回
指
デナ

部
部
転

縁
体
回

日面
　
面

外
　
内

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N6/ 密

瓦器
杯

外面日縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧痕

内面 !丁寧なヘラミガキ

外面 :灰 白5Y7/1
内面 :灰白25Y7/1 密

瓦器
枕

外面屎祭1屠簑逢棄後に宍ラミ界革
内面 :回 転 ナデ後 にヘ ラ ミガキ

外面 :灰 白25Y7/2
内面 :灰 N5/ 密 内面 :黒 色

瑞
椀

(37)
外面日縁 1回 転ナデ後にヘラ ミガキ

体部 :指頭圧痕
内面 :回転ナデ後にヘラミガキ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内 密

諏
碗

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

釉 :明緑灰75GY7/1
素地 :灰 N6/ 密

127 誡
碗

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

釉 :灰 5Y6/1
素地 :灰 オリーブ5Y6/2

語

青磁
香炉

73
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

袖 :明緑灰 10GY7/1
胎 :灰白N7/ 密 接合痕,脚3(内 1欠 )

醜
碗

(27)
ア^
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

和 :灰 自75Y7/1
玄 lll i灰 白N8/ 精良

餓
碗

142 (24)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :灰 白75Y7/1
素地 :灰 白5Y7/1 精良

餓
碗

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :灰 自5Y7/1
素地 :灰 白5Y8/1 精良

自磁
杭

面
面

外
内

デ

ア^

ナ
ナ

転
転

回
回

釉 :灰自10Y7/1
素地 :灰黄25Y7/2 精良

醜
続

(37)
面
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

THI:灰 自75Y7/]
素III:灰 白N8/ 精良

画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

釉 :灰 白10Y7/1
素地 :灰 白N8/ 精良 底面 :静止ヘ ラケズリ

醜
碗

(13)
タト面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 !灰 自5Y7/1
素地 :灰 自5Y8/1 精 良 底面 :回 転糸切後に回転ヘラケズリ

勝
碗

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

釉 :灰 自N8/
素地 !灰 白N8/

精良

瞬
硫

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

釉 :褐灰5Y R4/1
素凱 :灰 75Y R6/1 密
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報告
番号

器  種
法量 (cm)

調   整 色   調 胎   土 備 考
日径 底 径 器 高

朧
皿

(27)
外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

釉 i灰 白25Y8/1
素地 :灰 白5Y8/1 精良

土師質土器
幡鉢

(45)

外面 口縁部
胴部

内面鳳縁部
丹同言Б

∃転ナデ
萎減
回転ナデ
遍の広いハケ

外面 ti完黄橙75Y R8/4
内面 :浅黄橙75YR8/4

2mm以 下 の 石 英 長
石 金雲母を含む

備前焼
福鉢

(65)
外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰赤25YR4/2
内面 :に ぶい赤褐25Y R5/3

lmm以 下の微砂を含
む

備前焼
信鉢

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 iに ぶい赤褐25Y R5/4
内面 :灰赤25YR4/2

lmm～ 3mmの 微 ～粗
砂を含む

土師質土器
鋼

縁
胴
縁
胴

ロ
　
ロ

画
　
面

外
　
内

部
部
部
部

デ
痕
デ
デ

ナ
圧
ナ
ナ

転
頭
転
ラ

回
指
回
ヘ

外面 :にぶい橙5Y R7/4
内面 :にぶい橙5Y R7/4

lmm以 下 の石 英 長
石 角閃石を含む

土 師 三土器 外面日縁部 :ヨ コナデ
内面回縁縦 ヨコナデ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内 密

144
土師質土器

鍋

縁
部
縁
胴

日
縁
日

面
日
面

外
　
内

ナデ 面
面

外
内

ぶい橙75Y R7/4
ぶい橙75Y R7/4

lmm以 下 の石 英 長
石 金雲母を含む

土師 F

f
土 器 (66) 外面 !回

内面 :回
デ

デ

ナ

ナ
外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/ やや密

146
土師質土器

鍋

外向口縁端部
口縁部

内面口縁端部
日縁部

回転ナデ
ハ ケ,指頭圧痕
回転ナデ
ヘラナデ,ナデ

外面 :に ぶい褐75YR6/3
内面 :灰掲75YR6/2

lmm以 下 の石 英・

石 金雲母を含む
長

土師質土器
鍋

外面 :摩減
内面 :摩波

外面 iに ぶい責栓10Y R6/4
内面 iに ぶい黄橙10Y R6/4

長
含を

英
母

石
雲中“

ｌｍ
石
む

土師質土器
足釜

外面 日縁部 :回 転 ナデ
胴部 :ヘ ラナデ

内面 :回 転 ナデ

外面 :に ぶい黄橙10Y R6/4
内面 iに ぶい黄橙10Y R6/4

lmm以 下の石英 。長石
を含む

土師質土器
足釜

(37)

外面口縁郡
丹同言【

内面 日縁書[

胴部

回転ナデ
ハケ
回転ナデ
ナデ

外面 iに ぶい黄橙10Y R6/3
内面 Iに ぶい黄橙10Y R6/2

lmm以 下 の 石 英 長
石 雲母を含む

土師質土器
足釜 (65)

部
部
ケ

縁
体

ハ

ロ面
　
面

外
　
内

ナデ
ハケ 外面 :灰白10Y R8/2

内面 :浅黄橙10YR8/3
lmm以下の石英 。長石
を含む

土師質土器
足釜

240
外面 回縁部 :ヨ コナデ

胴都 :ナ デ
内面 :浅いハ ケ

外面 :灰 自10Y R8/2
内面 :灰自10Y R8/2

lmm以下の石英 長石
を含む 外面 :黒斑

土師質土器
犀令

外面 :ヨ ヨナデ,ナ デ
内面 :ヨ コナデ,ナ デ

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R6/3
にパい黄栓10Y R6/3

lmm以 下 の 石 英 長
石 雲母を含む

土師質土器
足釜

(35)

部
部
ケ

縁
胴

ハ

ロ画
　
面

外
　
内

回転ナデ
ハケ

面
面

外
内

にぶい橙5Y R7/4
にぶい橙75Y R7/4

25mm以下の石央・長
石を多 く含む

154
土師

売
て土器

(156)
外面脚部
内面胴部

板 ナデ
指貢序痕 ヨコハケ

画
面

外
内

灰責褐 10YR6/2
にぶい苦精 10YR7/2

2mm以 下 の 石 英 長
石  令三母 を少 々合 む

足 釜
外面脚部 :ヘ ラケズ リ

外 向 :に ぶい栓 75Y R7/コ
内面 :i莞 黄橙 10YR8/4

lmm以下の石英 長石
を含 む

焼単副
学堕

備 外面 :回 転ナデ,自然釉
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい赤褐75R5/3
内面 :灰赤25Y R5/2 やや粗 外面 :自 然釉付着

瓦質土器 外面 :回 転ナデ
内面 :指頭圧痕,ナデ

外面 :灰 白25Y8/1
内面 :灰白25Y8/1 ややlI

土師質土器
発

縁
胴
縁
胴

回
　
ロ

面
　
面

外
　
内

，

，
ヶ

デ

デ

デ

ハ

ナ

ナ

ナ

，

コ

ラ

コ

デ

ヨ

ヘ

ヨ

ナ

指頭圧痕
チデ

外面 :にぶい橙75YR6/4
内面 iに パい黄橙10Y R6/4

lmm以 下の長石 角閃
石 金雲母を含む

土師質土器
巽

外面 回や
川

内面口准

部
部
部
都

ヨヨナデ
ナデ
ヨコナデ
ヘラナデ

外面 :にぶい褐75YR6/3
内面 :に ぶい橙75YR7/3

lmm以 下 の 石 英  長
石  金雲母 を含む

土師質土器
甕

外面 :指頭圧痕
内面口縁部 :回 転ナデ

胴部 :深いハケ

外面 :にぶい褐75YR6/3
内面 iに ぶい黄橙10Y R7/2

lmm以 下 の石 英 長
石・角閃石 雲母を含
む

土師質土器
甕

外面口縁部 :ヨ コナデ
頸部 :板ナデ,ナ デ

内面日縁～頸部 !ヨ コナデ
休縦 ハケ 指 5葺 F痕

面
面

外
内

にぶい橙75Y R7/4
明赤掲5YR5/6

lmm以下の石英 長石
を含む

土 師 土 器 外画 :摩滅
内面 :ヨ ヨナデ

外 面 :灰 5Y4/1
ｍｌｍ

石
、下 の 石 英 長
三 舟 夕合 子|

備前焼
塞

面
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 :灰褐75Y R5/2
内面 :tC3灰75Y R5/1 やや粗 外面 i自 然釉付着

備前焼
発

外面 :回転ナデ
内面 !回 転ナデ

外面 :黒掲5Y R3/1
内面 :暗赤灰 10R3/1 密

貼文
沈線1条

須 1器 面
面

外
内

格子 ロタタキ
ヘラナデ

外面 :灰 N6/
内而 :灰 N6/

lmm以 下 の微 砂 を含

須思器 平
ヘ

面
面

外
内

キタ
デ

タ
ナ

自然粕 釉 :灰 自10Y R8/2
素地 :楊灰 10Y R5/1

lmmの 細砂 ,05mm以
下の微砂 を含む

器歯
雲
璽

須
(110)

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N4/ やや密 沈線2条

土師質土器
発

(31)
外面 :ナ デ,指頭圧痕
内面 !ナ デ

外面 :i完黄橙75Y R8/4
内面 :にぶい橙75Y R7/4

2mm以 下 の 石 英・長
石 雲母を含む

須恵器
甕

(25)
外面 :回 転ナデ
内面 i摩減

外面 :明褐灰5Y R7/1
内面 :灰 5Y6/1

3～5mmの  率田 礫 ,

05mm以下の微砂を含
む

底面 :回 転糸切後にナデ

土 FT 質土器
鉢

外面 :摩滅
内面 :摩減

面
面

外
内

にぶい黄橙 10Y R7/3
にぶい責橙 10Y R7/3

2mm以下の石英 '長石
を含む

171
須恵器
高杯

(67)
外面 :回 転 ナデ
内面 :回 転 ナデ 絞 り目

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

2～3mmの 石 英 ,05
mmの 微砂 を含む

透か し3箇 所

イイダコ壼
(51)

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

指頭圧痕 タト向 :橙75Y R6/6
内面 :褐 75Y R4/6

lmm～ 2mmの 石奥・長
石 ・角閃石 を含む

土製土器
円盤 酷

‐２０
厚

２
外面 :灰 N5/
内面 :灰 N4/ 重 さ :4730g

土製土器
円盤 離

７０
厚さ
20

外面 :灰 自10Y7/1
内面 iに ぶい橙75Y R7/3 重 さ :987g

175
土製土器

rE鍛
径
只

直
ハ

さ 面
面

外
内

ア^

、ア

ナ
ナ 外面 1にぶい赤掲5Y R5/4

2mm以 下 の 石 英 長 石
歩省■ふ 重 さ :1029g

土 製 土 器
田緩

律

８

Ｅ

５

厚

２

向
面

外
内

Ｎ
Ｎ

灰
灰 重 さ 1802g

土 謎土器
ヨ盤 酪

５０
厚

１
外面 :灰 白25Y7/1
内面 :灰 白25Y7/1 重 さ :517g

土 醍土器
ヨ盤

径

１

直

５

厚

１
外面 :橙 5Y R6/6
内面 :栓5Y R6/6 重 さ :469g

土製土器 酪
３４

厚

９

面
面

外
内

橙5Y R6/6
楕5Y R6/6 重さ:267g
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報告
番号

器  種
法量 (cm)

調   整 色   調 胎   土 備 考
日径 底 径 器 高

砥 石
さ
０

長
伝

鴨
０８

厚

１ 粘板岩

土 錘
長

９

幅

７０

厚

７ 外面 :ナ デ 外面 :灰黄褐10YR5/2
長葵

む

］”
８ｍ
石 重 さ 1429g

土 錘
長

７
さ パ面 :ナ デ タト面 橙5Y R6/6 4mm以 下 の 石 英 。長

石 '角 閃石を含む
重 さ :2786g

土錘
長

８ 58
厚

５ 外 面 ナ デ 外面 1に ぶい橙 75Y R7/4 lmm以 下の石英 。長石
を合む 重さ12096g

184 土錘 欝
８７５

幅

５３５

厚

４ 外面 :ナ デ 外面 :橙5Y R7/6 3mm以 下 の 石 英  長
角閃石 を含 む石

重 さ :1734g

土鍾
長

Ｒ

幅

６２５ 外面 :ナ デ 外面 :灰 白10Y R8/2 2mm以 下の石英 長石
を含む

重さ:1256g

土 錘
長

６

厚

３ 外面 !ナ デ,中央に凹面み 外面 :に ぶい橙75YR7/4 lmm以 下の石英 長石
を含む

重さ :594g

土 錘
長

＆

幅

５８ 外面 ナ デ 外面 :灰掲75Y R6/2 5mm以 下 の 石 英 長 石
歩合 子● 童 さ 12909g

丸 瓦
長 さ
(292)

幅

‐４８
凹面 :布 目
凸面 :ナ デ

外面 !灰 N5/
内面 :灰 N5/ 密 「野原濱村無量寿院」の文字有 り

丸 瓦
長さ
(170)

幅
(147)

面
面

凹
出

布目
ナデ

外面 :灰N5/
内面 i灰N5/ 密

丸瓦 長
鶴 (165)

ロ
デ

布
ナ

面
面

凹
凸

Ｎ
Ｎ

灰
灰

画
面

外
内 密 三巴文

丸瓦
瓦当径
(158)

商
面

外
内

Ｎ
Ｎ

灰
灰 密 梵 字

丸瓦
瓦当径
160

顎長
26

瓦裏面 :ナ デ
瓦当顎 :ナ デ,瓦 当41を 面取

外面 :灰 N5/
内面 :灰 白N7/ 密

巴文
珠文6個 (残 )

丸瓦
さ
０

長
億 第

３０
瓦
．

凹面 :横 方向のナデ.凸面 :板ナデ
瓦当裏面 :ナ デ 指頭肝痕

外面 :灰 白25Y7/1
内面 :灰 自25Y7/] 宙

三巴支
珠文5個 (残 )

丸 瓦
長さ
(104)

凹向 :布 日,コ ビキ A,側 辺 を面取
凸面 :板ナデ ?

画
面

外
内

淡赤橙 25Y R7/3
灰 白75Y R8/1 密

丸 瓦
長 さ
(121)

凹面 :布 目
凸面 :ナ デ

外面 :にぶい橙5Y R7/4
内面 :にぶい橙5Y R7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

平 瓦
長

ｍ
幅

(204)
デ
デ

ナ
ナ

面
面

凹
凸

面
面

外
内

灰N5/
灰N5/ 密 波状文

平 瓦
長さ
(91)

隅
６８

見 当 厚

49
凹面 :ナ デ,瓦 当端 を面取
瓦当裏 :橋方向のナデ

面
面

外
内

灰 N6/
灰N4/ 密 波状文

平瓦
長さ
(73)

幅
・０５

凹面
凸面

デ
デ

ナ
ナ

Ｎ

Ｎ

灰
灰

面
面

外
内 密 波】大文

平瓦
長さ
(97)

幅
(115) 懸

２５
凹面 :ナ デ,面取
凸面 :板ナデ,横方向のナデ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/ 密 波状文

平瓦
さ
姉

長
像

凹面 :ナ デ,瓦 当端 を面取
凸面 ::産 減のため不明

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N6/ 密 波状文

平 瓦
さ
０

長
位 (140)

デ
デ

ナ
ナ

面
面

凹
凸

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内 密 波状文

平 瓦
さ
０

長
徹

幅
Ｖ

凹面 :ナ デ
凸面 :ナ デ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

血
面

外
内 密 波状文

平瓦
長さ
(85)

幅

９４
凹面 :板ナデ,面取
凸面 !板ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :橙 75Y R7/6 密 2次焼成 ?

鬼瓦
長さ
(143)

面
面

外
内

灰 N5/
灰 N5/ 密

鬼瓦
ｅ
０

長
は

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N6/ 密

鬼瓦
長さ
(110)

外面 :灰 N4/ 宿

五輪塔 (空・風
輪 )

空輪直径
154

風輪直径
161

空輪高さ
115

風輪高さ
109

角礫凝灰名

五輪塔 (水輪 ) 醸
２２０

角礫凝灰岩

土師質土器
配 (15)

外面 :磨減
内面 !摩減

外面 :にぶい橙75YR7/4
内面 :にぶい橙75YR7/4

05mm以下の微砂を含
む 磨滅

二 HII負 二 喬
皿

(15) 外面 :摩 滅
内面 :陸 没

外面 :浅黄橙75Y R8/3
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

05mm以下の微砂を含
む 磨滅

土師質土器
杯

70 タト面
内面

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

Ｙ

Ｙ

自

白
灰
灰

面
面

外
内

2mm以 下の石英 長石
底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ,板目

タト血 :灰 自25Y8/1
内面 :灰 自25Y8/1

lmm以下の石英・長石
を含む 底 面 板 目 . ナ デ

土師質土器
林 (21)

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 ,浅黄橙75YR8/4
内面 :i完責橙75Y R8/4

1～ 2mmの 石 英,05
mmの微砂を含む

土師質土器
杯

外 阿 :肇楓
内面 :魅減

面
面

外
内

灰白10Y R8/2
灰白10Y R8/2

05mm以下の微砂 を多
量に合む

土師質土器
杯

画
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

タト面 :灰 5Y6/1
内面 :灰 N7/

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
杯

(16)
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

タト血 :灰 日10Y R8/2
内面 :灰 白loY R8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯 (15)

外面 !回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 白25Y8/1
内面 :灰 白10Y R8/2

05mm以下の微砂を含
む 底面 :回転ヘ ラ切後にナデ,指ナデ

燃
皿

外面日縁部 :回 転ナデ
体部 :指頭圧痕

内面 :回転ナデ後にヘラ ミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

lmmの石英,05mmの
微砂を含む 和泉型

瓦器
椀

外面日縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ

内面 :ナ デ後にヘラ ミガキ

外面 :黄灰25Y6/1
内面 :灰 白25Y7/1

05mm以下の微砂 を若
干含む

酷
椀

面

面
回転ナデ
ナデ

外面 :灰 N4/
内面 !灰 N4/

lmmの石夫,05mm以
下の微砂を含む

酪
椀

外面体部 :剥 離
高台 :回転ナデ

内面 :ナ デ後にヘラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
羽釜

画
面

外
内

ヨコナデ
ハケ

外面 :浅責橙10Y R3/4
内面 :浅黄橙 10Y R8/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師質土器
足釜

外嵐回縁部 iヨ コナデ
胴部 :指頭圧痕 ,ナ デ

内面 :ヘ ラナデ

外面 iに ぶい黄橙10Y R7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

lmmの石英,05mm以
下の微砂を含む

土師質土器
鍋

外血 :指鎮圧反後にヘラナデ
内面口縁部 :ハ ケ

板ナデ

画
面

外
内

にぶい赤褐5YR5/4
にぶい黄橙10YR6/3

15mm以下の石英 長
石 角閃石 雲母を含
む

須恵器
発

(22) デ
デ
ナ

ナ
ラ

指

ヘ

向
面

外
内

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N6/

lmm以 下 の 微 砂 を含
底面 :回転糸切後にヘラケズリ

土師質土器
足釜

長さ
173 外面 :ナ デ 外面 :褐灰10Y R6/1

内面 :i完黄lat10YR8/3
lmm以 下 の 石 英  長
石 雲母 を含 む

土師質土器
11

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/3
内面 :にぶい橙75YR7/4

lmm以 下の石英 長石
を含 む

底面 :静止ヘラケズリ後に回転ヘラ
ケズリ

土師賀土器
皿

(11)
外面 日縁部 :回 転ナデ後 にナデ
内面回縁部 :回 転ナデ終 にチデ

外面 :灰 自25Y8/1
内面 :灰 白25Y8/1

05mm以下の微砂を含
む 底面 :ナ デ
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報告
番号

器  種
法量 (cm)

調   整 色   調 胎   土 備 考
口 容 底 径 器 高

土師質土器
皿 (灯 明皿 )

77 15 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 自10Y R8/1
内面 :灰 白loY R8/1

lmm以下の石英 長石
を含む

口縁部煤付着
底面 :ナ デ

230
皿

12 外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 :灰 自25Y8/1
内面 :灰 自25Y8/1

05mm以下の微砂 を含
む

底面 :ナ デ

土師質土器
皿

外面 :回転 ナデ
内面 !回 転ナデ

外面 :灰白10Y R8/1
内面 !灰 白10Y R8/1

lmm以 下の石央 。長石
を少 々合 む

底面 iナ デ

土師貿土器 (11)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

画
面

外
内

灰 自10Y R8/2
灰 白loY R8/1

lmm以下の石英 長石
を少々含む

底面 :回転ヘラケズリ

二 H印 穴 主 希

皿

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

画
面

外
内

灰 日10Y
灰 白10Y

lmm以 下の石英・長石
を少々含む

底面 :回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 iに ぶい橙75Y R7/4
内面 :灰 自10Y R8/2

05mm以下の微砂を含
tj・

底面 :ナ デ

土師質土器
皿

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :灰自10Y R8/2
内面 :灰 白10Y R8/1

2mmの 石 英,lmm以
下の微砂 を含む

底 面 ナ デ

土師質土器
皿

15 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外 面 :差

丙面 :≠
i橙75Y
:橙 75Y

lmm以下の石英・長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後に板目,回転ヘ
ラナデ

土師質土器
皿

76 13
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
商

外
内

外面 !浅黄橙10Y R8/2
内面 :浅黄橙10Y R8/2

2mm以 下の石英・長石
を含む

底面 :板 日後に回転ヘ ラケズ リ

土師質土器
皿

1珀
面
面

外
内

回転 ナデ
回転 ナデ

外面 :灰 白5Y8/1
内面 :灰 白25Y8/

lmm以 下 の石 央 。長 石
歩合 子● 底面 :板目後に回転ヘラケズ リ

土師質土器
配

13 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面
内面

灰

灰
10Y R8/1
10Y R8/1

2mm以 下の石英・長為
を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 目

土師質土器 17 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

タト面 :灰日10Y R8/2
内面 :に ぶい橙5Y R7/4

lmm以下の石英・長石
を含む

底面 :板 目後に回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

13 外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 :浅黄橙10Y R3/3
内面 :浅責橙10Y R8/3

lmm以下の石英・長石
を少々含む

底面 :ナ デ

土師質土器
皿

外 向 :回 転 ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

にぶい橙5Y R7/4
にぶい緒5Y R7/4

lmm以 下 の石 英 長 石
歩合 子● 底面 :ナ デ

土師質土器 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

回
面

分
内

床 |

,天 [

10Y R8/2
10Y R8/2

05mm以下の石英 長
石・雲母を含む 底面 :ナ デ

土師質土器
皿

外面 :摩減
内面 :摩減

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/3

lmm以 下 の石 英・長
石 '金雲母を少々含む 底面 :回転ヘラ切

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :明褐75Y R7/2
内面 :浅黄橙75Y R8/4

lmm以下の石英 長石
を合む

底面 :回転ヘラ切後に板 目,回転へ

ラナデ

土師質土器
皿

(16)
外面 :摩滅
内面 :摩減

タト面 :に ぶい橙10Y R7/4
内面 :にぶい橙75Y R7/4

lmm以 下 の微 砂 を含

土師質土器 15 外面 !回 転ナデ
内面 :摩減

外面 :荘

内面 :差

貢橙 10Y R8/4
黄橙 10Y R8/3

05mm以下の石英 長
石を含む 底面 :回転ヘラケズリ

三 即 輿 工 希

皿

滅
減

摩
産

面
面

外
内

外面 :橙75YR7/6
内面 :橙75Y R7/6

lmm以 下の石英・長石
を含む

土師質土器
皿

16
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :灰自25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以 下 の石 英 。長 石
歩合 子,

底面 :板目後に回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

11 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ後に指ナデ

外面 :灰自10Y R8/1
内南 :灰白loY R8/2

lmm以 下 の石 葵 。長
石・角閃石を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 目

土師質土器 14 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 !灰 自10Y R3/2
内面 !に ぶい費橙 10Y R7/3

lmm以下の石英・長石
を含む 底面 :回転ヘラ切後に板 目,ナ デ

土師質土器
皿

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転サデ

外面 :灰黄褐10Y R5/2
内面 !褐灰10Y R6/1

lmm以 下 の 石 英・長
石 角閃石を含む

底 面 :回転ヘ ラ切

253
土師質土器
Ill(灯明皿 )

外面
内面

トア
ア^

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 :灰自75Y R3/2
内面 :灰白75Y R8/2

lmm以 下 の石 葵 。長 石
歩合 子●

日縁端部煤付着
底面 :回転ヘ ラ切

土師質土器
配

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :灰 自75Y R8/2
内面 :灰白75Y R8/2

lmm以 下の石奥 。長石
を少々含む

底面 :回転ヘラケズリ

土師質土器 面
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

外面 :橙
内面 :淡

5Y R7/6
橙5Y R8/4

05mm以下の微砂を含
む 底面 :板 日後に回転ヘラケズリ

あ61・ lT猛器 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :浅黄橙75Y R3/4
内面 :浅黄橙75Y R3/4

lmm以下の石英 。長石
を含む

底面 :回 転ヘ ラ切

あ71土師盈土器 16 外面体部
内面体部

デ

デ

ナ

ナ
外面 :灰黄25Y7/2
内面 :灰黄25Y7/2

05mm以下の石英 。長
石 角閃石・雲母を含
む

回転ヘラ切後に回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

91 (17)
外面 :回 転 ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :灰 自10Y R8/2
内面 :灰白10Y R8/2 鯉 P石

英 。長石
1底面 :回転糸切

土師質土器
m 19

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

面
面

外
内

にぶい橙 75Y R7/4
にぶい精75Y R7/4 糾 堪 忽

石 英・長石
1底

面 :回転ヘラケズリ

土師質土器 14 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

タト面 :浅
内面 :浅

黄橙 10Y R8/4
責橙 10Y R8/5 箸 T曇巻彊客憲

英 ,長

1底
面 :回転ヘラ切後に板 目

土師質土器
皿

14 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ 指ナデ

外面 :浅黄橙10Y R8/3
内面 :浅黄橙 10Y R3/3

lmm以 下の石英 。長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 目,回転ヘ

ラナデ

土師質土器
皿

16 外 面 :回 転 ナデ
内面 :回 転ナデ.ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 1に ぶい橙75Y R7/4

lmm以 下 の 石 莫 '長石
歩合 ふ 底面 i回転ヘラケズリ後に板 目

土師質土器
HI

17 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面
内面

二橙 10Y R3/3
子ボ争10Y R8/4

lmm以 下の微砂を含
む

底面 :回転ヘラ切後に板目,回転ヘ
ラケズリ

土師質土善
皿

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :

内面 :

橙10Y R8/3
橙10Y R8/3

lmm以 下の石英 。長石
を少々含む

底面 1回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :に パい橙5Y R7/4

05mm以下の微砂 を含
む

底面 :回 転ヘ ラケズ リ,ナデ

土師質土器
皿

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転 ナデ,指ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

05mm以下の微砂 を含
底面 :回転ヘ ラケズ リ

土師質土器
配

外面 :回 転ナデ
内面 :ナ デ

面
雨

外
内

貢橙10Y R3/3
昔精 10Y R8/3

lmm以 下 の 石 英 。長
石 雲母 を含 む

底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
皿

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :浅
内面 :浅

貢橙75YR8/4
黄栓75Y R8/4

lmm以下の石英 `長石
を含む 底面 :回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :浅黄橙10Y R8/3
内面 :浅黄橙10Y R8/4

05mm以下の微砂を含
む

底面 :回 転ヘ ラ切後に回転ヘ ラケス
リ 板 日

土師質土器
皿

18 外面 :回 転ナデ,指顕 l■展
内面 :回 転ナデ.ヘ ラ ミガキ

外面 :に ぶい黄橙10Y R7/3
内面 :に ぶい黄橙10Y R7/2

lmm以 下 の 石 葵 。長
石  色 開万 歩合 子●

土師質土器
皿

面
覆

外
内

回転ナデ,指頭圧痕後にヘラミガ
回転ナデ後にヘラミガキ,ナデ

外面 :灰 N5/
内面 :昔灰 25Y5/1

lmm以 下 の 石 奥・ 長
石 雲母 を含む

土師質土器 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰 自10Y R3/2
灰 白10Y R8/2

05mm以下の微砂を含
む 底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師賀土器
皿

13 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
皿

(13)
外面日縁部 :回転ナデ

体部 :指頭圧痕,ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/3
内面 :浅黄橙75Y R8/3

lmm以下の石英 。長石
を少々含む

275
土師質土器

皿
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面
内面

く白10Y R8/2
ぐ白10Y R8/2

lmm以下の石英・長石
を含む

底面 :板目後に回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

外面 1回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4

05mm以下の石英・長
石を含む

底面 :ナ デ

土師質土器 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

回
面

外
内

自25Y8/2
白25Y8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む 底面 :回転ヘラ切

-110-



報告
番号

器 種
法 量 (cm)

調   整 色   調 1台   土 備 考

日径 底径 器 高

瑞
皿

(19)

外面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕

内面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 !灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む

鴎
皿

13 外面 :回転ナデ
内面 iナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

lmm以 下 の微 砂 を含
底面 :指頭圧痕,ナデ

瑞
皿

15 外面 ,回転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む 底面 :静止ヘラケズリ,す デ

凡 喬
皿

外面 :回転ナデ,指頭圧痕
内面 :ヘ ラミガキ

Ｎ
プ

自
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

lmmの石英,05mm以
下の微砂を含む

和泉型

酪
皿

91
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

指頭圧痕
ヘラミガキ

面
面

外
内

灰 N6/
灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む

和泉型

283
瓦器
皿 鶴離目筆李季1手琴覆橿ヘラミガキ

外面 :灰 白N8/
内面 :灰 白N7/

05mm以下の微砂を含
む 底面 :指頭圧痕

瓦器
皿

外面 :回 転ナデ
内面 :ナ デ後 にヘ ラ ミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

底 面 :指頭圧反

土師質土器
杯

画
面

外
内

歴減
摩減

外面 :にぶい橙75Y R7/4
内面 1に ぶい橙75Y R7/4

lmm以 下 の微砂 を含
む

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

lmm以 下 の 石 英 長 石
浄合 す● 底 面 板目,ヘ ラナデ

土師質土器
林

110
外面 :回転ナデ
内面 i回転ナデ

外面 :灰白N8/
内面 :灰 白N7/

05mm以下の微砂を含
む 底面 :板 目後に回転ヘラナデ

土師質土器
杯

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

面
面

外
内

i覺貢橙75Y R8/4
にぶい橙75Y R7/4

lmm以下の石英 ,長石
を含む

土師質土器
林

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :浅黄橙75Y R8/6
内面 i浅黄橙75Y R8/6

lmm以下の石美 長石
″合 L・

底面
デ

:回 転ヘラ切後に板目,ヘラナ

土師質土器
材`

外面 :摩滅
内面 :摩滅

外面 :浅黄橙10Y R8/3
内面 :灰白10Y R3/2

lmm以下の石央 ,長石
を含む

土師質土器
杯

(15)
外面 :回転ナデ
内面 :ナ デ

貢
黄

浅
浅

面
面

外
内

:75Y R8/3
175Y R8/3

lmm以下の石英 長石
を少々含む

底面 :回 転ヘラ切後にナデ

土師質土器
杯

外面口
捺言|:目霰爽テヶズリ,ナデ

内面 :ナ デ

外面 :灰自10Y R8/2
内面 :浅黄橙10Y R3/3

imm以下の石英 長石
を含む

土師質上器
椀

外面日縁都 1回転ナデ
体都 :ナ デ

内面日縁部 i回転ナデ
体都 :ナ デ

外面 :灰白10Y R8/2
内面 :灰 自10Y R8/2

lmm以 下 の石 英・長
石 金雲母を少々含む 内面体部 :黒斑

土師質土器
統

(32)
外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

灰自10Y R8/1
灰白10Y R8/1

2mm以 下の石英 長石
を含む

土 師 質 土 器
続

160
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

面
面

外
内

灰 自10Y R8/2
浅責橙 10Y R8/4

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
杭

外面高台 :回転ナデ
内面 :ナデ ヘラミガキ

外面 :灰白10Y R8/1
内面 !灰 白10Y R8/1

05mm以下の微砂 を含
底面 :ナ デ

土師質土器
椀

外面 :回転ナデ
内面 :ヘ ラナデ

外面 iに ぶい黄橙10Y R7/4
内面 :に ぶい黄橙10Y R7/И

05mm以下の石英 長
石 雲母を含む

回転ヘラ切後に回転ヘラナデ

土師質土器
椀

外 面

…
デ

部
台
ナ

体
高

回転ナデ
ナデ

内面

外面 :灰白25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以下の石英,長石
を含む

土師質土器
杭

75 外面高台 :回 転ナデ
内面 :ナ デ

外面 :灰自10Y R8/1
内而 :反自loY R8/1

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
赫

外面 :回転ナデ
内面 iナ デ後にヘラミガキ

外面 !明褐灰75Y R7/2
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂 を含
む

土師質土器
枕

(13)
外面高台 :回転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 自5Y8/1
内面 i暗灰N3/

1～ 2mmの  石 葵 ,

05mm以下の微砂を含
む

底面 :回 転ヘラケズリ 内面 :黒色

302 瑞
椀

142 ⑪
l禽辱F景ヨ法晶罠:〔象【父ラミ雰革

面
面

外
内

灰 N4/
灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

畔
椀

脚瑯
瑯螂

口
　
日

面
　
面

外

内

回転ナデ
指頭圧痕後にナデ
回転ナデ後にヘラミガキ
ナデ後にヘラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内

lmmの石英,05mm以
下の微砂を含む

瓦器
杭

タト面日
綴報:冠筆産晨縄:宍ラミ雰革

内面日繰言t:早琴族ごヘラミガキ
Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

lmm以 下の微砂を含
む

酷
枕

外面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ

体部 :指頭圧痕
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N7/

05mm以下の微砂を含
む

瓦器
椀

外面日綴謙:暑顎産覆後に父7ミ 雰革
内面 :回転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/ 暦

燃
碗

144

外面日綴謙:是雲産覆後にヘラミガキ
高台 i回転ナデ

内面 :チ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

密
内面 :格子状暗文
和泉型

酷
椀

150 (44)
外面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ

体部 i指頭圧痕後にヘラミガキ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外両 :灰 N5/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

瓦器
椀

51

外面日縁部 1回 転ナデ
体部 :指頭圧痕後にヘラ ミガキ

高台 :回転ナデ
ぬ面 :ナ デ ヘラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内

05mm以下の微砂を含
む

酷
椀

外面口縁卦1暑筆と晨後にヘラミガキ
高台 :回転ナデ

内面 :ナ デ後にヘラミガキ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

05mm以下の微砂を含
む 和泉型

酪
椀

154 告暑:盪酢:ヨヨη子:密 :冬 ?ミ
拿三外面 :灰 N5/

内面 :灰 N4/
lmm以 下の微砂を含
む

瓦器
椀

外面日徐課i尾語と覆稜|:食うミ雰革
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

2mmの 石英,05mm以
下の微砂を含む

酪
椀

152

外面日捺訊1屠霰と覆後|:宍ラミ雰華
内面日縁部 :回転ナデ後にヘラ ミガキ

体部 :ヘ ラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む

外面に暗文

畔
椀

外面口縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧痕後にヘラ ミガキ
高台 :回 転ナデ

内面 :ヘ ラミガキ,ナデ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

05mm以下の微砂を含
む 和泉型

瓦器
椀

外面口係獣:暑騒産覆後に宍ラミ雰革
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N6/

05mm以下の微砂を合
む

畔
椀

156

外面日縁部
体部

内面口縁部
体部

キ
キ
キ

ガ
ガ
ガ

ミ
ミ
ミ
キ

ラ
ラ
ラ
ガ

ヘ
ヘ
ヘ
ミ

に
に
に
ラ

後
後
後

ヘ

デ
痕
デ
に

ナ
圧
ナ
後

転
頭
転

デ

回
指

回
ナ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

2mmの 石英,05mm以
下の微砂を含む
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告
号

報
番 器  種

法量 (cm)
調   整 色   調 胎   土 備 考

口径 底径 器 高

燃
枕

(45)

部
部
部
部

縁
体
縁
体

日
　
日

向
　
面

外
　
内

回転ナデ後にヘラミガキ
指頭圧痕後にヘラミガキ
回転ナデ後にヘラミガキ
ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 !灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

瑞
椀

外面回縁部 :回 転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ

内面 :ナ デ後にヘラミガキ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

05mm以下の微砂を含
む

瑞
椀

外面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ

内面 :ナ デ,ヘ ラミガキ

面
面

外
内

灰 N4/
灰 N4/

05mm以下の微砂を合
む

器

ｉ
外面 :指頭圧痕後にヘ ラ ミガキ
内面 :ナ デ後 にヘ ラ ミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

酷
椀

外面日縁部 !回転ナデ後にヘラミガキ
体部 !指頭圧痕後にヘラミガキ

内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む

瑞
椀

外面口縁部
体部

内面 :ナ デ

1回転ナデ後にヘラミガキ
:指頭圧痕後にヘラミガキ
後にヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

lmm以 下の微砂を合
む

燃
椀

外面口縁部 i回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕後にナデ,ヘラミガキ

内面 :回転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

瑞
椀

外面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭匠痕後にヘラミガキ
高台 :回転ナデ

内面 :ヘラミガキ

外面 !灰 N5/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む 和泉型

酷
椀

64

外向 :日縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ
高台 :回転ナデ

内面 :ナ デ,ヘ ラミガキ

外面 :暗灰 N3/
内面 :灰 白25Y7/1

lmmの細砂,05mm以
下の微砂を含む

和泉型

燃
枕

(34)
外面口縁部 :回転ナデ後 t

体部 :ナ デ後にへ
|

内面 :回転ナデ後にヘラ

ヘラミガキ
ミガキ
ガキ

Ｎ

Ｎ

自

白

灰

灰
面
面

外
内

lmm以下の石英 微砂
を含む

瑞
椀

170 (35)
外面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ

体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ
内面 ,ナ デ後にヘラミガキ

面
面

外
内

灰 N4/
灰 白5Y7/1

05mm以下の微砂を含
む

瑞
椀

外面回縁部 :回 転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ

内面 :ナ デ後にヘラミガキ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

1～ 2mmの  石 英 ,

05mm以下の微砂を合
む

瓦器
椀

外面口縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ

内面口縁部 1回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

瓦器
椀

外面回縁部 :回転ナデ後にヘラ
体部 :指頭圧痕後にヘラ

内面 :ナ デ後にヘラミガキ

キ
キ

ガ
ガ 外面 :灰白5Y7/1

内面 :灰白5Y7/1
05mm以下の微砂を含
む

酷
椀

キ
キ

ガ
ガ

ラ
ラ

ヘ
ヘ

に
に
キ

後
後
ガ

デ
痕

ミ

ナ
圧

ラ

転
頭

ヘ

回
指

に

…
…
後

部
部

デ

縁
体

ナ

回面
　
面

外
　
内

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

05mm以下の微砂を含
む

琳
枕

外面日縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体部 :ヘ ラミガキ,指頭圧痕

内面 iヘ ラミガキ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

画
面

外
内

05mm以下の微砂を含
む

瑞
椀

(50)
外面 :指頭圧痕,ナデ,ヘ ラミガキ
内面 :ナ デ,ヘ ラミガキ

面
面

外
内

灰 N4/
灰 N4/

05mm以下の微砂 を含

瑞
枕

(13)
外面高台 :回 転ナデ
内面 :ナ デ後 に暗支

外 Dli ttN4/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む

瑞
枕

(21)
外血体部 :指跛 l■反

高台 :回 転 ナデ
内面 iナ デ ヘ ラ ミ

ナ デ

ガキ

外面 :灰 N7/
内面 :灰 N4/

lmmの石英,05mm以
下の微砂を含む

酷
椀

(12)
外 向高台 :回 転ナデ
内面 :ナ デ ヘ ラ ミガキ

外面 :灰 白5Y3/1
内面 :灰 白5Y8/1

05mm以下の微砂を合
む

瓦器
椀 ガ

荒
食
ア
ラ

圧
ナ

ヘ

頭
転

に

指

回
後デ

都
台

ナ

体
高

面
　
面

外
　
内

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂を含
む

繋
枕

外面高台 :回転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂 を含
帝

瓦器
椀

(12)

痛
侯
ア
ラ

圧
ナ

ヘ

頭
転
に

指
回
後デ

部
台
ナ

体
高

面
　
面

外
　
内

ナデ

ガキ

画
面

外
内

灰 N5/
灰 N5/ 密

瑞
椀

(19)

デナ痕
デ

圧
ナ
キ

頭
転
ガ

指
回
ミ

部
台

ヘ

体
高

面
　
面

外
　
内

外面 :灰 N4/
内面 :灰 白5Y7/1

05mm以下の微砂を含
む 底面 :回 転ヘラケズリ後にナテ

瓦器
椀

外面体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 !灰 N4/

1～ 2mmの 石 英 ,05
mm以下の微砂 を含む

瑞
椀

46 外面高台 :回 転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラ ミガキ

画
面

外
内

灰5PB5/1
青灰5PB3/〕

lmm以 下の微砂を合
む

醜
続

外 向 :回
内面 :回

三ナ デ

iナ デ
釉 :灰 白5Y7/2
素地 :灰白N8/ 精選

爾
碗

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :淡黄5Y8/3
素地 :灰 白5Y8/2 精良

説
碗

(31)
面
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

釉 :オ リーブ灰 10Y5/2
玄 il:反 自loY6/1 精 良

醐
碗

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

糊 :灰自10Y8/1
素地 :灰白N8/ 精良

自磁
碗

外 向 :回 転ナデ
内面 :回 転 ナデ

釉 :灰白10Y8/1
素地 :灰 白75Y8/1 精良

餓
碗

外面 :回転ヘラケズリ
内面 :回転ナデ

袖 :淡黄5Y8/3
素地 :灰白10Y7/1 精良

鶴部
(40)

外面 i回 転ナデ
内面 1回転ナデ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

lmm以 下 の 微 砂 を多
量に合む

土師質土器
鍋

(51)
画
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

デ
デ

ナ

ナ
画
面

外
内

灰褐5Y R6/2
にぶい橙5YR6/3

2mm以 下の石英 ,長石
を含む

土師質土器
甕

縁
体
縁
捧

ロ
　
ロ

向
　
面

外
　
内

デ
痕
デ
デ

ナ
圧
ナ
ナ

コ

頭

コ

ラ

ヨ

指

ヨ

ヘ

部
部

部

部

ナデ
ヘラナデ

面
面

外
内

灰褐10Y R6/1
灰黄褐10YR6/2

lmm以 下の長石・角閃
石 雲母を含む

土錘
長

９
厚み
66 外面 :ナ デ

面
面

外
内

にぶい橙75YR6/4
にぶい橙75Y R6/4

5mm以 下の石葵・長石
を含む

重 さ 13567g

土FE
長

４
幅
“

み
‘

厚
３

外面 :ナ デ タト面 :に ぶい橙75Y R6/4 2mm以 下の石英 長石
を含む

重 さ :427g

軒平瓦
ｅ
０

長
似

甲昌
(130)

瓦当厚
51

凹面 :布 目,瓦当端を横方向のナデ
瓦当裏 :横方向のナデ

外面 :灰5Y6/1
内面 :灰 N5/ 密 梵字

カマド (318)
外面 :指頭圧痕,指ナデ,タ テハケ
内面 :ナ デ,ヨ コハケ

外面 :にぶい橙5YR6/4
内面 :灰褐5YR4/2

1～ 2mmの 石 奥 長 石
三 舟  色 FIII石 歩合 ふ

カマド (446) (92)

縁
体
縁
体

日
　
口

面
　
面

外
　
内

部
部
都
部 ミニ争ぞナデ       1織

辟優糧
'拳

吾常4,1 lmm以 下の長石 角閃
石 雲母を含む 内外面 :煤付着
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告
号

報
番 器  種

法量 (cm)
調   整 色   調 胎   土 備

回径 底 径 器 高

土師質土器
皿

76
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/3
内面 :に ぶい橙75Y R7/3

05mm以下の微砂を含
む 底面 :回転ヘラケズリ ナ デ

土師質土器
皿

76 16 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転 ナデ

面
雨

外
内

にぶい橙 75Y R7/“
i隻責精 75Y R8/3

05mm以下の微砂を合
む

底面 :回転ヘラ切後に回転ヘラケズ
リ

土師質土器
皿

14
外面 :回転ナデ
内面 !回転ナデ

面
面

外
内

橙75YR7/6
橙75Y R7/6

[mm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

21 外面 :摩滅
内面 :摩滅

外面 :灰白25Y8/2
内面 :灰白25Y8/2

1～ 3mmの 石 英 ,05
mm以下の微砂 を含む

主 IHI只 工 奇

皿
(21)

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
皿

13 外面 :摩減
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

橙75Y R7/6
裕75Y R6/6

lmm以 下 の微砂 を含
む

底面 :回転糸切

土師質土器
杯

クト面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 白10Y R7/1
内面 :灰 白10Y R7/1

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
杯

118
デナ転

デ
回
ナ
デナ

部
部
転

縁
体

回

目面
　
面

外
　
内

外面 :橙75Y R7/6
内面 :橙75Y R7/6

lmmの石英,05mm以
下の微砂を含む

土師質土器
ITN

(22)
ィア
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

タト面 1に ぶい橙75Y R7/4
内面 :に ぶい橙75Y R7/4

05mm以下の微砂を含
士●

土師質土器
杯

(11)
外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :浅黄橙 75Y R8/4
内面 !浅苦精 loY R8/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
杯

(11)
外面 !回 転ナデ
内面 :回 転ナデ,ヘ ラナデ

面
面

外
内

にぶい橙75Y R7/4
にぶい橙75Y R7/4

05mm以下の石英 長
石を含む

底面 :回転糸切後に回転ヘ ラナデ

瑞
枕

外面日縁吉【
体部

内面日縁き「

体言I

回転ナデ後にヘラミガキ
指頭圧痕後にヘラミガキ
回転ナデ後にヘラミガキ
ナデ後にヘラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰

面

面
外
内

2mmの石英,05mm以
下の微砂を含む

瓦器
椀

外面日縁酎
体前

内面日縁封
IINき |

回転ナデ後にヘラミガキ
指頭圧痕後にヘラミガキ
回転ナデ後にヘラミガキ
ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を含
む

説
碗

(13)
外向 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

釉 :オ リーブ灰 10Y6/2
素船 :灰 白N7/

05mm以下の微砂を若
千含む

青磁
碗

(19)
外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

‥
地

釉
素

リーブ灰 10Y6/2
灰 白N8/

～2mmの 石英を者干
デむ

訥
碗

(32)
外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

釉 :オ リーブ灰5GY6/1
素地:獲

黒濱鍵 25Y4/4

05mm以下の微砂を多
量に含む

齢
硫

(24,
外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

和 :灰白N7/
素地 :灰白10Y R7/1

05mm以 下 の 微 砂 を若
千 合 手●

隣

士
堕

面
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ 勁T穏蚕憬鶏イ系4潟

lmm以 下の微砂を合
む

土師質土器
足釜

270 (34)
外面口縁部 :ヨ コナデ

体都 :ナ デ
内面 iヘ ラナデ

面
面

外
内

浅黄橙10Y R8/4
橙5Y R7/6

lmm以 下の微砂を含
む

土師質土器
鍋

(31)
面
面

外
内

指頭圧痕後にナデ
ハケメ

面
面

外
内

にぶい栓5Y R6/4
にぶい橙5Y R6/4

1～3mm石 英 長石・

角閃石を含む

3771  軒丸瓦
長 さ
(144)

厚
２

幅
９８

凹面 :布 目
凸面 :ヘラナテ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N5/ 密

3781  軒丸瓦
厚

２
外面 :灰N4/ 密

丸 瓦
長さ
(60)

面
面

凹
凸

厚

２

幅

５３
布目
ヘラナデ

面
面

外
内

褐10YR4/6
明赤褐5YR5/6 やや密

丸瓦
長さ
(90) 5, 1巳目布目

ヘラナデ
画
面

外
内

橙5Y R6/6
にぶいT・

t5Y R6/4 密

丸瓦   1 属ふ |(1弓 )

厚

２
凹面 :布 目
凸面 :ヘラナデ

外面 :橙5Y R7/6
内面 :橙5Y R6/6

やや粗

文字瓦
幅

３９
さ
０

長
６

厚

２
凹面 :ナ デ

凸面 :ナ デ 偽唇:優 N形   1密 「天王□」

梵字瓦 1馬ふ
幅

７５

ロ
デ

布
ナ

面
面

凹
凸

ヘラケズリ 待零:辰留影  1密 梵字

軒平瓦
長 さ
(137)

幅

‐５０
瓦当高
46 巴零:雑葬円忽李季1覆寿糊あ晟子デ

瓦 当裏 :横方向のナデ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

画
面

外
内 密 波】央文

道具瓦
長さ
(110)

幅
”

写
１

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内 密

道具瓦
さ
い

長
億 外面 :ヘ ラナデ 外面 :灰N4/

lmm以 下 の徴砂 を看
干含む

道具瓦
長さ
(178)

厚

１

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

外面 :灰 N6/
内面 :オ リーブ灰25GY6/1 密

上 錘
長さ
(57)

幅

５５
厚 さ
40

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内 外面 :に ぶい橙75Y R7/4 lmm以 下の石英 長石

を含む

土師質土器
(17)

外面 :摩減
内雨 :陸 減

外面 :灰 自10Y R8/2
内面 :灰 白10Y R8/2

lmm以 下 の 石 奥 '長る
矛合 子F

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 !橙 5Y R7/6
内面 :橙5Y R7/6

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
小皿

外面 !回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :淡黄橙25YR7/4
内面 :に ぶい橙5Y R7/4

05mm以下の微砂 を含
む

土師質土器
配

15
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙5Y R7/4
内面 :に ぶい橙5Y R7/4

05mm以下 の微砂 を多
量 に合 む

底面 :回 転ヘ ラケズリ

土師質土器
皿

(19)
回
回

面
面

外
内

デ

デ

ナ

ナ
外面 :に ぶい橙5Y R7/4
内面 :橙5Y R7/6

05mm以下の微砂 を含

土師質土器
皿

(17)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

両
面

外
内

灰自10Y R8/1
灰白10Y R8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

外面日縁部 :回転ナデ
体部 :回転ナデ後にヘラミガキ

内面 :回転ナデ

外面 :灰 自N8/
灰褐 1 75YR6/2

05mm以下の微砂を含
む 底面 :回 転糸切後 にナデ

土師質土器
杯

(25)
夕1面口傷

14

内面 :E

部 !回転ナデ
部 :ヘラナデ
転ナデ

外面 :灰 白25Y7/1
内面 !灰 白25Y3/2

05mm以下の微砂を含
む

398
土師質土器

杯
56 (33)

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
褐

外
灰

灰 自N8/
灰 白N8/

05mm以下の微砂を若
干含む

土師質土器
椀

外面口協
密

内面口煽

:都 !回転ナデ後にヘラミガキ
:部 :指頭圧痕
:部 :回転ナデ
:部 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 iに ぶい黄橙10Y R7/3
内面 :灰白N7/

05mm以下の微砂 を若
干含む

土師質土器
椀

エ
ア

台
ナ

一局
‥

血
面

外
内

回転 ナデ Ｙ

Ｙ

自
白

灰

灰

面

面

外
内

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
椀

(17)
外面 :摩減
内面 :ナ デ

外面 :1こ ぶい黄橙 10Y R7/2
内面 !暗灰N3/

05mm以下の微砂を含
む

内面 :黒色

醜
碗

(25)
外面 :回転ナデ
内面 !回転ナデ

釉 :灰 白75Y8/1
素地 :灰 自75Y7/1 精 選
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告
号

報
番 器  種

法量 (cm)
調   整 色   調 胎   土 備 考

口径 底径 器 高

誡
碗

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

釉 :オ

素地 !

リーブ灰10Y5/2
灰白N7/1 精選 内面 !銅蓮弁文

訥
碗

(22)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :オ リーブ灰 10Y5/2
素 411:灰 白N8/ 精 選

説
碗

(21)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

糊 :オ リーブ灰 10Y5/2
素地 :灰白5Y7/1 精選

青 磁 画
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 :灰白N7/ 精選 外面 :花文

説
杭

(25)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :明緑灰10G Y7/1
素地 :灰 白N7/ 精 選

朧
碗

外面
内面

ェア
一ア

ナ

ナ
TfH:灰 自10YR8/1
素地 :灰白5YR8/1 階 見込みに砂 目,高台に狭 り

器
鉢

陶
幡

外面 :回 転 ナデ
内面 :回 転すデ

外面 :灰 N5/
内面 :灰N4/

2mmの 石 英,lmm以
下の微砂を含む

土師質土器
足釜

(39)
外面 :ヨ ヨナデ
内面回縁部 :指頭圧痕後にヨヨナデ

胴部 :指頭圧痕後にハケ

外面 :灰黄褐10YR5/2
内面 :灰黄褐10YR4/2

長
含を

英
母

石
雲中“

ｌｍ
石
む

土師質土器
鍋

外面日縁部 !ヨ ヨナデ
胴都 !指頭圧痕後,ナデ

内面 :回転ナデ後にナデ

外面 :灰黄褐10YR4/2
内面 :に ぶい黄橙10YR7/3

3mm以 下 の 石 英・長
石 雲母を含む

土師質土器 外面 :粗いハケ
内面 :板ナデ

外面 :に パい黄橙10YR6/3
内面 :浅黄橙 10YR8/3

lmm以下の石英・長石

備前
(84)

外面 :回転ナデ
内面 !回転ナデ

和 :灰自25Y8/2
素地 :楊灰 5YR4/1

lmmの石英 ,05mm以
下の微砂 を含 む

鰤
壷

外面 :回 転 ナデ,指頭圧痕
内面 :回 転 ナデ

外向 :灰褐 75Y R5/2
内面 :に ぶい黄褐 10Y R5/3

lmmの 微 砂,5mmの
小石を含む

内外面 底面 :煤付着

硯
長

像
り苗

(67)
外面 :灰赤10R4/2
内面 :灰赤10R4/2

粘板岩

416 土 錘
長

８ 外両 :ナ デ 外面 :橙75YR6/6 lmm～ 5mm以 下 の 石
五  再 万 歩合 す|

重 さ :2732g

羽 日
さ
づ

長
Ｑ

径
２

直
９

外面 :褐灰10YR6/1
3mm以 下の石英 長石
を含む

スラグ付着

羽 回 外面 :にぶい橙25YR6/4 6mm以 下 の石 英 長
石・雲母を含む

羽 ロ 外面 :に ぶい橙10YR6/4
8mm以 下 の石 英 長
石 '雲母を含む

羽 日 外面 :に ぶい橙10YR6/3
5mm以 下の石英 長石
lmm以 下の雲母 を含
む

羽 口 外面 :に ぶい橙75YR7/4 5mm以 下 の石 英 長 石
浄合 FI

羽 ロ 外面 :にぶい赤褐 25YR5/4 1～ 5mm以 下 の石英
長石 .雲 母 を含む

木製品 錬
出

幅
Ｍ

厚

１

土師質土詩
rTN

外面
内面

減
減

摩
摩

面
面

外
内

にぶい袴75YR7/4
にぶい橙75YR7/4

lmm以 下 の 石 英 長

425 須恵器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :指ナデ

面
面

外
内

灰 自25Y7/1
反 白25Y7/]

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
杯

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
而

外
内

面
面

外
内

にメド�ヽ1き75YR7/6
にぶい橙75YR6/6

lmm以 下の石英を含
む 外面に墨書 (「幸』あるいは F達』P)

土師質土器
杯

外面 :摩滅
内面 :指ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :にぶい橙75YR7/6

05mm以下の石英 長
石 雲母を含む

回転糸切

土FIT質土器
林

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :褐灰 10YR5/1
内面 :褐灰10YR5/1

lmmの石英,05mm以
下の微 h1/Nを 合む 底面 :ヘ ラ切後にヘラナデ

土 錘
長

５
直径
11 外面 :ナ デ 外面 :明赤褐25YR5/6 lmm以 下の石奥 す長石

を含む
重さ:53g

土師質土器
杭

外面 :摩滅
内而 :産 滅

外血 :浅黄橙 10YR8/3
内面 :灰N4/

lmm以 下 の石 英・長
石 雲母を含む

内面 :黒色

土師質土器
枕

(21)
外面体きる:ナ デ

高台 1回 転ナデ
内面 :ナ デ ヘラ ミガキ

外面 :オ リーブ黒5Y3/1
内面 :淡黄25Y8/3

lmm以下の石英 微砂
を含む

底面 !回転ヘラ切

土師質土器
椀

外面体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ
高台 :回転ナデ

内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :にぶい黄橙10YR7/3
内面 :に ぶい責橙10YR7/2

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
奏

指
縁
休

日
面
面

外
内

顕圧痕後にハケ
部 :ナ デ
きh:板ナデ

外面 :灰褐75YR5/2
内面 :に ぶい褐75YR5/3

lmm以 下 の石 英 長
石 雲母を含む

瓦質土器
羽釜

(50)
面
面

外
内

ヨコナデ
ナデ

タト面 :灰 N4/
内面 :灰 白N7/

05mm以下の微砂を含
む

土 師 質 土 器
満

外 向 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ.ナデ

外面 !浅黄橙 10YR3/4
内面 !浅黄橙10YR8/4

lmm以 下 の 微 砂 を含
底 面 :回 転ヘ ラ切

土師質土器
足釜

224 外面 :ヨ コナデ,指頭圧痕
内面 :指頭圧痕後に板ナデ

外面 :に ぶい橙 75YR6/4
内面 :に ぶい T・

t5YR6/4
lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
足釜

(56)
外面 :ハ ケ,指頭圧痕
内面 :ハ ケ

面
面

外
内

にぶい褐75YR5/3
にぶい黄橙 10YR6/4

lmm以 下 の石 英 長
石 角閃石 雲母を合
む

土師質土器
足釜

外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :に ぶい橙75YR7/4 2mm以 下の石英 長石
を含む

弥生土器
高杯

(32)
面
面

外
内

滅
減

外面 :に ぶい橙5YR7/4
内面 :に ぶい栓5YR7/4

lmm以 下 の石 英 長
石 '角 閃石を含む 円孔 11個残存

瑞
椀

外面口賜
TA

内面口煽
4

部
部
部
部

回転ナデ後にヘラミガキ
指頭圧痕後にヘラミガキ
回転ナデ後にヘラミガキ
ナデ後にヘラミガキ

外面
内面

Ｎ
Ｎ

灰
灰

lmm以 下の微砂を含
む

土師質土器
杯

24
回
回

面
面

外
内

デ

デ

ナ

ナ
夕1面 :灰 白10YR8/1
内面 :灰白10YR8/1

05mm以下の微砂を合
む

日縁部内外面 :煤付着
底面 :板 目

土師質土器
外血日

内面口

ヨコナデ
ナデ
ヨヨナデ
ナデ,指頭圧痕

外面 :に ぶい黄橙10YR7/3
内面 :に ぶい褐75YR6/3

lmm以 下の微砂を含
む

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

浅黄橙10YR8/4
灰白10YR8/1

05mm以下の微砂を含
む

略
甕

外面 :ヘ ラナデ
内面 :ヘ ラナデ

タト面 :灰N4/
内面 :灰N4/

2mm以 下の石英・長石
を含む

底 面 :ヘ ラナデ

怖前
福鉢

(75)

日
　
‥

面
　
面

外
　
内

デナ
デ

転
ナ

回
指

デ

‥
　
ナ

部
部
転

外面 :灰褐75YR5/2
内面 :灰褐75YR5/2

2mm以 下の石英 長石
を含む

土 師 質 土 器
林

面
面

外
内

摩滅
摩減

外面 :灰白25Y8/1
内面 :灰N4/

05mm以下の微砂 を含
内面 黒 色

須恵質土器
杯

外面口縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体部 !ナ デ後にヘラミガキ

内面口縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
体都 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰白5Y7/1
内面 :灰自5Y7/1

05mm以下の微砂を含
む
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生
日
０市

報
番 器  種

法量 (cm)
調  整 色   調 胎   土 備 考

日径 底 径 器 高

須恵質土器
杯

(30)
外面日縁部 :ヘ ラミガキ

体都 !指頭圧痕後にヘラミガキ
内面 :ヘ ラミガキ

タト面 :嗜灰N3/
内面 :灰 白10Y8/1

05mm以下の微砂を含
む

須恵質
枕

器
(1 1)

外面高台 :回 転ナデ
内面 :ナ デ

外面 :黄灰25Y5/1
内面 :黄灰25Y5/]

05mm以下の微砂 を多
曇 に合 む 底面 :ナ デ

瑞
枕

外面 :回 転ナデ
内面 !ナ デ

外面 :灰白25Y8/1
内面 :灰白25Y8/1

05mm以下の微砂を含
む

底面 :回転糸切後にナデ

土師質土器
(53) 外面 :ナ デ,指頭圧痕

外面 :橙5YR6/6
内面 :裕75YR6/6

lmm以 下 の 石 英・長
石・雲母を含む

鉄 釘
長さ
(37)

厚

１

鉄 釘
長さ
(39)

幅

２‐
さ

土師質
皿

器 54 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

貢橙 75YR8/4
替精 75YR8/4

lmm以 下の微砂を含
む 底面 :回転ヘラ切

土師質 と器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 1に ぶい橙75YR7/4

lmm以 下の微砂を含
む 底面 :回転ヘラケズリ

土師質
llll

と器 10
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :浅黄橙75YR8/6
内面 :浅黄橙75YR8/4

05mm以下の微砂 を含
帝 底面 :回転糸切

土師質土器
皿

64 12 外向 :回 転ナデ
内面 :回 転 ナデ

外面 :に ぶい橙5YR7/4
内面 :にぶい橙5YR7/4

05mm以下の微砂を含
む

底面 :回 転ヘ ラケズ リ

土師質土器 外面 :回転ナデ
内面 ,回転ナデ,指ナデ

面
面

外
内

にぶい貢植10YR7/4
浅昔橙75YR8/4

05mm以下の微砂を合
む

底面 :回転ヘラ切後に板目,回転ヘ
ラナデ

土師質
皿

器 10 外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

にぶい黄橙10YR7/3
にぶい黄橙10YR7/3

[mm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後に回転 ヘラケス
リ

土師質
皿

器 67

80

４ ２

一　

４ ０

12
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :浅黄橙75YR8/4
内面 :浅黄橙75YR8/4

lmm以 下 の 微 砂 を含
底面 ,回 転ヘ ラケズ リ

土師質
m

器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙 75YR7/4
内面 :に ぶい裕 75YR7/4

05mm以下の微砂を含
む

底面 :回転糸切

土師質土器
皿

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰 自10YR3/2
灰 白10YR8/2

05mm以下の微砂を若
干含む

土師質土器
皿

（ア
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
而

外
内

外面 :に ぶい黄橙10Y R7/3
内面 :灰 白10Y R8/2

lmm以 下の石英 微砂
を含む

底面 :回 転ヘ ラ切後 にすデ

土師質
皿

土器 面
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

外面 !灰 自25Y8/1
内面 :灰白25Y8/1

lmm以 下 の 微 砂 を含

土師質
配

土 器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 自10YR8/2
内面 !灰白loYR8/2

05mm以下の微砂を含
む

466
土師賀

皿
土 器

(22)
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外血 :橙5YR6/6
内面 :橙5YR6/6

05mm以下の石英 長
石 す雲母を含む

瑞
皿

(20)
外面口縁部 :回転ナデ

体部 :指頭圧痕
内面 !回転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰N5/
内面 :灰 5Y5/1

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
杯

118 (29)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 1に ぶい責橙10YR7/3
内面 :に ぶい黄橙 10YR7/3

lmm以 下の微砂 を含
む

土師質土器
杯

外向日縁部 :回 転ナデ

体部 :指頭圧痕
内面 :ヘラ ミガキ

外面 :に ぶい栓75YR7/4
内面 :灰白10Y R8/2

lmmの 石英,05mm以
下の微砂を含む

土師 土 器 外向 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ後 に指 ナデ

外面 :に ぶい黄橙10YR7/3
内面 :に ぶい黄橙10YR7/3

lmm以 下 の 微 砂 を含
底面 :回転ヘラ切後に回転 ヘラナデ

土師 土 器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ後に指ナデ

外面 :に ぶい種 75YR7/4
内面 :浅責裕 loY R8/4

lmmの石英,05mm以
下の微砂を含む 底面 !回転ヘラ切後に回転指ナデ

472
土 師 土 器

(12)
外面 :ナ デ
内面 :ナ デ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転糸切

473
土師質土器

杯
(18)

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :浅黄橙 10YR8/4
内面 :i完黄橙75YR8/3

05mm以下 の微砂 を含
底面 :ナ デ

土師質土器
杯

面
面

外
内

回転ナデ,ナデ
ナデ

面
面

外
内

にぶい黄橙10YR6/3
灰黄褐10YR5/2

05mm以 下 の 微 砂 を含
子● 底面 :ナ デ

須 憲器
琉

(] 1)
外面高台 :回転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

面
面

外
内

にぶい貢橙10YR7/2
灰N6/

05mm以下の微砂を含
む 底面 :板 目

土 師 土 器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

にぶい黄橙10YR7/3
にぶい黄橙10YR7/3

05mm以下の微砂を含
む 底面 :ナ デ

土師質土器
鍋

(23)
外面 :ヨ コナデ

内面口縁部 :ハ ケ後に ヨコナデ
休都 :ハ ケ

外面 :に ぶい黄橙 10YR6/3
内面 :に ぶい責橙10YR7/3

lmm以下の石英・長石
を含む

土師質土器
甕

(32)
面
面

外
内

ヨコナデ,ナデ
ヨヨナデ

外面 :灰褐75YR5/2
内面 :に ぶい褐75YR6/3

長
含を

葵
母

石
雲中“

２ｍ
石
む

須
捏

器

鉢
デ
デ

ナ
ナ

コ
コ

画
面

外
内

外面 :灰 白N7/
内面 :灰白N7/

lmm以 下 の 微 砂 を含

磁器
皿

外 向 :回 転 ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

灰自5Y7/1
灰白5Y7/2 微砂を若干含む

垂化木

鵬
⑪ 酷

６３
さ 外面 :灰自10YR8/2

内面 :に ぶい黄橙10YR7/2 重 さ :945g

土師質土器
Ⅲ

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR6/4
内面 :橙5YR6/6

lmm以 下 の 微 砂 を多
量に含 む

底面 :静止糸切後に回転 ヘラナデ

484
土師費土器

皿
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ,ナデ

タト面 :浅貢種 10Y R3/3
内面 :灰白loY R8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 目
回縁端部 :煤付着

土師 1 土器 54
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :灰自N7/
内面 :灰 白N7/

lmm以 下の微砂を含
む 底面 :未調整

弥生土器
高杯

(47)
減
滅

摩
陸

面
面

外
内

外面 :に ぶい橙75YR6/4
内面 :に ぶい橙75YR6/4

lmm以 下 の 石 英  長
石 ・ 色 PA・ 石 歩合 す|

土 師 土 器 (14)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ.指ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4 千含 む

備 焼
(53)

外面 :ヨ ヨナデ
内面 :ヨ コナデ

面
面

外
内

灰褐 75YR5/2
褐灰 5YR4/1

Imm以下の石英・細砂
を含む

罹器
宛 (26)

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

釉 :灰 白5Y7/2
素地 :灰白75Y7/1 密

土師質土器
皿 デナ

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :に ぶい橙5YR6/4
内面 :に ぶい橙5YR6/4

lmm以 下 の 石 英 長
石・雲母を含む

上師質土器
杯

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

向
面

外
内

面
面

外
内

にぶい責橙10YR7/3
浅黄栓 10YR3/3

lmm以 下 の微 砂 を含

土 師 土 器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰 自25Y8/2
灰 白25Y8/2

lmm以 下の微砂を含
む 内面 :ロ クロ成形痕

主 H印 只 工 命

杯
(15)

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR6/4
内面 :に ぶい橙75YR6/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後にナデ

瞬
皿

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

釉 :灰白5Y8/1
素地 :灰白5Y8/1 密

備前焼
揖鉢

外国 :回 転 ナデ
内面 :回 転 ナデ

外面 :灰赤25YR4/2
内面 :にぶい赤掲25YR5/3

lmm～ lcmの 石 央  粗
祗 力合 子●

酪
枕

外面日縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧痕

内面日縁部 :回転ナデ
体都 :ヘ ラミガキ

外面 !暗灰N3/
内面 :灰N5/

lmm以 下の微砂を多
量に含む
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報告
番号

器 種
澁量 にm)

調   整 色   調 1む   土 備
口径 底 径 器 高

木製品
長さ
(208)

幅

５０

厚

■

鉄 釘
さ

い

長
傷

幅
04X0

土師質土器 11 外面 :摩減
内面 !摩滅

外面 :灰 白10Y R8/2
内面 :に ぶい橙75YR7/3

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
皿

100 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰 自75YR8/2
灰 白75YR8/2

lmllti以下の石英 長石
を含む

土師質土器
皿

画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

タト向 :浅貢橙10Y R8/3
内面 :に ぶい橙75YR7/4

lmmの 石 英 ,lmm以
下の微砂 を含む

土 師 土 器 116
画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

夕1面 :灰 白10YR8/2
内面 :灰 自10YR8/2

lmm以 下の微砂を含
む

上師質土器
杯

(26)
外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

橙5YR6/6
橙75YR6/6

[mm以 下 の 石 央 長 石
歩合 ふ

土師質土器
椀

(19)
外面 :剥離
内面 :摩滅

面
面

外
内

灰自25Y8/1
灰N4/

lmm以下の石爽・長石
を含む

内面 :黒色

蹴
椀

54 外面 :ナ デ,回転ナデ
内面 :ヘ ラ ミガキ

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N6/

lmm以下の石英・長石
を含む

須 1器 タト向 :タ タキ
内面 !ヨ コナデ

外面 !灰 N5/
内面 :灰 N5/

2mm以 下の石夫 微砂
″合 tj・

土師質土器
皿

外面 :摩減
内面 :摩滅

外面 :に ぶい橙 75YR7/3
内面 :に ぶい緒 75YR7/4

lmm以 下 の 石 英・ 長
石 雲母 を含む

土 師 土器 デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :栓5YR7/6
内面 :橙 5YR7/6

lmm以 下の微砂を含
む

土 師 三土器
(17)

苗
面

外
内

ナデ
回転ナデ

外面 :橙25YR6/6
内面 i橙5YR6/6

lmm以下の石英 長石
を含む

土 師 土 器
(11)

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

にぶい栓75YR7/4
にぶい橙75YR7/4

Imm以下の石英 長石
底面 :回 転ヘラ切

土師質土器
椀

外面 1回転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :に ぶい貢橙 10YR7/3
内面 :に ぶい責橙 loYR7/2

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

(24)
外面 :摩減
内面 :摩 滅

外面 :灰 自10YR8/2
内面 :に ぶい橙75YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

(20)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 白25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以下の石英・長石
を含む

土師質土器
林

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい黄橙 10YR7/2
内面 :精5YR7/6

lmm以 下 の 石 央 長 石
歩合 子● 底面 :板 目後にナデ

土師質土器
莞

(31)
外面 :摩減
内面 :摩滅

外面 1に ぶい貢橙 10YR5/3
内面 1に ぶい責橙 10YR5/3

3mm以 下 の 石 英・長
石・角閃石を含む

土師質土器
杯

(20)
面
面

外
内

回転ヘ ラ切後に静止ヘ ラケス リ
回転ナデ後に指ナデ

外面 :橙75YR7/6
内面 :にぶい黄橙10YR7/4

2mm以 下の石英 '微砂
を含む

底面 :回 転ヘラ切後に板 目

土師貿上器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい種75YR7/4
内面 1に ぶい橙75YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘ ラナデ

土師質土器
皿

40 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙5YR7/6
内面 :潜 5YR7/6

lmm以下の石奥 長石
´合す|

底面 :回転ヘ ラ切後 にナ デ

土師質土器
椀

42
減
減

摩
陸

面
面

外
内

外向 :茂貢橙 10YR8/3
内面 :灰白10YR3/2

lmm以 下 の微砂 を若
干含む

土師質土器
皿

画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :にぶい責橙10YR7/4
内面 :橙 25YR6/6

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切

土 師 質 土 器
協 (42)

外面 :回転ナデ後にヘラミガキ
内面 :回転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 自25Y8/2
内面 :黄灰25Y4/1 密 内面 黒 色

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

にぶい貢橙 10YR7/3
にぶい音精 loYR6/4

lmm以 下の徴砂 を含
む

須恵器
捏ね鉢

(62)
外面 :回 転ナデ,指頭圧痕
内面 :回 転ナデ

外 向 :灰 N5/
内面 i灰白5Y8/1

2mm以 下の石英・微砂
を含む 東播系

須 器 デ
デ

ナ
ナ

山
面

外
内

面
面

外
内

にぶい黄橙10YR7/2
にぶい黄橙10YR7/2

lmm以下の石英 雲母
を含む

土師貿上器
杯

(47)
外面 :摩減
内面 :摩減

外面 :灰N7/
内面 :灰 N7/

lmm以 下 の 微 砂 を者

土師質土器
杯

154
面
面

外
内

回転ナデ

回転ナデ

面
面

外
内

灰 自25Y8/2
灰 白25Y8/2

2mm以 下の石英 長石
´合す●

土師質土器
杯

(36)
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 i灰白10YR8/1
内面 :に ぶい橙5YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む

土 師 土 器 画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :に ぶい黄橙10Y R7/3
内面 :に ぶい黄橙10Y R7/3

lmm以下の石英 長石
を含む 底面中央 :板 目 周縁 :回 転ナデ

土師賀土器
椀

(]
外面 1回転ナデ
内面 :ヘ ラミガキ

面
面

外
内

浅貢橙 10YR8/4
オ リーブ黒5Y3/1

lmm以 下 の 石 英  長
内面 黒 色

酪
皿

(19)
外面 :回転ナデ
内面 :ヘ ラミガキ

Ｎ

Ｎ

灰

灰
画
面

外
内

lmm以 下 の 傲 砂 を者
干含む

瑞
椀

外面日縁部
体部

内面口縁部
体都

キ
　
キ

デ
ガ
デ
ガ

ナ
ミ
ナ
ミ

転
ラ
転

ラ

回

へ
回

ヘ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

lmm以 下の微砂を含
む

瑞
杭

(22)
外面 !指頭圧痕,ヘ ラミガキ
内面 :ヘ ラミガキ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
甕

面
而

外
内

ナデ
ヨコナデ

外 Bl iにぶい責橙 10YR7/3
内面 :灰 責褐 10YR6/2

1～ 2mm以 下 の石 英
長石 雲母 を含む

弥生土器 減
減

摩
摩

画
面

外
内

外面 :に ぶい褐75YR5/4
内面 :灰黄25Y6/2

lmm以 下 の石 英 長
石・雲母を含む

二HW負 主喬
皿

(23)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :浅黄栓75YR8/4
内面 :浅黄橙75YR8/4

lmm以 下 の 徴 砂 を含

鵬麟
外面 !回転ナデ
内面 :回転ナデ

画
面

外
内

にぶい貢橙 10YR7/4
にぶい昔袴 10YR7/4

lmm以 下 の 石 英  長
石 雲母 を含む

土師質土器
杯

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

向
面

外
内

灰褐7 5YR5/2
明赤褐25YR5/6

lmm以 下の徴砂を含
む

円盤
(瓦 )

直径
57

厚

２
外面 :灰N6/
内面 :灰N6/ 重 さ 845g

鉄 釘
さ
９

長
停 04～ 07

540
土師質土器

皿
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

i莞黄橙 75YR8/6
1こ パ しヽ和争75YR7/4

lmm以 下 の 微 砂 を含
底面 :回転ヘラ切後にナデ

541
土師質土器

皿
外面 :回 転ナデ
内面 :陸 漉

外面 :浅貢栓 75YR8/4
内面 :浅黄栓 75YR3/4

lmm以 下の石英 長石
を含む 底面 :ヘ ラナデ

土師質土器
皿

74
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

両
面

外
内

外面 :に ぶい橙75YR7/3
内面 1にぶい橙75YR7/3

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切

土師質土器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい黄橙10YR7/2
内面 :浅黄橙10YR8/3

05mm以下の石英・長
石を含む

底 面 :回転ヘ ラ切後にナデ

土 H雨 質土器
皿

54 外面 :回転ナデ,指ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

浅貢橙 75YR8/3
灰 白loYR8/2

05mm以下の石英 長
石を含む

底面 :回転ヘ ラ切後 に板 目,ナデ

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
同

面
而

外
内

画
面

外
内

灰 自25Y8/2
灰 白25Y8/2

lmm以下の石英 長石
を含む 底面 :回転ヘラナデ

土師質土器
In

64
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :にぶい黄栓10YR7/3
内面 !浅黄橙10YR8/3

05mm以下の微砂を多
量に含む

土師質土器
皿

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :i完黄橙75YR8/4
内面 :i完黄橙75YR8/4

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘ ラ切後 にナデ
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馨喜1  器 種
法 景 (cm)

調  整 色   調 1台   土 備 考

口 径 底径 器 高

醜81土師
盈
土器 (18)

外面 !回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :橙 5YR7/6
内面 :栓5YR7/6

lmm以 下 の 石 奥 '長右
歩合 す●

口縁部 !煤付着
底面 :回転ヘラナデ

開91土師
盈
土器 15

クト面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :にぶい橙5YR7/4
内面 :橙5YR7/6

llltam以 下 の 石 英 長
石 角閃石を含む

底面 |ヘ ラナデ

土 師 I土器 18
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :に ぶい橙 5YR6/4
内面 :橙5YR7/6

05mm以下の石英 長
石を含む

底面 :回転ヘラ切後に,デ

土師質土器
皿

13 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :橙 75YR7/6
内面 :橙75YR7/6

lmm以 下 の石 英 長 石
歩合 子● 底面 :回転ヘラ切

552
土師質土器

皿
17

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙5YR7/6
内面 :橙5YR7/6

lmm以下の石英 長石
を含 む

底面 :ヘ ラナデ

土師質土器
配

(16)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
而

外
内

橙5YR7/6
給5YR7/6

lmm以 下の石英 長石
を含む

5541 土師盈
土器 (21)

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

i完黄橙10YR8/3
灰自10YR8/2

nm以 下の石央 長石
含む

土師質土器
皿

外面 1回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面
内面

:ぶ い黄橙10YR7/4
:ぶ い黄橙10YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む 底面 :回転ヘラケズリ

556
土師質土器
皿 (灯 明皿 )

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰白25Y8/1
内面 :灰 白25Y8/1

1～ 2mmの  石 英 ,

05mm以下の微砂を含 内外面 :煤付着

土師質土器
皿

(19)
タト面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :橙25YR6/6
内面 :に ぶい橙25YR6/4

lmm以下の石英 長石
を含む

上師貿
皿

器 デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :橙25YR6/6
内面 :橙25YR6/6

lmm以下の石英 長石
を含む

559
土師質土器

皿
16

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :橙5YR6/6
内面 :橙5YR6/6

lmm以下の石英 長石
を合む

土師質
Ⅲ

器 (15)
外面 !回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰白10YR8/2
内面 :浅黄橙75YR8/3

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質
配

器 (15)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
而

外
内

外 画 :に ぶい橙 75YR7/4
内面 :精5YR7/4

05mm以下の石英 長
石を含む

土師質土器
皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

面
面

外
内

にぶい橙5YR7/4
にパい橙5YR7/4

05mm以下の石英 。長
石を含む

底面 !回転ヘラ切後にヘラナデ

土師質土器
皿

外面 :回転ナデ後にナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙5YR6/6
内面 !橙5YR6/6

lmm以下の石英 す長ね
多合 す|

底面 !ナ デ

土師質
皿

器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :にぶい責橙75YR7/3
内面 :にぶい黄橙75YR7/3

3mm以下の石,05mm
以下の微砂を含む

辞呼話誌 1 91 15
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :に ぶい橙 75YR7/4
内商 :に ぶい橙 75YR7/4

lmm以下の石英 。長石
を含む 唇騒象焉告全晨蔀扉面煤付着

土師質
皿

土器 (18)
画
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

面
面

外
内

にぶい橙 5YR7/4
にぶい橙 5YR7/4

lmm以下の石葵 。長石
″合 L・

土師質土器
皿 (灯 明皿 )

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ 網 1信罫鼈 OYR7/3

lmm以 下 の微砂 を著
干含む

内外面 :蝶付着

土師質
皿

土 器 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ 待冨|に鐵輻据予解覺1朗下瘍英・長石

土師貿
ll l

土 器 16
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内 待酔にぶヤキ僧:予離チ: 1箸響巻愁

下の石英・長
底 面 板 目.ヘ ラナデ

土師貿土 洛 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内 提鐵渥評譴究 1甥下妨英'長石

土師質土器
皿

(16)
外面 :回転ナデ
内面 i回 転ナデ

面
面

外
内

橙5YR7/6
橙25YR6/6

mm以下の石夫 長石
と含む

底面 :ナ デ

土師質土器
皿

(20)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

淡橙5YR8/4
橙5YR7/6

〕5mm以 下の石英 長
石を含む 底面 :ナ デ

主 Hm負 土 喬
皿 (灯 明 皿 )

19
外面 :回 転 ナデ
内面 :回 転 ナデ、ヘ ラナデ

外面 :灰 自25YR8/2
内面 :灰 白25YR8/2

lmm以下の石央 長石
を含む

底面 !回転糸切
内外面 :媒付着

土師質土器
皿

(19)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面
内面

橙75YR7/6
橙75YR7/6

05mm以下の石英 長
石を合む

土師質土器
皿

(17)
外面 :ナ デ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい栓5YR7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4

05mm以下の石英 長
石を含む

土師質土器
皿

13
面
面

外
内

ナデ
回転ナデ

タト面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4

[mm以下の石英 長石
を含む ∝面 :板 目

土師質土器
皿

(16)
ア^
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

面
面

外
内

にぶい橙75YR7/4
にぶい橙5YR7/4

05mm以下の微砂を含
む

底面 :静止糸切

土師質土器
皿

15 外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙5YR6/6
内面 :橙5YR6/6 押磐羅 急英

・長
1屋絡で弊着

土師質土器
Ill(灯明皿 )

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

にぶい橙75YR6/4
にぶい橙75YR7/4 鰐跳下の石英・長

1屋絡Ⅲ諮呼デ
580

土師質土器
皿

53 (16)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

灰自25Y8/2
灰白25Y8/2

3mmの 石 英,lmm以
下のb微砂を含む

底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
皿

面
面

外
内

ナデ
回転ナデ

面
面

外
内

橙5YR6/6
構5YR7/6

05mm以下の石英 長
石を含む

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ,ナデ
内面 :回転ナデ

外面
内面

Ｎ
Ｎ

灰
灰

lmm以 下 の 微 砂 を含

土師質土器
杯

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ,接合痕

面
面

外
内

灰白25Y7/1
灰白25Y7/]

lmm以下の石英 長石
多 合 士「

底 面 ナ デ

土師質土器
杯

20
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

灰黄25Y7/2
浅黄25Y7/3

lmm以 下の石央 長石
を含む 底面 板 目 ,

ナ デ

土RT モ土器 (27)
面
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

面
面

外
内

灰 自75Y8/1
灰 白25Y8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :ヘ ラナデ

土師質土器
杯

(22)
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

面
面

外
内

橙5YR6/6
橙5YR6/6

lmm以 下 の 石 奥 長
万  雲母 を含む

底面 :回転ヘラナデ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 白10YR7/1
内面 :灰 自10YR7/]

05mm以下の石英 長
石を含む 底面 :板日,ナデ

土師質土器
林

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 i灰自75Y R8/2
内面 :灰 白75Y R8/2

05mm以下の石英・長
石を含む 底面 1回転ヘラ切後にすデ

土師質土器
杯

一ア
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

浅貢橙10YR8/3

'党

責橙 10YR8/4
05mm以下の石英 長
石を含む

底面 iナ デ

土師質土器
林

(26)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :灰 白10YR8/2
内面 i灰白10YR8/2

lmm以 下の石葵 長石
″合む

底面 :ナ デ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :灰自10YR8/1

lmm以下の石英。長石
を含む 外面 :黒斑あ り

土師質土器
杯

110 72 (22)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

ぶ
ぶ

面
面

外
内

:75YR7/4

'75YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む 底面 :ナ デ

土師質土器
皿

面
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

面
面

外
内

にぶい黄橙10YR7/4
にぶい責fat10YR7/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :静止ヘラケズリ

土師質土器
林

外面 :回転ナデ
肉面 :回転ナデ

画
面

外
内

灰 5Y5/1
にぶい黄橙 10YR7/3

lmm以 下 の 石 英・長
石 雲母を含む

底面 :ヘ ラナデ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰自10YR8/2
内面 :灰 白10YR3/2

lmm以 下 の 石 英 '長ね
矛合 子●

土師質土器
林

面
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 :灰自10YR8/2
内面 :灰 自10YR8/2

lmm以下の石英 '長石
を含む

底面 :ナ デ

土師質土器
杯

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

面
面

外
内

黄灰 25Y5/1
揚灰 5YR6/1

lmm以 下 の 石 英 。長

石・雲母 を含む
底面 :回転ヘ ラナデ

土 師 土器 画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :灰 自10YR8/2
内面 :灰 白10YR8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :ヘ ラナデ

-117-



報告
番号

器  種
法 逗 (cm)

調   整 色  調 胎   土 備 考
口径 底 径

土師質土器
杯

112 外面 :回 転ナデ,ヘラナデ
内面 :回 転 ナデ  ナデ

面
面

外
内

にぶい黄橙 10YR6/4
にぶい責橙 10YR7/4

lmm以 下の石英 長石
を含む 底面 :ヘ ラナデ

土師質土器
杯

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :浅黄橙10YR8/3
内面 :灰 自10YR8/2

lmmの石英,05mm以
下の微砂 を含む 残面 :回転ヘラ切後に板 目,ナ デ

土 師 土器 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

Ｍ

削

自

白

灰

灰
面
面

外
内

2mmの 石英 ,05mm以
下の微砂 を合 む

底面 :回転ヘラ切後にtlt目 ,ナ デ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

:橙5YR7/6
:橙 75YR7/6 む

底面 :回転糸切後にナデ

土師質土器
杯

(24)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外面 :灰 白25Y8/2
内面 !灰 自25Y8/2

1～ 2mmの 石 芙,05
mm以下の微砂を含む

底面 :ナ デ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
菌面 :回転ナデ,ナ デ

外面 :灰 自25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後に板 目,ナ デ

上師質土器
杯

27 外面 :回転ナデ
内面 !回転ナデ

外面 :灰 自10YR8/]
内面 :灰白10YR3/1

05mm以下の石英 長
石を含む

底面 :回 転ヘ ラ切後に板 目,ナデ

土師質土器
杯

画
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

外向 :茂 貢橙 75YR8/4
内面 :浅責橙 75YR8/3

lmm以下の石英 長石
を含む

残面 :板 目,ナデ

土師質土器
杯

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 il完黄橙10YR8/3
内面 :浅黄橙75YR8/4

lmm以 下の石英 長石
を含む 底面 !回転ヘラ切

608
土 RRl 土 器 127 外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ
外面 :灰 自5Y8/1
内面 :灰 白5Y8/1

lmm以 下 の 石 葵 長 石
歩合 子r

内外面口縁部 i黒斑あり

土 R31質土器
杯

面
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

面
面

外
内

灰 自10YR8/2
灰 白loYR8/2

lmm以 下の石英・長石
を含む

底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
杯

外面 i回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

橙5YR7/6
橙5YR7/6

05mm以下の石英・長
石を含む

底面 :ナ デ

土 師 土器 外 白 :回 転 ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 !橙5YR7/6
内面 :橙5YR7/6

05mm以下の石英 '長
石・角閃石を含む

底面 :回 転ヘ ラ切後にヘ ラナデ

612
土 師 142 (24)

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰メ7/
灰N7/ 密

土師質土器
杯

(25)
外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

灰自75Y8/1
灰 白N8/

05mm以下の微砂を多
く含む

土師質土器
杯

画
面

外
内

回転 ナデ
回転 ナデ

外面 :褐灰10YR6/1
内面 :灰 白25Y8/1

05mm以下の微砂を含
む

土 師 土 器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 白10Y8/1
内面 :灰 白75Y7/1

05mm以下の石英 長
病″合 tr

土師質土器
杯

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :灰 自25Y7/1
内面 :灰 白25Y8/1

lmm以 下の石英・微砂
を含む

617
土師質土器

杯

デ
痕

ナ
圧

転
頭

回
指
デ

‥
ナ

部
部
転

縁
体
回

日面
　
面

外
　
内

面
面

外
内

灰白10YR8/2
浅黄橙10YR8/3

lmm以 下の石夫 。長石
を含む

内面 :黒斑あり

土師質土器
杯

(12)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

灰 自25Y8/1
灰 白N7/

05mm以下の微砂を合
む 底面 !静止糸切

土 師 土 器 51 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

浅黄橙10YR8/4
浅黄橙10YR8/4

05mm以下の徴砂を含
む 底面 :静止糸切

土 師 土 器 外面 !ハ ケナデ
内面 :回 転ナデ

外面
内面

にぶい黄橙10YR7/4
にぶい黄橙 10YR7/3

lmm以 下の石英・長石
底面 :静止糸切

土 師 土 器 外面 !回転ナデ
内面 :回転ナデ

面 :に ぶい橙 75YR7/4
面 :浅 責精 75YR8/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回 転糸切

622
土 師 土 器 回

回
面
面

外
内

デ

デ

ナ

ナ 指ナデ
向 :に ぶい貢種 10YR6/3
面 :褐 灰 10YR5/1

lmm以 下の石英・長石
を含む 底面 :板 目後に回転ヘラナデ

623
土師質土器

杯

回
回

面
面

外
内

ナデ後にヘラケズリ
ナデ後にヘラナデ

外面 :にぶい黄橙10YR7/3
内面 :にぶい黄橙 10YR7/3

lmm以 下の石英 長石
を含む 底面 :回転ヘラ切後に回転ヘラナデ

土 師 質 土 器
林 (17)

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :浅責橙10YR8/3
内面 :浅黄橙10YR8/3

imm以下 の石英 長石
底面 :回転ヘラ切

625
土 師 土 器 外面 :摩滅

内面 :摩滅
画
面

外
内

浅貢橙 10YR8/4
灰 白loYR8/2

05mm以下 の石奥・ 長
石 を含 む

土 師 土 器
(17)

デ

ア^

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内 指ナデ

タト向 :にぶい橙5YR6泡
内面 :にぶい橙5YR6/4

lmm以 下の石英。長石
を含む 底面 :回転ヘラ切後にナデ

土 師 土 器 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ,指ナデ

外面 :灰 白10YR8/2
内面 :灰 自10YR8/2

lmm以 下の石英・長石
を含む 底面 :回転ヘラ切後に板 目

土 師 質 土 器
林 (32)

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :灰責褐10YR6/2
内面 :黒褐10YR3/1

lmm以 下 の 石 英 。長 石
歩合 ナr

面
面

内
底

黒斑
ヘラナデ

土 師 土器 デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :灰 自25Y8/1
内面 :灰 自25Y8/1 歩 合 子● 底面 :ナ デ

土師質土器
杯

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :灰 白75Y8/1
内面 :灰 白75Y8/1

lmm以 下の微砂を含
む 底面 :回 転ヘラ切後にヘラナデ

土師質土器
杯

外面 :回 転 ナデ
内面 :回 転ナデ,指ナデ

外面 :灰 自N8/
内面 :灰 白N8/ 密

底面中央 :板 目
周辺 :回転ヘラナデ

土 師 訂上器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :にぶい黄橙 10YR7/3
内面 :褐灰5YR4/1

lmm以 下 の 微 砂 を含

土 師 土 器 外面 :回転ナデ
内面 1回 転ナデ

タト面 :灰自10YR8/1
内面 :灰 白loYR8/1

lmm以 下の石奥・長石
を含 む

土 師 質土器
椀

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

外 向 :灰 自75YR8/2
内面 :灰 白75YR8/2

lmm以 下の石英 。長石
を含む

須恵器
杯

(21)
外血口縁部 :回転 ナデ

体部 :指頭圧痕後 にヘ ラ ミガキ
内面 :ヘ ラ ミガキ

外面 !灰 白10YR7/1
内面 !灰 白10YR7/1

lmm以 下 の微砂 を若
千含む

須恵器
杯

(29)
外陶口縁部 :回転 ナデ

体部 :指頭圧痕後 にヘ ラ ミガキ
内面 :ヘ ラ ミガキ

外面 :に ぶい黄橙10YR7/2
内面 :灰 白10YR7/1 微砂を若千含む

黒色土器A類
椀

(18)
面
面

外
内

回転ナデ
陸減

外面 :灰 白25Y8/ユ

内面 :灰 白N7/
lmm以下の石英 長石
を含む

瑞
椀

(25)
外面 :回転ナデ後にヘラミガキ
内面 :回 転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

lmm以 下 の微砂 を者
干含む

瓦器
杭

(32)
外面日縁部 :回 転ナデ

体部 :指頭圧痕,ヘ ラミガキ
内面 :ヘ ラミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

lmm以 下 の微砂 を落
干含む

瓦

売
外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ヘ ラミガキ

夕1面 :灰 N6/
内面 :灰N6/

lmm以 下 の微 砂 を含
む

器
こ

外面 :指頭圧痕
内面 :ヘ ラミガキ

外面 :黒 褐25Y3/1
内面 !塁 楊 25Y3/1 微砂を含む

瓦器
椀

外面高台 :ヨ コナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

面
面

外
内

灰N5/ 05mm以下の微砂を合
む

瑞
椀

52
外面体部 :指取圧戻

高台 :回 転ナデ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N5/

05mm以下の微砂を合
む

畔
椀

外面高台 :回 転ナデ
内面 iナ デ後 にヘ ラ ミガキ

外面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

05mm以下の微砂を合
む

酷
椀

(25) 織唇:美雪【界キ,暗文        1織目1優Nなチ
lmm以 下 の微砂 を含
む

酷
杭 衡雲1路て万キ,賊    1待要1鱚鰺橙ЮYR″2 lmm以 下 の微 砂 を含
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報告
番号

器 種
法量 (cm)

調   整 色   調 胎   土 備 考
回径 底 径 器 高

酷
椀

外面高台 :回 転ナデ
内面 iナ デ

外面 :灰 自5Y8/1
内面 :灰 白5Y8/1

05mm以下の微砂を含
む

端
枕

(20)
外向 :摩 減
内面 i摩減

外面
内面

Ｎ

Ｎ

灰
灰

lmm以下の石英 長石
を含む

誡
碗

外面 :鏑蓮分
袖 :オ リーブ灰10Y5/2
素地 :灰白N8/1

密

磁
命

(63)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

‥
地

釉
素

オリーブ灰10Y6/2
:灰自N8/ 精密 外面 :蓮 花文

誡
碗

外面 :回 転ナデ
内面 !回 転ナデ

釉 :オ リーブ灰 10Y6/2
素 411:灰 白N8/ 精選 外面 :蓮 花文

652 誡
碗

外面 !回転ナデ
内面 !回転ナデ

釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 :灰自N8/ 精選

青磁
碗

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 :灰自N8/ 精選

誡
続

(18)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

釉 :緑灰75G6/1
素地 :灰 白N7/ 精 選

655 説
碗

釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 :灰 白N8/ 密

656
青磁
碗

釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 !灰 白N8/ 密

誡
続

釉 :明緑灰1∝評7/1

素地 :灰 白N8/1
密

再
移

面
面

外
内

回転ナデ
回転 ナデ

釉 :緑灰 5C6/1
素 llll:灰 白N7/ 精選 外面 :蓮花文

青磁
碗

面
＞
面

外
胎
内

回転ヘラケズリ,施釉 (高 台内側露

施釉

釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 :灰白10Y7/1

密

見込み文様あ り
中国龍泉窯系
内外面 !貫 入

誡
碗

(19)
釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 :灰自N8/ 密

青磁
碗

外面 !回転ナデ
内面 !回転ナデ

釉 :灰 オリーブ75Y5/2
素地 :灰 自10Y7/1

精選

説
碗

和 :オ リーブ灰10Y5/2
素地 :灰 白N8/ 密

訥
皿

釉 :オ リーブ灰 10Y6/2
素 llll i灰 白N8/ 復

青磁
香炉

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

Ｙ奴

Ｍ
一
白

り
灰

オ
面

釉
内

精 選

言臓
末注

釉 :オ リーブ灰10Y5/2
素地 :灰 白N8/ 精選

自磁
杯

(17)
外面 :回 転ナデ ,

内面 :回 転 ナデ、
釉
釉

施
施

釉 i透 明
素地 :灰 白25Y8/1 密

醜
杯

(21)
外面 :回転ナデ,施釉 (体部 下半露胎 )

内面 :回 転ナデ
THI:透明
素地 :灰白25Y8/1

密

鍼
杯

(19)
外面 1回転ナデ,施釉 (体部下半露胎 )

内面 :施釉
粕 :透 明
素地 :灰 自5Y8/1 密

ほ
広 衡召:呂翠李写1耗籍 襲亀奪震白5YИ 密

醜
柿

(24)
外面 :回転ナデ,施釉
内面 :回転ナデ.施釉

釉 :透 明
素地 :灰 白75Y8/1 密

餓
碗

(23)
外面 :晃

矯女目台畳付 より内側醐
内面 :流釉

柚 !明緑灰10GY8/1
素地 :灰 自5Y8/1

密

土師質土器
鉢

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 !赤10R5/6
内面 :に ぶい橙 5YR7/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

7
土師質土器

鉢
外面 :ヨ コナデ,ヘ ラナデ
内面 :板ナデ

外面 :灰 N5/0
内面 :灰 N5/0

1～ 2mmの 石央,lmm
以下の微砂 を含む

舒4土 :曜
肇詩

器 224
外面 :摩減
内面 :ヘラナデ

タト面 :灰 N4/
内面 :灰 N4/

1～ 2mm以 下 の石 英
長石 を含 む

鉢

減
減

摩
麿

画
面

外
内

面
面

外
内

灰自25YR8/1
灰白25YR8/1

lmmの 石 英,lmm以
下の微砂を含む

東播系

釘61 須暴器 外 山
丙面

]転ナデ
ヨナデ,ナ デ

外面 :尿自N8/
内面 :灰 白N7/

1～4mmの 石英・細礫
を含む

東播系

"71・
lT曇齢 (46)

外面口4

4

内面口|

デナ

デ

痕

デ

デ

ナ

圧

ナ

ナ

コ

一顕

コ

ラ

ヨ

指

ヨ

ヘ

都
部
部
都

面
面

外
内

にぶい橙75YR7/4
にぶい橙75YR6/4

2mm以 下 の石 英・長
石 角閃石・雲母を含
む

678
土師質土器

甕
274

デ
都
都

ナ
縁
体

口

面
面

外
内

指頭圧痕
ハケ
板ナデ

外面 :にぶい橙5YR6/4
内面 1に ぶい橙5YR6/4 浮 婆 督

g誦 角閃
1外

面 :煤付着

土師質土器
甕

外面口縁部 !ヨ コナデ
体部 :指頭圧痕,ハ ケ,ナデ

内面 :ハ ケ

外面 :に ぶい黄橙10YR6/3
内面 :橙5YR6/6 響為等でぎを魯呑

・長
|タ
ト面:煤付着

“
01・ lT塞齢

外面口縁都 !ヨ ヨナデ
体部 :指頭圧痕,ナ デ

内面日縁部 :ハ ケ後にナデ
体部 :ヨ コハケ

外面 :に ぶい褐75YR7/3
内面 :に ぶい褐75YR6/4 浮碇挫藝Ψを魯悲

長
|タ
ト面体部:煤付着

∝11卸曇器 162

外面日

内面口

尿部 :ヨ コナデ
ltrttБ :タ テハケ
愚部 :ヨ コナデ
体部 :ヨ コハケ

外面 :にぶい橙75YR7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師質土器
巽

外面口

内面ロ

部
部
部
都

縁
体
縁
体

ヨコナデ
ナデ,指頭圧痕
ヨコナデ,ハケ
ヘラナデ,指頭圧痕

外面 !橙5YR6/6
内面 :に ぶい橙5YR6/4

lmm以下の長石・角閃
石・雲母を含む

土師質土器
甕

(44)

外面ロ

内面口

部
部
部
都

縁
体
縁
体

ヨコナデ
指頭圧痕, タテハケ
ヨヨナデ
ヨコハケ

外面 :に パい栓10YR7/2
内面 :に ぶい橙10YR7/3

lmm以 下の石英。長石
を含む

土師質土器
甕

輌路獣:是最産盈攘客橿
内面口縁部 :ヨ コナデ

体部 :ヘラナデ

外面 :に ぶい黄栓10YR7/4
内面 :に ぶい橙75YR7/4

lmmの細砂 を含 む

土師質土器
発

(64)

部
半
ケ

縁
上

ハ

田
部
‥

面
体
面

外
　
内

指頭圧痕,回転ナデ
指頭圧痕

外面 :橙75YR6/6
内面 :橙 75YR6/6

lmm以 下 の石 葵 長
石 角閃石・雲母を含
む

686
須恵器

箋

外面酵
4

内面野

部
都
部
部

ナデ
格子ロタタキ
ヘラナデ
ナデ

タト面 :灰 N4/
内面 !灰 N4/ 密 景1離が著 しヽ

須恵器
襲

面
面

外
内

離
離

面
面

外
内

灰貢25Y7/2
灰黄 25Y7/2

やや粗

陪
斐

外面 :回転ナデ
内面 :ヘラナデ

外面 :灰黄褐10YR5/2
内面 :褐灰25Y4/1

lmm以下の石央・長石
″合む

略
甕

面
面

外
内

ヘラナデ
ヘラナデ,ナ デ

外面 :橙25YR6/6
内面 :橙 25YR6/6

3mm以下の石英 長石
を含む 底面 :未調整
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告
号

報
番 器 種

法量 (cm)
調  整 色   調 胎   土 備 考

口径 底 径 器高

略
壷

外面 :回 転ナデ,ヘ ラナデ
内面 :回 転ナデ

釉

素
i5Y7/3
をN5/

05mm以下の徴砂 を若
干含む

底面 :回転糸切後にナデ

須恵器 (24)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

外
内

外 lH:灰N6/
内面 i ttN6/ 微砂を含む 瓦質

焼一日‐
一堕

備 外 向 :回 転 ナデ
内面 :回転 ナデ

外面 :灰 N5/
内面 :灰 N6/ 密

備前焼
(144)

縁
体
縁
体

口
　
口

面
　
面

外
　
内

ヨコナデ
ヘラナデ,自 然釉
ヨヨナデ
板ナデ ヘラナデ

外面 :にぶい赤褐25YR4/3
内面 :灰赤25Y4/2 やや密

備前焼 外面 :回 転ナデ,自 然釉
内面 :回 転ナデ

タト面 :灰 N5/
内面 :灰 N5/ やや密 外面体部 :自 然釉付着

備前焼 外面 !回転ナデ
内面 :回 転ナデ, 自然釉

外面 :黒 N2/
内両 :オ リーブ反 25GY6/1 やや密

備前焼
壷

面
面

外
内

回転 ナデ ,自 然釉
回転 ナデ ヘ ラナデ

外 面 1に ぶ い 赤 褐 25Y4/3
丙面 !匠再4/ やや密 外面 :自 然釉付着

焼一劇
一霊

備
(42)

外向 :回 転 ナデ ,日 然釉
内面 :回 転 ナデ

外面 :黄灰25Y4/1
内面 !灰 N5/ やや密

偏前焼
(67)

外面 :ナ デ
内面 :ヘラナデ,ナデ

外面 :褐灰10YR6/1
内面 :灰褐75YR5/2

lmm以 下 の 微 砂 を 多
豊 に合む 外面 :ヘ ラ記号あ り

備前焼
甕

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

褐75YR4/4
褐灰75YR6/1 やや粗 沈線文,波状文

傭前焼
率

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

釉 :灰 オリーブ5Y5/2
素地 iに ぶい褐 75YR5/4

lmm以 下 の微砂 を若
干含む 自然釉付着

備 前 焼
薯

外面 :回転ナデ,ヘ ラナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :黒褐10YR3/1
内面 :灰 N4/

1～ 3mmの 細～粗砂 を
含む 波】大文

備前焼
斐

ケテ
デ
デ

タ
ナ
ナ

ラ
転

部

へ
回

体面
部
面

外
底
内

指頭圧痕
外面 :灰 赤75R4/2
内面 :暗赤灰75R4/1 やや密 内面 :自 然釉付着

備前焼
斐

外面 :ヘ ラナデ
内面 :ナ デ,ヘ ラケズリ,回転ナデ

外面 :明赤掲5Y R5/6
内面 :に ぶ い赤 褐25Y R
5/4

1～ 3mmの  細 砂 ,

05mmの微砂を含む
底面 :ヘ ラナデ

705 備前焼
斐

(211)
外面 :タ テハケメ,指頭圧痕
内面 :板ナデ,指頭圧痕

外面 :灰褐75Y R5/2
内面 :褐灰5Y R5/1 やや密

備前焼
福鉢

(62)

外面日縁部
体部

内面日縁部
体部 悟

デ
デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ
ナ

コ
転

コ
転

ヨ
回

ヨ
回

外面 :にぶい黄橙10YR6/4
内面 :に ぶい黄橙10YR6/4

2～5mmの 糸田際,05
mm以下の微砂を含む

707 備前焼
福鉢

280

外面日縁
体

内面日纏
体 悟

デ
デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ
ナ

コ
転

コ
転

ヨ
回
ヨ
回

部
部
部
部

夕1面 :に ぶい掲75YR5/3
内面 :灰 N6/

lmm以 下 の微砂 を含
む

1扁 同1/7■

箱 鎌

外 血 :ナ デ
内面 :ナ デ,情 り目

面
面

外
内

にぶい褐75YR5/3
灰白25YR8/2 密

臓麟
デ
デ

ナ
ナ

コ
転

ヨ
回
デナ

都
部
転

縁
体

回

日面
　
面

外
　
内

面
面

外
内

掲灰75Y R4/1
黄灰25Y4/1

lmm以 下の微砂を合
む

備前焼
悟鉢

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ,橋 目

外面 :に ぶい赤褐25Y R
5/4

内面 i灰赤25Y R4/2

1～ 2mmの 石英,細 砂
を若干含む

備前焼
橋鉢

(32)
外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ,揖 り目

外面 :灰黄褐10YR4/2
内面 :黄灰25Y4/1

lmm以 下 ～ 3mmの 石
述  尋 石 歩合 ′F

712 備前焼
福鉢

外面日縁部 !ヨ コナデ
体部 :回転ナデ,指頭圧痕

内面日縁都 :ヨ コナデ
体部 :回 転ナデ

外面 :灰赤10R4/2,
暗灰黄25Y5/2

内面 !灰赤10R4/2

1～ 3mmの  細 砂 ,

05mm以下の微砂 を含
む

底面 :ナ デ

備前焼
糧鉢

外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ,福 目

外面 :明赤灰10R4/1
内面 :明赤灰10R4/1

lmmの 石英,05mmの

備前焼
橋鉢

面
面

外
内

回転ナデ,ナデ
回転ナデ

外面 :明 赤褐 25YR5/6
内面 :明 赤褐 25YR5/6 やや密

鰤
穏

タト面 :ヘ ラケラ
内面 :ナ デ 嘉

外 向 iに ぶい赤褐 5YR5/3
内面 :橙5YR6/6

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師賀土器
悟鉢

(61)
外面 :ヨ コナデ,指頭圧痕
内面 :ヨ コナデ,ヘ ラナデ

外面 :灰 5Y4/1
内面 :オ リープ黒5Y3/ユ

4mm以下の石英 長石
を角閃石を含む

717
土師質土器

鍋
420

外面回帝
や

内面図形

デ
　
デ
デ

ナ
　
ナ
ナ

コ
お′
コ
ラ

ヨ
ナ

ヨ
ヘ

部
部
部
部

外面 :褐灰75YR4/1
内面 :に ぶい褐75YR5/3

3mm以 下 の石 英 '長
石・角閃石・雲母を含
む

外面 :煤付着

土師質土器
鍋

外血口縁部 :ヨ コナデ
体部 :タ テハケ,指頭圧痕

内面口縁部 :ヨ コハケ
体部 :ナ デ,指頭圧痕

外面 :に ぶい橙75YR6/4
内面 :に ぶい橙10YR7/3

lmm以 下 の石 英・長
石 角閃石を含む

土師質土器
鍋

(84)

外面日潅
や

内面日冷
や

部
部
部
部

ヨコナデ
ナデ,指頭圧痕
ヨコナデ
ヘラナデ

外面 :黒褐75YR3/1
内面 :に ぶい褐75Y R5/4

lmm以下の石英 長石
を含む

外面 :媒付着

土師質土器
鍋

(132)

外面口傘
f

内面ロホ
イ

４アナ

デ

倍
供
ア^

ナ
圧
ナ

コ
頭

コ

ア^

ヨ
指

ヨ
ナ

部
部
部
部

外面 :に ぶい掲75YR6/3
内面 1に ぶい褐75YR6/4

3mm以 下 の石 英・長
石・雲母を含む

外面 :煤付着

主 帥 索 主 喬

足 釜
(204)

外面 :ナ デ,指頭圧痕
内面 :ナ デ,指頭圧痕

外面 :に ぶい責橙10YR7/4
内面 :に ぶい黄橙10YR7/4

3mm以 下 の 石 英・長
石・角閃石を含む

722
土師質土器

足釜
(141)

外面 :ナ デ,指頭圧痕
内面 !ナ デ

面
面

外
内

にぶい橙75YR6/4
1こぶヤゝ緒75YR7/4

3mm以 下 の 石 英 。長
オ  色 開 若 歩合 子●

723
土師質土器

足釜

外面口縁部
体部

内面 !ナ デ

ナデ
指頭圧痕

面
面

外
内

橙5YR7/6
橙5YR7/6

2mm以 下 の 石 英・長
石・角閃石を含む

土師質土器
足釜

外面口縁部 :ヨ コナデ
体部 :指頭圧痕

内面 :ヨ コハケ

面
面

外
内

ぶい橙75YR6/4
ぶい橙 5YR6/4

長
合

・
を

葵
母

石
雲

”
“

ｌｍ
石
子Ｆ

体部外面 :煤付着

土師質土器
足釜

外面口甘
1

内面日I

部
都
都
都

ヨコナデ
タテハケ
ヨコハケ
ヨコハケ

痕
痕
痕
痕

圧
圧
圧
圧

頭
頭
頭
頭

指
指
指
指

面
面

外
内

にぶい橙75YR6/4
にぶい橙75YR6/4

2mm以 下 の石 英 長
石・角閃石 '金雲母を
含む

土師質土器
足釜

(75)
外面口縁部 :ヨ コナデ

体都 :指頭圧痕
内面 :ヘ ラナデ

外面 :橙5YR6/6
内面 :に ぶい赤褐5YR5/4

3mm以 下 の 石 英 。長
石 雲母を多量に含む

土師質土器
足釜

(124)

外面日常
4

内面口甘

豪都 :ヨ コナデ

本部 :指頭圧痕 ,ナデ
尿言卜: ヨコナデ
水都 :指頭圧痕後にハケ 板ナデ

外面 :灰 白10Y R8/1
内面 :灰白10Y R8/1

lmm以 下 の石 英 長
石・角閃石を含む

外面 :接合痕

土師質土器
足盆

部
部
ケ

縁
体

ハ

日
　
！

血
　
面

外
　
内

ヨコナデ
ハケ後にヘラナデ

外面 :灰 白10YR8/2
内面 :灰白10YR3/2

lmm以下の石英 長石
を少々含む

土師質土器
足傘

(97)
画
面

外
内

ナデ,指頭圧痕
ヘ ラナデ 指頭圧痕

面
面

外
内

にぶい褐75YR5/3
灰黄褐10YR5/2

lmm～ 3mm以 下 の石
英 長石を含む

土師質上器
IIP傘

276 外面 !ナ デ,指頭圧痕
内面 :ヘ ラナデ,指頭圧痕

外面 :灰黄褐10YR5/2
内面 :掲灰 10YR6/1

lmm以下の長石・角閃
石 雲母を含む
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報告
番号

器 種
法畳 (cn)

調   整 色   調 胎   土 備 考
口径 疾 得 器 高

土 師 霊土器 212 外 向 :ヨ コナデ
内面 :ヨ ヨナデ.板ナデ

外面 :灰自N7/
内面 !灰 白N8/ 密

土師質土器
羽釜

296

外面日縁部 :ヨ ヨナデ
鍔部 !ヨ コハケ
体都 :タ テハケ

内面 :ヨ コハケ

外面 :浅黄橙10YR8/3
内面 :浅黄橙10YR3/3

lmm以下の石英 長石
を含む

733
土師質土器

風炉
外面 :ヨ コナデ,ヘラミガキ
内面 :ヨ コナデ

外面 :に ぶい黄橙10Y R7/3
内面 :にぶい橙75Y R7/4

lmm以 下 の長石 雲母

土師質土器
鳳 TJH

(121)
外面 :ナ デ,ヘ ラミガキ
内面 :回転ナデ,ヘラナデ

面
面

外
内

にぶい橙 25YR6/4
にぶい裕 75YR6/4

lmm以 下 の 石 英  長
石 雲母 を含む

土師質土器
火鉢

(180)
面
面

外
内

ナデ
ヘラナデ ナデ

外 画 :種25Y R6/6
内面 :橙 5Y R6/6

lmm以下の石英,長石 ,

金雲母を含む

土師質土器
火鉢

274 (134)
外向日縁剤

':ヨ
コナデ

脚都 :指頭圧痕 ,ヘ ラナデ,ナデ
内面 :板ナデ

外面 :黄灰25Y5/1
内面 !灰 5Y6/1

やや密

土師質土器
′た全 (28)

外向 :ナ デ
内面 :ナ デ

外面 :橙5YR6/6
内面 :黄灰25Y6/1

05mm以下の微砂 を含
む

脚部欠損,渦巻文のスタンプ

餘
蓋

(15)
外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ,施釉 (日縁部 )

釉 :オ リーブ黄 75Y6/3
義加 :灰 自loYR7/1 密

磁器
碗

画
面

外
内

回転 ナデ
,

回転ナデ

釉
釉

外面 :黒 75Y2/1
内面 !灰 白75Y7/1 密

鴎
碗

面
面

外
内

回転 ナデ
回転 ナデ

外面 :灰褐5YR6/2
内面 :灰赤25YR5/2 やや密

勝
碗

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ,施釉

Tu!灰 オリープ75Y6/2
素地 1に ぶい黄橙10YR6/4 密

鰐
碗

外面 :回転ナデ,施釉 (高 台露胎 )

内面 :施釉
釉 :淡 】
素舶 :「

25Y8/3
白25Y8/1 密

朧
碗

(27)
外面 :回転ナデ,回転糸切 ,

施釉 (高 台内側露胎 )

内面 :回転ナデ,施釉 (見 込のみ)

釉 :オ リーブ黄75Y6/3
素地 :灰白25Y7/1

05mm以下の微砂を含
む 底面 :回転糸切,回転ヘラナデ

弥生土器
棗

面
面

外
内

ナデ
ハケメ

外面 :に ぶい橙75YR6/4
内面 :に ぶい橙75YR5/3

3mm以 下 の 石 英・長
石・雲母を含む

土製品

人形
残存高
77
座

残存高

人 形

残存幅
45
座

残存幅

外面 :ナ デ
内面 :上下に貫通する穿孔

外面 !に ぶい黄橙10YR7/4
lmm以 下の石英・長石
を含む

石 鍋 滑 石 石鍋 を加工 して再使用

石 鍋 (51) 滑 石

銭
偉

２５

厚

１
永楽通宝

青銅品
さ
か

長
位

幅

０７

厚

０

750 鉄釘
さ
０

長
⊂

幅

一

鉄 釘
長 さ
イ呵∩ヽ

甲鶴

07X08

軒丸瓦
長

３‐ 酷
‐６５

凹面 :布 目,コ ビキB,両 lHl辺 と玉縁を面
取
凸面 :縦方向のナデ,釘穴
瓦当裏面 :横方向のナデ,周縁にそってナ
デ
瓦当顎 :横方向のナデ,周縁にそってナデ

外面 :灰 N4/0
内面 :灰 N4/0 密 三巴文,珠文17個

753 軒平瓦
瓦当高
51

長
仙

幅
隅

凹面 :方 日,瓦 当端を面取
凸面 :縦方向の板ナデ,コ ビキB?
瓦当裏 :横方向のナデ

外面
内面

Ｎ
Ｎ

灰
灰 やや密

鬼 瓦
幅

(114)

（ア
デ

ナ

ナ
面
面

外
内 外面 !灰 N5/0 密

土錘
長

６
厚 さ

外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :に ぶい橙75Y R6/4 lmm以下の石英 ,長石
を含む

重 さ 11298g

土 錘
長

７

幅

６３

さ
０

厚
Ｇ 外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :に ぶい橙5Y R6/4

4mm以 下 の 石 英 。長
石・雲母・角閃石を含
む

重さ:1344g

土 錘
さ
０

長
年

幅
６５

厚

６ 外面 :ナ デ 外面 !橙5Y R6/6 3mm以下の石英・長石
を含む

重 さ :2672g

土 錘
長

８

厚

５ 外面 !ナ デ,指頭圧痕 外面 :にぶい橙5Y R7/4 4mm以下 の石英 。長石
歩合 す|

重 さ : 2442g

土錘
長

８

幅

６０

厚

５ 外面 !ナ デ 外 面 :灰 白25Y8/2 3mm以 下の石葵 長る
を含む

重さ:2593g

土鍾
長

８
甲昌
59

さ
外 面 ナ デ 外面 :に ぶい栓75YR7/4 3mm以 下 の 石 英 。長

石・角閃石を含む
重さ:2486g

土 錘
長

負

暇

６６

厚

６ 外面 :ナ デ 外面 :橙5Y R6/8 2mm以下の石英・長石
を含む

重 さ :297g

土 錘
康
８

さ

０
厚
低 外面 ナデ,指頭圧痕 外面 :浅黄橙10Y R8/4 3mm以下の石英 。長石

歩合す● 重 さ 11236g

土錘
長

８

幅

開

厚

５
外面 iナ デ
内面 :ナ デ

外面 :にぶい褐75Y R5/4 5mm以 下の石英 。長
石・雲母を含む 重さ :21228

土錘
長さ
87

厚

Ａ
外面 !ナ デ 外面 :明 褐75Y R5/6 4mm以 下 の 石 央・長

石 '金雲母を含む
重さ:2987g

土 錘
長さ
86

幅

５０

厚

５ 外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :にぶい橙75YR7/3
長
含を

英
母

石
雲

”

・角 閃石．

ｌｍ
石
む

重 さ :2382g

土鍾
長

穴

幅
４８

厚
５ 外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :浅黄橙10Y R8/3

lmm以 下 の 石 英 。長
石・雲母を含む

重 さ :2137g

土 錘
長

８

厚

～ 外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :浅黄橙75Y R8/4 3mm以 下の石央・長石
歩合す。 重 さ ,241 l g

768 土 錘
長

８

幅

５７
厚さ
(37)

外面 ナデ,指頭圧痕 外面 :橙 5Y R6/6
5mm以 下 の 石 英 。長
石 角閃石 雲母を含 重 さ :1541g

土 錘
長

８

幅
饂

厚

６ 外面 ナデ,指頭圧痕 外面 :にぶい橙5Y R6/4 2mm以 下 の 石 葵 。長
石・ 金雲母 を含 む

重 さ :3052g

土 錘
長

９

厚

５
外 面 ナデ,指頭圧反 外面 :に ぶい黄橙 10Y R6/3 2mm以 下 の 石 英・長

石 角閃石 を含む
重さ:2674g

土 錘
長

Ｑ
幅
ω

厚

６ 外面 :ナ デ 外面 :橙 5Y R6/6
3mm以 下 の 石 英 。長
石・雲母を含む

重さ:3096g

土錘
長
９

厚

６ 外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :浅黄橙75Y R8/4 3mm以 下 の 石 英 ・ 長
石  色 FItt石 歩合 チ● 重さ :2935g

土錘
長

９

幅

６２

厚

５ 外面 :ナ デ 外面 :橙 5Y R6/6
3mm以 下 の 石 央・ 長
石  角閃石 を含 む

重 さ :2847g

土 錘
長

９ 爆ノ
厚

６ 外面 :ナ デ 外面 :橙75YR6/6 5mm以 下 の 石 英・長
石 角閃石を含む

重さ:3358g

土 錘
Ｅ
氏
Ｑ

厚

６ 外面 :ナ デ 外面 :にぶい褐75Y6/4 5mm以下の石英 長石
を含む

重 さ 13154g
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告
号

報
番 器  種

法量 (cm)
調  整 色   調 胎   土 備 考

日 径 底 径 器 高

土 錘
長

９

幅

６４

厚

６ 外面 !ナ デ,指頭圧痕 外面 :にぶい橙75Y R6/4
3mm以 下 の 石 英 長
石・角閃石 雲母を含
む

重さ:2933g

土 錘
長

９

幅

６６

厚

５ 外面 ナデ,指頭圧痕 外面 iに ぶい橙75Y R6/4
5mm以 下 の 石 英 長
石 角閃石 雲母を含
む

重 さ :2982g

土鍾
長

９

幅

５４

厚

６ 外面 :ナ デ 外面 :に ぶい赤褐5Y R5/4
2mlla以 下 の 石 英 長
石 金雲母を含む

重さ :2944g

土鍾
長さ
102

厚

６ 外面 :ナ デ,指頭圧痕 タト面 :橙75YR6/6
5mm以 下 の 石 奥・長
石・角閃石 雲母を含 重さ:3395g

土 錘
長

１０

厚

５ 外面 :ナ デ 外面 :に ぶい橙75YR 2mm以 下 の 石 奥・ 長
石・ 全雲母 を少 々含む

重 さ :2869g

土 錘
長

８

厚

５ 外面 ナデ,指頭圧痕 外面 iに ぶい責橙 10Y R7/3 lmm以下の石英・長石
を含む 重 さ :2324g

土 錘
長

６ 酪
３４

外面 :ナ デ 外面 :灰 白10Y R8/2 [mm以下の石英 。長石
を含む

重 さ :704g

土錘
長

６
直径
41

外面 :ナ デ 外面 :にパい橙75Y R7/4
2mm以 下 の 石 英・長
石 雲母・角閃石を含
む

重さ 1101g

土錘
長

７
直径
48 外 面 ナ デ 外面 :灰黄25Y7/2 3mm以 下 の 石 英 長 石

歩谷 子● 重さ1779g

土 錘
長

７
回 律

50 外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :に ぶい橙75YR7/4 2mm以 下の石英 長石
を含む

重 さ :2015g

土 錘
長さ
73

径
０

直
６

外面 :ナ デ 外面 :に ぶい橙 75Y R7/4
2mm以 下の石英 長石
を含む

重さ11149g

土錘
長 さ
7Z 酷

４６
外面 :ナ デ 外両 iに ぶい責椅10Y R7/3 2mm以 下 の 石 英  長

万  角閃石 を合む
重 さ 11236g

土錘
長さ
47

直径
12

外面 :ナ デ 外面 :灰 白10Y R8/2
lmm以 下 の 石 奥 長
石 雲母 角閃石を含 重 さ :68g

羽 口 外面 :赤褐10R6/6
1～ 5mmの 石奥 長石
を含む

羽 口
外面 :灰黄褐10YR6/2
内面 :橙25YR6/8

5mm以 下 の石 英 。長
石 角閃石 雲母を合

羽 日
外面 :にぶい赤褐 75YR5/3
内面 :に ぶい赤褐 75YR5/3

6mm以 下 の石 英 。長
石 雲母を含む

羽 日 外面 :橙25YR6/8 lcm以 下の石英・長石・

雲母を含む

羽 回 外面 :に ぶい赤褐25YR5/4 3mm以 下の長石・雲母
孝合ナr

羽 回 外面 :灰黄褐10YR6/2 4mm以 下 の石 央 。長
石 雲母を含む

羽 日 外面 :黄灰25Y6/]
5mm以 下の石英 。長石 ,

lmm以 下 の雲 母 を含
む

羽 口
面
面

外
内

にぶい橙25YR6/4
にぶい橙25YR6/4

1～ 5mmの 石英・長石
を含む

羽 日
外面 :黄灰25Y4/1
内面 :に ぶい赤褐5YR5/4

5mm以 下 の 石 英 '長
石 角閃石・雲母を含
む

羽 回
タト面 :に ぶい褐75YR6/3
内面 1に ぶい褐75YR6/3

1～ 7mmの 石英・長石
角閃石・雲母を含む

羽 口 外面 :明赤褐25YR5/8
長
含を

英
母

石
雲中“

４ｍ
石
む

羽 口 外面 :にぶい赤褐25YR5/4
石
含

長
を舛蝉

下
下

以
以

ｍ
ｍ

５ｍ
ｌｍ
む

羽 口
外面 :赤褐10R5/4
内面 :赤褐10R5/4

5mm以 下 の 石 英 。長
石 室母 を合 む

羽 ロ 外面 :明赤掲25YR5/6 5mm以 下 の 石 英・長
石 雲母を含む

羽 日
外面 :明赤褐25YR5/6
にぶい橙5YR6/3

5mm以 下 の石 夫・長
石 角閃石・雲母を含
む

穴の中に木炭

804
土師質土器

皿
17 外面 :ナ デ

内面 :ナ デ
外面 :に ぶい黄橙10YR7/4
内面 :にぶい黄橙10YR7/4

lmm以 下 の 石 英 。長
石 雲母を含む

底面 :ナ デ

土師質土器
皿

12
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面
内面

灰白10YR8/2
灰白10YR3/2

lmm以下の石英 。長石
を含む

底 面 :回転ヘ ラ切

土師質土器
皿

外面 :回転ナデ,回転ヘラ切
内面 !回転ナデ

外面 !灰 白10YR3/2
内面 :灰 白10YR8/2

lmm以 下の石英 '長石
底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
皿

外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

灰
淡

面
而

外
内

25Y7/2 05mm以下の石葵・長
石 角閃石を含む

底面 :回転ヘラ切
内外面 :燥付着

土師質土器
皿

(22)
外面 !回転ナデ
内面 :回転ナデ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内

lmm以 下の微砂を含
む

809
土師質土器

皿

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :橙5YR7/6
内面 :灰 白10YR8/2

lmm以下の石英 。長石
を含む

底面 :回 転ヘ ラ切後 にヘ ラナデ

土師質土器
皿

外面 :摩波
外面 :に ぶい黄橙10YR7/3
内面 :に ぶい黄橙10YR7/2

05mm以 下 の 石 葵 。長
石  三 舟 歩合 子●

土師質土器
皿

(18)
外面 !回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

ぶい橙 75YR7/4
パい橙75YR7/4

lmm以下の石奥・長石
を合む

土 師 質 土 器
林

26 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

タト面 :灰自10YR8/2
内面 :灰 白loYR8/2

05mm以下の石英 ,長

石を含む 底面 :回転ヘラ切後に静止ヘラナデ

土師質土器
杯

面
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

外面 :灰 白10YR8/2
内面 :i完責橙75YR8/4

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回 転ヘラ切後 に板 目,ヘラナ

土師質土器
杯

(23)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :灰 N6/
内面 :灰 N5/

lmm以 下 の 微 砂 を含

土師質土器
ITN

外面 :回転ナデ
殉面 :回転ナデ

外面 :浅貢橙75YR8/3
内面 :にぶい橙75YR7/3 るを含む 底面 :回転ヘラ切後にナデ

土 師 質 土 器
林

外面 !回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰 自75YR3/2
灰 白75YR8/2

05mm以下の石英 長
石を含む 底面 :板 目後に静止ヘラナデ

土師質土器
林

27
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
而

外
内

外面 :灰 自25Y8/1
内面 :灰 自10YR8/1

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 ナ デ

土師質土器
杯

画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :灰 白10YR8/2
内面 :灰白10YR8/2

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

外面 :摩滅
内面 :摩減

外面 :に ぶい橙5YR6/4
内面 :灰黄褐10YR5/2

lmm 以 下 の 石 莫 長
角閃石 を含む石

土師質土器
杯

70 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

橙5YR7/6
補5YR7/6

lmm以 下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :浅黄橙10YR8/3
内面 :浅責橙10YR8/3

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 !ナ デ

822
土師質土器

杯
(24)

外面 :回 転ナデ後にナデ
内面 :回 転 ナデ後 にナデ

外面 :灰 白10YR8/2
内面 :灰 白25YR8/1

tmm以下の石英・長石
を含む
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報告
番号

器 種
法量

調   整 色   調 胎   土 備 考

日径 底 径 器高

こ H叩 負 二 奇

杯

画
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

貢
蓑

面
面

外
内

10YR8/3
10YR8/3

05mm以下の石英・長
石を含む

底面 :ナ デ

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰自25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

lmm以下の石英・長石
を合む

825
土師質土器

杯
112 23 外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ
外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :にパい橙7 5YR7/4

05mm以下の石英 長
石 雲母を含む 底面 :ナ デ

察 思 誘
1/N

(31)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :灰 N5/
内面 :灰N4/

lmm以 下の微砂を含
む 底 面 :静止ヘラナデ

土師質土器
杯

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面 :灰 日10YR8/2
面 :浅黄橙75YR8/3

lmm以下の石英・長石
を含む

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :浅黄橙75YR8/4
内面 :浅黄橙7 5YR8/4

lmm以 下 の石 英 長 石
多合 子F

土師質土器
杯

外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 :浅黄橙10YR3/3
内面 :灰 自10YR8/2

lmm以下の石英・長石
を含む

須恵器
杯

タト画 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

灰
灰

面
面

外
内

25Y8/1
25Y8/1

2mmの石英,05mm以
下の微砂を若千含む

底面 :回転ヘラ切後に板目,ヘ ラナ

瓦器
杯

外面 :回転ナデ
内面 1回転ナデ

クト面 :灰N
内面 :灰N

05mm以下の微砂 を含
む

土師質土器 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰 白75YR8/2
内面 !灰 白75YR8/2

05mm以下の微砂 を若
干含む

土師質土器
林

(25)
画
面

外
内 目騒李零後にすデ

外面 :灰自5Y8/1
内南 :灰 5Y6/1

05mm以下の石英 長
石を含む

土師質土器
rTN

(21)
外面 :回転ナデ
内面 :ヘ ラナデ

面
面

外
内

灰自75YR3/2
灰白75YR8/2

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ,指ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/珀
内面 :に ぶい橙7 5YR7/J

05mm以下の徴砂 を含
底面 :板 目後にナデ

土師質土器
林

(00)
外面 !回転 ナデ
内面 !座 減

面 :橙75YR7/6
面 :橙75YR7ノ 6

lmm以下の石英 。長石
を含む

底面 :板 目後に回転ヘラナデ

土師賀土器
ITN

(065)
面
面

外
内

回転 ナデ
回転ナデ

外面 :淡
内面 :淡

125Y8/4
:25Y8/4

3mmの 石英,05mm以
下の微砂を若干含む

底面 :静止ヘラ切後に回転ヘラナデ

土師質土器
杯

62 (20)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ,ヘ ラナデ

外面 :に ぶい橙 75YR7/3
内面 :灰 自10YR7/1

lmm以下の石英・長石
々少々含む 底面 :回 転ヘラ切後にすデ

土師質土器
杭

高台笹
62 (13)

外面 :回転ナデ
内面 :ナ デ

外面 :灰 白10YR3/2
内面 :黒褐10YR3/1

05mm以下の微砂 を含
黒斑

土師Γ
ん
髯土器 (17)

外面 :回 転ナデ
内面 :ナ デ後 にヘ ラ ミガキ

面
面

外
内

灰自25Y8/2
淡責25Y3/3

05mm以下の微砂を若
干含む

底面 :ヘラナデ

瑞
皿

外面 :回転ナデ,指頭圧痕
内面 :ヘ ラミガキ

外面 :灰自N7/
内面 :灰 白N7/

05mm以下の微砂 を含
む

酷
椀

外面日捺獣i是騒と石後にヘラミガキ
高台 :回転ナデ

内面 :ナ デ ヘラミガキ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

暗
暗

面
面

外
内

1～ 2mmの  粗 砂 ,

0 5mlm以下の微砂を含
む

和泉型

訥
碗

外面 1回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :オ リープ灰10Y6/2
素地 :灰 白N8/ 精選

誡
碗

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

釉 :オ リープ灰10Y6/2
素地 :灰 自N8/ 精 選

青磁
碗

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

釉 :オ リープ灰10Y6/2
素地 :灰 白N8/

精 選 外面 i蓮花文

説
赫 織冨:日筆享票            1禦亀甲優そ

10CY7/1
密

訥
碗

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

釉 :オ リーブ黄5Y6/3
素地 :灰 白75Y7/1 密

訥
碗

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :明緑灰10GY7/1
素地 :黄灰25Y5/1 精 選

849
磁
ｍ

258 (47)
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

釉 :灰オリーブ75Y5/2
素地 :灰白N8/

精選        1内 面 :高 蓮弁文

言 磁

皿
(38)

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外面 :灰 オ リーブ75Y5/2
内面 :灰 白5Y7/1 精選 内面 :高 連弁文

緑釉陶器
碗

(19)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

釉 :オ リーブ灰10Y6/2
素地 :に ぶい黄橙10YR7/2 精選

白磁
杯

両
面

外
内

施釉 (体部下半露胎 )

施釉
釉 !透 明釉
素地 :灰 白5Y3/1 密

醜
続

外面 :回転ナデ,施釉 (体部下半露胎)

内而 :柿 TD
釉 :灰 自10Y8/1
素地 !灰 白5Y7/ 暦

磁

石 (12)
面
面

外
内

施釉 (下 半露胎 )

施釉
榊 :明緑灰 10G Y8/1
素鋤 :灰 白N8/ 精良        1微 細貫入

瞬
碗

130 (29)
外面 :施釉
内面 :施釉

袖 :黒褐10Y R2/2
素地 :灰白5Y7/1 密

磁器
碗

(24)
外面 :施釉 (口縁端部露胎 )

内面 :施釉 (日 縁端部露胎 )

釉 :明オリーブ灰25GY7/1
素地 :灰自N8/ 密

備前焼 画
面

外
内

:回転ナデ
:回転ナデ

外面 :灰 N6/
内面 :褐灰5Y R5/1

密 回縁部 :コ ークス付着

備前焼
(71)

面
面

外
内

回転ナデ ,

回転ナデ .

釉
デ

然
ナ

自
板

釉 !灰 オ リーブ5Y5/2
素m:黒 褐25Y3/1

1～3mmの 粗砂を含む 全面:自 然釉付着

土師質土器
甕

烈
平
筋
松

ロ

面
部
面

外
胴
内

ズケ

キ
デ
ラ

タ
ナ

ヘ

離
命
部
部

外面 !灰黄25Y7/2
内面 :灰黄25Y7/2

3mm以 下の石英・長石
を含む

悪器
審

(84)
外面 :格 子 タタキ
内面 :麿減

面
雨

外
内

γ
″

1～ 2mmの 細砂 を若干
含む

須恵器
姦

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰 自N7/
灰 自N6/

05mm以下の微砂 を若
干含む

備前焼
幅鉢

(51)
外面 1回転ナデ
内面 :回転ナデ,橋 目

外面 :明赤掲5Y R3/3
内面 :明赤褐5Y R3/3

lmmの 石 央 ,05mmの
絡 お 歩合 f・

備前焼
橋欲

(355)
外面 :回転ナデ,ヘラケスリ

内面 :回転ナデ,橋 目
外面
内面

i黒 75R2/1
i赤 75R6/2 やや粗

須 質土器
あ鉄

外面 :回転ナデ,ヘ ラケズリ
内面 iナ デ

外面 :灰自5Y7/1
内面 :灰 白5Y7/1 密

窮
庚

七成
:回 転糸切

絲51帥纂器 398

外面日

外面日

k部 :指頭圧痕, ヨコナデ
ミ部 :ナ デ
驚部 :ヨ コナデ
ミ都 :ナ デ

面
面

外
内

灰褐75YR5/2
1完黄橙10YR8/3

lmm以 下の石英 長石
を含む

外面:煤 付着

土師質土器
足釜

(94)

日
　
日

面
　
面

外
　
内

部
部
部
部

ヨヨナデ,指頭圧痕
ハケ,格子タタキ
ヨヨナデ
ナデ,ハ ケ

外面 :にぶい褐75YR6/3
内面 :に ぶい褐75Y R6/3

3mm以 下 の 石 英 長
石 角閃石を含む

外面:煤 付着

土師質土器
足釜

m陰尋睡事1季至
'

待署||:ぶセキ儀狩:¥ミ :先
lmm以 下 の石 英・長
石・雲母を含む

土師質土器
足鍋 “の1告

暑:そ尊:諄息
“

;仔

ヘラナデ面
面

外
内

にぶい橙75Y R7/4
にぶい橙75Y R7/4

3mm以 下 の 石 英 。長
石 雲母を含む
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報告
番号

器 種
法量 作m)

調   整 色   調 胎   土 備 考
日 径 底 径 器 高

瓦質土器 (77)
面
面

外
内

デ

ぼ

ナ

Ｌ
面
面

外
内

灰N5/
灰白N8/

lmm以 下 の細 ～微砂
を含む

石 鍋 滑石

硯
長さ
(38)

幅

２０
厚 さ
(12)

粘板岩

硯
長さ
(78)

さ
鋪

厚
ｍ 外面 :研磨痕 粘板岩

土鍾
長

８ 55 外 面 ナ デ 夕1面 :に ぶい橙75YR7/3 2mm以 下 の石 英 長
石・角閃石を含む

重 さ :2074g

土 錘
長

９

幅

７０

厚

５ 外面 :ナ デ 外面 :に ぶい黄橙10YR6/3
5mm以 下 の 石 英 。長
石 雲母・角閃石を含
む

重さ:2945g

土 錘
長

８
幅
∞

厚

５ 外面 :灰白10YR8/2 3mm以 下の石英 長石
重 さ :2239g

土 錘
長

６

厚

４ 外面 :淡黄25Y8/3 lmnl以下の石夷 長石
を含む 重さ :470g

鉄 釘
さ
い

長
Ъ

幅
05X05

主 III「 索 上 奇

杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙5YR7/6
内面 :橙5YR7/6

微砂,長石 石英 雲
母を含む 外面 :墨書

土師質土器
杯

(23)
外面 i回 転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

にぶい橙5YR7/4
1こ ぶ�ヽ橋缶YR7/4

徴砂 ,長石 石英 を含
外面 :墨書

土師質土器
杯

外面 1回 転ナデ
内面 :回 転 ナデ

面
面

外
内

橙75YR7/6
橙5YR6/6

lmm以 下の石英 雲母
を含む

外面 !墨 書

土師質土器
杯

外 血 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

タト面 :に ぶい橙5YR7/4
内面 :栓5YR7/6

微砂,長石
む

石英を含
外面 墨書「法」

土師 ! 土器 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :橙75YR7/6
内面 :橙75YR7/6 微砂 一固 墨 書

土師質土器
釜

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ

面
面

外
内

i完黄橙75YR8/4
i完黄橙10YR8/4

3mm以 下 の石 英 '長
石・雲母・角閃石を含
む

884
土師質土器

皿
(14)

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

タト面 :橙5YR6/6
内面 :橙5YR6/6

lmm以 下 の 石 英 '長石
を合 子● 底面 :ナ デ

885
土師振土 器 外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ
クト血 :ヤ琵貢橙10YR8/4
内面 :浅黄橙10YR8/3

lmm以 下の石英。長石
を含む 底面 :ナ デ

畔
椀

外面口縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧痕

内面 :ヨ コナデ

外面 :灰N6/
内面 :灰N5/

05mm以下の微砂を若
千含む

勝
碗

外面 !施和
内面 :施釉

釉 :灰自10Y8/1
素地 :灰自10YR8/1 密

土師質土器
皿

61 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :橙5YR6/6

lmm以 下の石英 長石
底 面 :回 転ヘ ラ切 後 に板 目

土師質
Il

土器 デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :浅貢橙 75YR8/4
内面 :に ぶい75YR7/4

lmm以下の石英 長石
を含む 底面 :回 転ヘラ切後にナデ

土 師 土 器 75 (12)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :に ぶい黄橙10YR7/3
内面 :に ぶい黄橙10YR7/3

lmm以下の石英 長石
を含む 底面 :回 転ヘラ切

工 H印 紫 工 命

皿
(12)

タト面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :1曳黄橙7 5YR8/3
内面 :浅黄橙75YR8/3

lmm以下の石英 長石
を含む 回転ヘラ切後に回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

10 外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

i完黄橙75YR3/4
浅着精loYR3/4

lmm以下の石英 長石
底面 :回 転ヘ ラ切 後 に板 目

893
土師質土器

皿
54 15

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外面 :浅貢橙 10YR8/3
内面 :浅責橙 loYR8/3

05mm以下の石英 長
石を含む

底面 :回 転ヘ ラ切後 にヘ ラナデ

土師質土器
皿

76 外 向 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

面
面

外
内

にぶい黄橙10YR7/2
にぶい黄橙10YR7/2

lmm以 下 の石 英 長
石 雲母を含む 底面 :回 転ヘラ切後にナデ

土師賀土器
皿

74 外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :浅黄橙75YR8/4
内面 :浅黄橙75YR8/4

lmm以 下の石英 長石
を含む 底面 :回転ヘラ切後にナデ

土師質土器
皿

77 16
外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に パい貢橙 10YR7/4
内而 :に ぶい音精 loYR7/4

lmm以 下の石英 長石
回転ヘラ切後に回転ヘラケズリ

土師質土器
皿

(13)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

浅
浅

画
面

外
内

橙75YR3/3
橙75YR3/3

lmm以 下 の 石 葵・ 長
石・ 雲母 を含む

底由 :回転ヘラ切後に回転ヘラケス
リ

土師質土器
皿

画
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

外面 :浅黄橙10YR3/3
内面 :浅黄橙10YR8/3

lmm以 下 の石 英 長
石 雲母を含む 底面 :回 転ヘラ切後に板 目

899
皿

(17)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙75YR7/4
内面 :浅黄橙75YR8/4

lmm以 下 の微砂 を者
千含む

土師質土器
皿

(18)
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

面
面

外
内

にぶい栓5YR6/4
精5VR6/4

05mm以 下 の 石 奥  雲
舟 序今 子「

瓦器
皿

(17)
外面日縁音hi回転ナデ

体部 :指頭圧痕後にナデ
内面 :ヘラミガキ

面
面

外
内

灰N4/
灰N4/

1～ 2mmの 細 砂,05
mm以下の極綱砂

土師質土器
杯

54 外面 :回 転ナデ
内面 :回 転ナデ 指ナデ

面
面

外
内

にぶい橙5YR7/4
持5YR7/6

lmm以 下の石英・長石
を含 む

底面 回転ヘ ラナデ .板目

土 師 土器 外 向 :回 転 ナデ
内面 :回 転ナデ

外面 :に ぶい黄橙10YR7/3
内面 !i完黄橙10YR8/3

lmm以 下の石英 長石
を含む

底面 :回 転ヘラ切後に回転ヘラナデ ,

板 目

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙75YR7/6
内面 :橙75YR7/6

05mm以下の石英 長
石を含む 底面 1回転ヘラ切後にすデ

土師質土器
杯

(26)
外面 :回転ナデ
内面 :回 転ナデ,ナデ

外面 :に ぶい橙 5YR7/4
内面 :に ぶい精 5VR7/4

lmm以下の石英 長石
底面 :回 転ヘ ラ切後 に板 日,ナデ

土師質土器
杯

外面 1回 転ナデ
内面 :回 転ナデ  ナデ

外面 :に ぶい橙 75YR7/4
内面 :構75YR7/6

lmm以下の石英 長石
を含む

底面 :板 目.ナ デ

土師 土 器 外向 :回 転ナデ
内面 :回 転 ナデ

外面 :灰 白10YR8/2
内面 :浅黄IEA10YR8/3

lmm以下の石英 長石
を含む

土師質土器
林

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :に ぶい橙5YR6/3
内面 :に ぶい橙10YR7/3

lmm以 下の微砂を含
む

土師質土器
杯

156 (33)
外面 :灰 白10YR3/2
内面 !灰 白10YR8/1

長

含を

英

石蛎鯛”・雲母
ｌｍ
石
む

土師質土器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :橙5YR7/6
内面 :に ぶい橙5YR7/4

微砂
肩英 長万 を合も 外 面 墨 書

土師質土器
杯

(19)
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

面
面

外
内

にぶい橙5YR7/4
裕5YR7/6

り
英

似
石 長石 を含む

外面 :墨 言
底面 :回 転糸切

土 師 土 器 デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

外 向 :淡責 25Y8/3
内面 :淡 責 25Y8/3

lmm以下の石英 長石
を含む

察 思 誘

杯

外面 :回 転ナデ
内面 :回転ナデ

外面 :灰黄掲10YR6/2
内面 :灰黄褐10YR6/2

2mmの 石英,05mm以
下の微砂を含む

底面 :回転糸切

須恵器
杯

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

面
面

外
内

灰自N7/
灰白N7/ 密 底面 :回 転糸切

須恵器
杯

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ ハケ

Ｎ
Ｎ

灰
灰

画
面

外
内

lmm以 下 の微 砂 を含

土師

`

こ土器 面 !回 転ナデ,指頭圧vR
I面 !回 転ナデ

向
面

外
内

にぶい橙5YR7/4
にぶい橙5YR7/4

lmm以 下の石英・長
石・雲母を含む

土 師 質 土 器
続 (37)

外面 :回 転ナデ
内面 :ヘ ラミガキ

外面 :灰 自25Y8/2
内面 :黒 10Y2/1

05mm以下の微砂を含
む
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報告
番号

器 種
法量 (cm)

調  整 色   調 1台  土 備 考
口 俸 底 径 器 高

土師質土器
続

(14)
外面 :回 転ナデ
内面 :ナ デ

外面 :灰白25Y8/2
内面 :灰 白25Y3/1

lmm以 下の石英 ,長石
を含む

土師質土器
椀

(12)
画
面

外
内

回転ナデ
ナデ ヘラミガキ

外面 :i寛黄橙 10YR8/3
内雨 :陪灰N3/

05mm以下の微砂を含
む

土師質土器
椀

54
外面 :回転ナデ
内面 :ヘ ラミガキ

外面 :灰白10YR8/2
内面 :暗灰N3/

05mm以下の微砂を含
む

内面 :暗 文

瑞
椀

(47)
外面日縁部 1回転ナデ後にヘラミガキ

体部 :指頭圧痕後にヘラミガキ
内面 :ナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰N4/
内面 :灰N4/

lmm以 下の微砂を含
む

瑞
椀

外面日係離:尾簑と覆後に宍5ミ 雰革
内面 :ヘラ ミガキ

外面 :暗青灰5B4/1
内面 :青灰5B5/1

05mm以下の微砂を含
む

畔
枕

外面口係載:暑筆と覆後に父ラミ雰革
内面 :回 転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰 自25Y7/1
内面 :灰白25Y7/1

05mm以下の微砂を含
む

鴎
椀

外面日係載:尾蟹産衰稜|:父 ラミ界華
内面 :回転ナデ後にヘラミガキ

外面 :灰75Y4/1
内面 :灰75Y4/1

lmm以 下の微砂を含
む

瓦器
椀

外面日係歌i暑霊と覆後にヘラミガキ
内面 :全面丁寧なヘラミガキ

タト面 :灰N4/
内面 :灰自25Y8/1

05mm以下の微砂 を若
干含む

瑞
枕

外面体部 :回転ナデ後にヘラミガキ
高台 :回 転ナデ

内面 :ヘラミガキ

タト面 :灰N6/
内面 :灰 N5/

とmm以 下の微砂を含
む

瑞
杭

(12)
外面体部 :ナ デ

高台 :回転ナデ
内面 iナ デ後にヘラミガキ

外面 :灰N4/
内面 :灰N5/

05mm以下の微砂を含
む

瓦器
椀

面
面

外
内

回転ナデ
ナデ,ヘ ラミガキ

外面 :黄灰25Y6/1
内面 :灰N6/

lmm以 下の微砂を含
む

磁
誘 織唇:目筆李票1斃魏t冨灸;

釉 :灰 責 25Y7/2
素凱 :反白25Y8/1 宿

磁
碗

外面 :回転ナデ,施釉
内面 :回転ナデ,施和

釉 :灰自5Y7/2
素地 :灰 白5Y8/1

密

餓
碗

局 百 f4
70 (31)

外面 :回転ヘラケズリ
内面 :施釉

外面 :灰自5Y7/2
内面 :灰白5Y8/1

密 見込 :圏線

須恵器 外面 :ヨ コナデ,栗 J突反
内面 !ヨ コナデ

外面 :灰N6/
内面 :灰白5Y7/1

lmm以 下 の細砂 を若
干含む

醐総
面
面

外
内

ヨコナデ
ヨコナデ.橋 目

外面 :灰赤 25YR5/2
内面 :灰赤25YR5/2 やや粗

備前焼
権鉢

外面口
係謙:目簸李票後にヘラナデ

内面 :回 転ナデ,福 目

面
面

外
内

にぶい赤褐5YR5/3
灰赤25YR5/2

やや粗

土師質土器
福鉢

(81)
外面日縁部 :ヨ コナデ

体部 :指頭圧痕,ヘ ラチデ
内面 :ヘ ラナデ,橋 目

外面 :に ぶい責橙 10YR7/4
内面 :に ぶい黄橙10YR8/4

3mm以 下の石英 '長石
を含む

土師質土器
鍋

(65)

外面日
捺謙 :尺ラ李冨1指頭圧痕

内面日縁部 :ヨ コナデ
休縦 ハケ

偽冨|に雲士t壽暮i[¥畳子チ:
2mm以 下の石英 長石
を含む

土師質土器
羽釜

外面口縁部 :ヨ コナデ,指頭圧痕
体部 :タ テハケ

内而 !ハ ケ後にヘラナデ

面
面

外
内

にぶい責橙 10YR7/3
灰白10YR8/2

lmm以下の石英。長石
を含む 体部外面 i煤付着

土師質土器
足釜

(57)
外面日縁 Hl:ヨ コナデ

体部 :指頭圧痕,ヘ ラナデ

内面 !板ナデ

面
面

外
内

にぶい黄橙10YR6/4
にぶい黄橙10YR6/3

lmm以 下 の 石 央 。長
石 雲母を含む

備前焼
甕 衡零:,暴 履́ぃョコハヶ,指頭圧痕

外面 :橙25YR6/6
内面 :裕25YR6/6 やや密

940
土師質土器

火鉢
(74)

外面 :ヨ ヨナデ
内面 :ヨ コナデ

外面 :にぶい黄橙10YR6/3
内面 :にぶい責橙75YR6/3

lmm以 下の石英 長石
を含む

外面 :突帯文2条

平瓦
長さ
(113) (133)

凹面 :板ナデ,面取
凸面 :ナ デ

外面 i橙5YR6/6
内面 :に ぶい掲75YR6/3

lmm以 下 の 石 英  長
石 角閃石 を含 む

被熱 ?

平瓦 長
鵠

幅

‐６４
凸面 :ヘ ラ ミガキ
凹面 :コ ビキA 倒辺面取

Ｎ
Ｎ

灰
灰

面
面

外
内 密 梵字

土錘
長

８

幅
６０

外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :に ぶい橙75YR7/3 lmm以下の石英・長石
を合む

重 さ :2506g

土 錘
長

８

幅

５４
早

５ 外面 :ナ デ,指頭圧痕 外面 :灰 自10YR8/2
3mm以 下の石英 長石
を含む

重さ :2460g

土 錘
長

貝

厚

５ 外面 :ナ デ 外面 :橙75YR7/6
2mm以 下 の石 英 長 石
歩合 子● 重さ :2016g

土錘
長さ
79

幅

５６

厚

６
外面 :ナ デ 外面 :に ぶい橙75YR7/4 3mm以 下の石英 長石

を含む
重 さ :2660g

土錘
長

７ 酷
“

外面 :ナ デ 外面 :に ぶい褐75YR6/3 lmm以 下の石英 長石
を含む

重 さ :2940g

948 土 錘
長

５ 酢
３８

外面 :ナ デ タト面 :灰 白25Y8/1
lmm以下の石英 長石
を含む

重 さ :571g

土錘
長

５ 酷
‐２

外面 :ナ デ 外面 :褐灰10Y馳 /1
lmm以 下 の 石 央 長
石 雲母・角閃石を含
む

重 さ
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図版 1

1 遠景 (西 から) 2 遠景 (東 から)

3 完掘状況 (東側 )



図版 2

1 完掘状況 (東側 )

2 完掘状況 (東側 )
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3 完掘状況 (西側 )



図版 3

1 完掘状況 (西側 )

2 完掘状況 (西側 )

3  S D1301・ 1304



図版 4
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S D1301・ 1304完 掘

2  S D1301■層

3 S D1304遺物出土状況
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10
l S D1302完 掘 (東側 )

3 S D1302完掘 (東側 )2 S D1302完掘 (東側 )



図版 6

l  S D1302:上層

3 S D1302完掘 (東側 )

6 五輪塔出土状況

2 S D1302土層

4 S D1302完掘 (西側 )

5 香炉出土状況 7  S D1303テ ]1屈

8  S D1305ど土層 9  S D1305芸 ]1屈



図版 7

S E1301完 掘

S E1301:上 層

沖囀
一前一

S E1301井戸枠



図版 8

S K1304完 掘

2 東側 ピッ ト群完掘

3 西側上層 ピッ ト群完掘


